



























































女の子に夢を見てはいけません！２
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　──もう、いつまで泣いてるのよ。




　幼い女の子の声が、どこからか聞こえてくる。

　それに伴ともなって、微かすかに響ひびいていた泣き声が次し第だいにはっきりとしてきた。

　癖くせのある髪かみに赤いリボンをつけ、白いワンピースを着た子供が公園でうずくまり、両手で顔を覆おおっているのが見える。

　その姿には、どこか見覚えがあった。と言うかそれは、僕が心の底から忘れたいと思っている光景そのものだった。




　──あのね、咲さく也や。あなた男の子でしょ？　いい加減泣き止やみなさいよ。




　そう、その子供は幼い頃ころの僕だ。まだ物事がよくわかっておらず、何の疑問もなく姉さん達に言われるがままに女の子の格好をして外で遊んでいた時代の、今となっては黒歴史でしかない自分の姿。

　男の子でしょ？　なんて、今言われたら嬉うれしくてたまらないような言葉も、その頃の僕には届かない。ただひたすら、あふれ出る涙なみだをぬぐいながらメソメソと泣いているだけ。

　仕方ないなぁ、という声と一いつ緒しよに、一人の少女が幼い僕の傍そばへとやってくる。

　少女はまだ泣き止まない僕を立たせて、ポンポンとあやすように頭をなでた。背せ丈たけは同じくらいだけど、その仕草はまるでお姉さんか何かのように見える。




　──泣き止んだら、わたしも約束守るよ。そしたらいいことしてあげるから。




　その言葉に、幼い僕は目じりに涙を残したまま少女を見る。

　そして少女は、ようやく顔を上げた僕にニヤリと笑いかけた。

　ニコリではなく、ニヤリと。

　なんだかすさまじく嫌いやな予感がすると思った次の瞬しゆん間かん、急に女の子の口元が歪ゆがんだ。

　口角がつり上がり、口が赤い三日月のように見える。

　そしてその亀き裂れつから、地の底に響くような重い笑い声が漏もれ出した。

　あはは、あはははははは、あははははははははははははははは……。

「うわあああああああああああああああぁぁぁっ！」

　僕は叫さけび声と共にベッドから跳はね起きた。

　はぁはぁと自分の呼吸音がうるさい。耳元に心臓があるかのように、ドクドクという鼓こ動どうがはっきりと聞こえる。全身の汗あせがパジャマに染しみこんで気持ちが悪い。手は何かにすがりつくように、布ふ団とんを強く握にぎりしめていた。

　悪夢だった。

　完全、完かん璧ぺきな悪夢だった。

　内容は思い出せないけど、それが悪夢だったということだけはわかる。

　最低最悪な目覚めに頭がくらくらした。とてもじゃないけど、このまま再び眠ねむりにつくなんてできそうにはない。

　僕がベッドから這はい出ようと、身体からだを捻ひねった時だった。

　ふにょ。

「…………？」

　なんだか、柔やわらかい感かん触しよくが両りよう腕うでにまとわりついているような気がする。しかも、何故なぜか身動きがとれない。よくよく神経を集中させると、両足にまで何か温かいものが絡からみついているような──

「って、まさか!?」

　僕は渾こん身しんの力を込こめて両腕の感触を振ふりほどくと、枕まくら元もとに置いてあったリモコンを手に取り、急いでスイッチを押して部屋の電灯をつけた。

「……あら？　咲也ちゃん、起きたの？」

「んにゃ……？　お兄ちゃん、どしたの？」

　いた。やっぱり、こいつらがいた！

「姉さん!?　秋あき穂ほ!?　二人とも僕のベッドで何してんの!?」

「何って、そんなの決まってるじゃない。ねえ秋穂？」

「添そい寝ねだよ。そ、い、ね。見ればわかるでしょ？」

　僕の女性観を長年のいきすぎた愛情で完かん膚ぷなきまでに粉ふん砕さいした張本人、実の姉と妹が、寝ぼけ眼まなこで僕を見上げながら、さも当然という風に答える。

　高校生と中学生にもなって、男兄弟のベッドに潜もぐり込み平然としている姿から、この二人がどれほどとんでもない人物なのかを想像していただけるとありがたいです！

「見たまんまを聞いてるんじゃない！　それにベッドに勝手に潜り込むのは禁止って言ったじゃないか！」
















「それはそうだけど……、ねえお姉ちゃん？」

「何事にも例外というものがあるのよ。今回はやむにやまれぬ事情もあったし」

「……そういった言い訳は過去何度も聞いたことがあるんだけど……」

　この前は確か、月があんなにも綺き麗れいだったから、という意味不明な理由で風ふ呂ろに突とつ入にゆうしてきたこともあった。……やっぱりロクでもない。

「今回はそんなんじゃないよ！」

「ええ。だって咲也ちゃん、うなされてたんだもの」

「……え？　うなされてた？　僕が？」

「そうだよ。ふと胸むな騒さわぎがして様子を見に来たら、苦しそうな顔でうんうん唸うなってるんだもん。そりゃ心配するよ！」

「約束は約束だけど、苦しんでいる咲也ちゃんを一人になんてできるはずないじゃない。だから私達が添い寝して、安心させてあげようと思ったの」

「そ、そうだったんだ……。でも、どうしてうなされてるってわかったの……？」

「そんなの、わたしとお兄ちゃんの心が通じ合ってるからに決まってんじゃん！　言わせんな恥はずかしい！」

「咲也ちゃんと私は一心同体だから。わからないことなんて何もないのよ？」

「…………」

　聞くんじゃなかったな……。わりとマジで……。

　で、でも、純じゆん粋すいに心配してくれた末の行動であることは間ま違ちがいなさそうだ。添い寝という選せん択たく肢しが正しいかどうかはさて置くとして……、二人を責めることはできそうにない。

　まあ、責めたところで力関係上、僕が勝つ見込みはないんですけどね！

「え、えーっと、ごめん……。なんか、悪い夢を見てたみたいで……。あ、でももう大だい丈じよう夫ぶだよ。内容も覚えてないような、単なる夢だからさ」

「そうなの？　もうお兄ちゃん、何ともないの？」

「ああ可哀かわい想そうに……。でももう安心よ。二度と悪夢なんて見ないように、今から私がつきっきりでいてあげるから、安心して私の胸で眠りなさい」

「いやいやいや！」

　油断するとこれだよ！　そんなことされたらまた違う種類の悪夢を見る可能性があるので、そこは謹つつしんで遠えん慮りよさせていただきます！

「お姉ちゃんじゃダメだよ！　胸ならわたしの方がずっと大きいんだから、わたしの方がお兄ちゃんをもっと安心させてあげられるよ！」

「……何ですって？」

　げ。

　姉さんの声が冷たい。目が細まって、そこから漏れる眼光が恐おそろしい。もう初夏で、三人かたまってベッドの中にいるはずなのに、嫌な寒気で身体が凍こごえそうだ。

　しかし秋穂は怯ひるんだ様子もなく、中学生とは思えないほどボリュームのある胸を張って、だってそうでしょ？　と挑ちよう発はつ的に返す。事実に基づく余よ裕ゆうにあふれた態度。

「ちょ、ちょっと二人とも……」

　気づいたら、部屋の中に危あやうい空気が流れていた。姉し妹まいの間に火花が散る。散る必要もない理由で散る。勘かん弁べんしてください。僕のことを心配してくれるのはありがたいけど、そういった愛情は是ぜ非ひとも心の内にしまっておいてください。

　……まあ、言うだけ無む駄だだろうな。

　僕は二人に気づかれないように、そっと部屋を出た。ドアを閉じた途と端たんに始まる狂きよう騒そうを背にして風呂場へと向かう。汗を流したかったし、時計を見るともう明け方だったので、あの状じよう況きようで再び寝ることはできないだろうと思ったからだ。

　どうせ姉さんと秋穂はケンカと寝不足で不ふ機き嫌げんな朝になるだろう。いつもより早く起きた分、朝食と弁当のおかずは少し豪ごう華かにしておこう。両親が外国暮らしな九く条じよう家の台所を預かる身として、できることはしておかないと……後が怖こわい。

　僕は汗で湿しめった服を脱ぬぎ、そんなことを考えながら風呂場へと足を踏ふみ入れる。

　ついでに、そう何度も踏み込まれてはたまらないので、鍵かぎをかけるのも忘れない。

　美び貌ぼうの姉と、可愛かわいい妹。

　人にはいつも羨うらやましがられるけど、実態は僕にセクハラまがいの愛情を振りまき続け、ついには女性に対して夢も希望も見られなくした元げん凶きよう達だ。あんな二人に囲まれて育てば、誰だれだって嫌でも女の子が苦手になる。

　それにしても。

　どうして悪夢なんて見たのだろう。熱いシャワーを頭から浴びながら、考える。

　別に実生活で何かあったわけでもない。

　確かに最近大きな変化と言うか、学校でおかしな事件に巻き込まれて、それでちょっと変わった人達と知り合って何やかやあったりはしたけれど、別に悪夢になったりするようなことじゃないはずだ。

「なるとしても、せいぜいため息の元くらいだよな……」

　実際にため息を吐つきながら、僕はその代表格の女の子のことを考えた。

　意地悪そうに、それでもどこか楽しそうな顔で、僕に向かって無理難題を言う時の姿が自然と思い浮うかぶ。記き憶おくの中でくらいもう少しマシな対応をして欲しいとは思うけれど、勝手にそうなるのだから仕方がない。

　腰こしに手を当ててささやかな胸を張り、ロクでもない考えをさも名案のように言い放つその姿は、つい最近も見た記憶が──

「って……、あれって今日じゃなかったっけ…………？」

　ふと、最新の無理難題の内容を思い出して、僕はシャワーを浴びながら呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　そうだ、間違いない。思い出した。確か今朝の登校時間に合わせた『作戦』に付き合うように言われていたんだった。内容は例によって明後日あさつての方向を向いたものだったけど、協力者としては文字通り協力しないわけにはいかない。

　まあ、断ると後が怖いと言うか、そもそも断るという選択肢が用意されていないと言うか……。これがゲームならクソゲーと言いたいところだけど、ひょっとしたら僕のパラメーターが低いだけかもしれない。

　……もしかしてさっきの悪夢は、これから起こる災難への警告だったのだろうか？

　その時、突とつ然ぜん風呂場のドアが叩たたかれて、僕はビクリと体を震ふるわせた。

　ドンドンドン。

「おにいちゃ～ん……。あ～け～て～よ～……」

「咲也ちゃーん……。お姉ちゃんがついてるからね～……」

　ドンドンドン。

「…………」

　あなた達でしたか。

　まあそりゃそうですよね。

　姉妹きようだい喧げん嘩かを早々に打ち切って僕を追つい尾びしてきたらしい。

　鍵のかかった風呂場の扉とびらを叩きながら、姉妹が怨えん嗟さの声をあげているけど、正直ホラー映画のワンシーンかと思えるくらい怖い。

　これもひょっとして悪夢の続きなんじゃないかと思いながら、僕はため息を吐いて、シャワーのバルブを全開に捻った。








２









「転校生は女子らしいとのことだ」

　壮そう次じ郎ろうのその言葉に、美み月づきはニヤリと笑って僕の方を見た。

　してやったりといった感じが挑発的に表現されていて、絶ぜつ妙みように腹立たしい。

「ほらね咲さく也や。私が言った通りでしょ。これはもう運命ってやつね！」

「確率二分の一でそこまで威い張ばられても……」

　得意げな美月につっこむ気力もなく、僕は机の上に突つっ伏ぷす。今朝、パンをくわえた転校生とぶつかる作戦に付き合わされて、早朝から学校の周りを駆かけずり回った疲ひ労ろうが重くのしかかっているんだ。ちなみに作戦の成否に関しては言うまでもないだろう。

「あんたねぇ、さっきからテンション低すぎ！　女子の転校生なのよ!?　転校生といったら美少女で、なおかつ運命の出会いがあって、そこから始まるラブストーリーで全米が涙なみだするのが当たり前でしょうが！」

「何言ってるのかわけわかんないよ！」

　この意味不明なことを口走る淡あわ路じ美月というクラスメートの少女とは、先日あったとある奇き妙みような事件がきっかけで知り合い、こうやって行動を共にする間あいだ柄がらになった。

　淡あわい色合いの長い髪かみに、小こ柄がらな身体からだながらすらりと伸のびた手足。

　どんな表情をしていても美少女という評価が下されるであろうその顔。

　なのに肝かん心じんの性格はと言えば、かなり……、そう、破は天てん荒こうだ。良くも悪くもすごいバイタリティーの持ち主で、それに引っ張り回されるのはいつものこと。だけど一番重要な特とく徴ちようは、美月の恋れん愛あい対象が同性の女の子である、という点だろう。

　そして僕は、色々とあった挙句、その恋こいに協力することになった。先日の事件で一度大失しつ恋れんを経験した美月だったけど、持ち前の芯しんの強さで早々に立ち直り、今は新たな恋を見つけるために奔ほん走そうしている。

　そして今朝もその一いつ環かんとして、今日やってくる転校生相手に事前にフラグを立てておこうとしたわけだ。転校生の性別さえわかっていない段階でこの行動力だから、美月の破天荒さの中身がどんなものかは、大体推測できると思う。と言うか、してください。

「美少女転校生が偶ぐう然ぜん私のクラスにやってくる……。でも実は私達はその前に、偶然通学路でぶつかっていたのよ！　そして教室で、あなたはあの時のっ!?　って感じで再会する！　そう！　斬ざん新しんかつドラマチックに！」

「再会も何も初対面だろ！　しかも展開がテンプレすぎる……っ！」

　しかし美月は僕の言葉など聞こえていないようで、顔を赤くして身もだえしている。どうやら妄もう想そうの構築に余念がないようだ。

　放ほうっておこう。触さわらぬ神に祟たたりなし。

「淡路はどうしたのだ？」

「……気にしないでいいよ。持病が出てるだけだから」

　壮次郎の当然ともいえる疑問に、僕は適当に答える。

　まだ見ぬ転校生に過大な期待を抱いだいて妄想しています、なんて言えるはずもない。

「ふむ。しかし淡路は変わったな。最初の頃ころとは別人だ。変わったのは咲也、お前が原因なのか？」

　美月は当初、今みたいに教室内で素すの自分を出してはいなかった。それとは正反対に、お嬢じよう様さま然とした演技をして過ごしていたのだけれど、先日の大失恋事件によってその必要性もなくなり、今ではすっかりこの通りと言うわけだ。

　美月の急激な変化にクラスメートも最初は驚おどろいていたようだけど、今となっては不思議と順応している。

　表層が変わっただけで中身そのものは変わっていないからなのかもしれない。

　まあ一番大きいのは、美月本人が周囲の反応なんてまるで気にしていないということだろう。好きな相手以外はどうでもいいという割り切り方は、いかにも美月らしい。

「いや、僕が原因というわけではないけど……」

　直接的には違ちがう。ただ、無関係かと言われたらそれもまた違う。

　複雑だ。無駄に。

「ふむ、まあいいさ。お前達の仲が良ければ、俺はそれでいい」

　壮次郎はいつも通りの無表情でそう言うと、話は終わりだとでも言うように本を開く。

　美月と僕が教室で話すようになっても、壮次郎は特に気にした様子もなく、何かあったのかと追つい及きゆうするわけでもなかった。この中学時代からの友人は、無表情で何を考えているかわからないところが多々あるけれど、実に人間ができている。

「……何だ？　俺の顔に何かついているか？」

「あ、いや、何を読んでるのかなって……」

　聞かれたくないことを聞いてこない、という心配りは、なかなかどうして難しいと思う。それができている壮次郎は友人としてはとてもありがたい存在だ。

　外見も眼鏡をかけた理知的美青年。成績は全国レベル。運動神経も抜ばつ群ぐんと、オーバースペックも甚はなはだしいし、僕にはもったいないくらいの人物だと思う。

「これは量子物理学系の論文集だ。二次元と三次元の壁かべを破るには、やはりこの分野かと思ってな、読み漁あさっている」

「あ、そ、そうですか……」

「一刻も早くリルルたんと同じ次元で暮らすためには、少々背せ伸のびも必要だからな」

　……これで嗜し好こうが完全に二次元向きでさえなければ、きっと壮次郎は完かん璧ぺきな人間だったんだろうな、と思わずにはいられない。

　あ、ちなみにリルルたんというのは壮次郎の「嫁よめ」です。魔ま法ほう少女らしいです。はい。

「こら咲也！　くだらないことくっちゃべってないで、あんたも考えなさいよ」

「ぐっ!?　な、なんだよ急に！」

　いきなり襟えり首くびを摑つかまれて持ち上げられる。見ると、美月が眉まゆをつり上げてこっちを睨にらんでいる。その瞳ひとみにはまだ妄想の火が怪あやしく揺ゆらめいていて、その時点でもうロクでもない話なんだろうなと予感できる。できてしまう。

「決まってるでしょ。私と転校生ちゃんとの初デートはどこにすべきかって話よ。やっぱり私としては夜景を眺ながめながらの食事といきたいけど、転校生ちゃんは奥ゆかしいからもっと控ひかえめにすべきかなって思って」

「……どこからつっこんだらいいかわからない話をふらないでくださいますかね……」

　ごくわずかな間に妄想が随ずい分ぶんと進行してしまったようだ。いや、進行したのは病状かもしれない。とにかく、こうなってしまった美月に下手なことを言っても意味がないので、僕は最低限のラインを保ちつつ、適当に相あい槌づちを打つしかない。

　……と言うか、名前も知らない相手なのに奥ゆかしいとかの性格設定については具体的なのが何とも言えない。願望丸出しもいいところじゃないか。

　美月はあれやこれやと好き勝手にしゃべっているし、壮次郎は本に集中しているし、残された僕は、ただもう乾かわいた笑いを漏もらすくらいしかやることがなかった。

　そうこうしている内に、教室の扉が乱暴に開かれた。その音を合図にして、生徒達が足早に自分の席へと戻もどっていく。教室内がシンと静まりかえる中、ずかずかと大おお股またで教きよう壇だんへと向かうのは我らが担任教師、千せん林ばやしミリアム一いち花か先生だ。

　黒板を背にしていると金きん髪ぱつ碧へき眼がんの長身が実によく映はえる。

「てめーら、テスト明けだからってタルんでたりしてねーだろーな!?」

　……怖こわい。

　バンッと乱暴に手に持っていたプリントを叩きつけて置き、教室中を威い嚇かくするように睨みつけるその姿は、正直ヤンキーの殴なぐり込みかと錯さつ覚かくするほどだ。これはほぼ毎日繰くり返される光景だけど、慣れることはあっても怖くなくなることは決してないと思う。

「ま、浮うかれる気持ちはわかるから、教師の目のないところではっちゃける分には別にいいけどな。って言うか、やんちゃしてーなら見つからねーようにやれよ！」

　どんな教師だ、と思う人もいるかもしれないけど、こんな教師です。

　見た目はハーフの長身美人。中身は粗そ野やかつ適当教師。言動が荒あらっぽくてよくヤンキーと誤解されるけど、実は生徒思いの良い先生だったりする。生徒に自分のことをイっちゃんとあだ名で呼ぶように強要するのは、距きよ離りの近さの表れと好意的に解かい釈しやくしよう。人は外見で判断してはいけないという生きる見本だと、個人的には思ってる。

「さて、多分てめーらはもう知ってると思うが、今日はうちのクラスに転校生がくる。今も教室の外でスタンバってるところだ」

　イっちゃん先生の言葉に、さすがに教室内がざわめく。が、すぐに先生の視線に射すくめられるようにして沈ちん静せい化した。支配とは、きっとこんな状態を表すのだろう。

「……まあ、てめーらが楽しみにしているのはわかる。やっぱ転校生ってなるとどんな野や郎ろうが来るのかって思うからな。ちなみに女子だから、男子は泣いて喜びやがれ。ありゃかなりレベル高いぞ」

　僕は背中に視線を感じて振ふり返る。

　そこでは美月が、ドヤ顔で僕を見ていた。おそらくイっちゃん先生のレベルが高い発言によるものだろうけど、なんかムカつくので無視しておこう。

　それはともかく、イっちゃん先生はハードルを上げすぎではないだろうか。僕ならこんな雰ふん囲い気きの中に転校生として入るのは勘かん弁べんしてもらいたい。

「ところで九く条じよう。てめーも楽しみか？」

「へっ!?　ぼ、僕ですか？」

　いきなり名指しで聞かれて、僕は焦あせる。イっちゃん先生の鋭するどい視線とぶつかって、意味もなく嫌いやな汗あせが噴ふき出る。先生としては軽く聞いたつもりなんだろうけど、やっぱり怖い。

「い、いや僕は、そんなに……」

「あん？」

「いえ楽しみです！　すごく！」

　言わされた感満々の答えを返す。こんな場面で我を通せるほど、僕の精神力は強くできていない。イっちゃん先生を目の前にしたら誰だれだってこうなるって！

「そーだろそーだろ。ま、九条は楽しみにしてないとダメだわな」

「は、はぁ……」

　にやりと笑うイっちゃん先生に、僕は曖あい昧まいな返事をするしかない。

　ドキドキと動どう悸きのおさまらない胸に手を当てながら、先生の言葉にふと引っかかりを覚える。どうして僕は楽しみにしてないとダメなんだろうか？　正直なところ、僕は転校生のことなんて特に興味がない。もちろん、女子であることは素直に嬉うれしい。でもそれは僕の期待云うん々ぬんという話じゃなくて、美月の機き嫌げんが損そこなわれないからというだけの話だ。

　入ってきやがれ、という先生の投げやりな言葉が聞こえたかと思うと、静かに教室の扉とびらが開いた。そして一人の少女が、ゆっくりとした足取りで入ってくる。

　ざわめきが、波は紋もんのように教室に広がる。

　凜りんとした表情。それでいて柔にゆう和わな雰囲気。少し癖くせのある髪が、歩くたびに柔やわらかな波のようにたゆたう。すらりと伸びた四し肢しは意志の強さを表すようにきびきびと動き、しかし決して優ゆう雅がさは失わない。

　少女は先生に並びこちらを見ると、にこりと優やさしく微笑ほほえんだ。

　そして僕は、その顔を見た瞬しゆん間かん、どくりと心臓が跳はねたのを確かに感じた。

　どこかで、見たことがある──？

「はじめまして。水み無な瀬せ麻ま奈なといいます。よろしくお願いします」

　そう言って、彼女はとびきりの笑顔で挨あい拶さつをした。

　飴あめ玉だまを転がしたような、甘い声。

　その瞬間、教室のざわめきがどよめきに変わり、彼女の第一印象が決定したのだった。

「おらおらてめーら、興奮すんのはわかったからちったぁ静かにしやがれ！　まだ水無瀬の自己紹しよう介かいが終わってねーだろが！」

　イっちゃん先生の怒ど声せいで、再び教室が静まりかえる。しかしそれは強制されたものと言うよりも、生徒達自らが彼女の声を欲ほつしているから、と言った方が正しい。

「ほれ、続き続き」

「あ、はい」

　先生に促うながされ、彼女は自己紹介を続ける。

　外国から戻ってきた帰国子女であること。前にいた学校のこと。好きな食べ物嫌きらいな食べ物。得意教科に苦手な教科。どういったスポーツをしていたか等々、彼女は何のよどみもなく、それでいて初うい々ういしそうに言葉を紡つむいでいく。そしてそのたびに、男女問わず、生徒達の間から感かん嘆たんの声が漏れる。きっとその中には美月も混じっているんだろうけど、そのことを今気にしている余よ裕ゆうはない。

「さて、と、自己紹介もそのへんでいいだろ。じゃあお前の席は……と」

「先生。希望があるんですけど、いいですか？」

「あん？」

　そう言って彼女は、そっとこちらを、僕のいる方を見た。

　目が合う。同時に、教室中の視線が僕へと集まるのがわかった。

　嫌な汗が流れたのは、きっと初夏の暑さが原因じゃない。

「……ああ。そういやそれがいいだろうな。わかったわかった。えーっと、悪りいけどさ、九条の隣となり、空けてやってくんねえかな」

　イっちゃん先生の言葉を受けて、僕の左隣に座っていた男子生徒が不思議そうな顔をして荷物をまとめて別の席へと移る。そして、空いた席に当然のように彼女がやって来て、腰こしをかけた。

「…………」

「ふう、これでよし、だね」

　何が。いや、そんなことよりも。

「き、君は……、えっと……」

「ん？　なんでそんな顔してるのかな？　そりゃびっくりさせようとは思ったけど、そこまでのサプライズじゃないでしょ？」

　そう言って彼女は、水無瀬麻奈は、愛らしくはにかみながら極ごく上じようの笑みを浮かべた。

　その顔を見た瞬間、僕は全身が強こわ張ばりながらも、頰ほおが熱くなるのを確かに感じた。

　可愛かわいかった。

　女の子が苦手な僕でも、一瞬見とれてしまうほど可愛かった。

　すぐに苦手意識の方が追いついてきたけど、僕でこれなら、クラスの皆みんなが彼女に好感を抱いだくのも無理はない。いや、当然のことだろうと思った。

　……いやいや、今はそんなことを考えている場合じゃない。

「あ、あのさ……。僕たち、その、どこかで会ったことあるっけ……？」

「え……？　何言ってるの咲也……？　まさか、私のことがわからなかったり？」

「おいこらそこ。ＨＲするんだから、いつまでもくっちゃべってんじゃねーぞ」

　どこか嚙かみ合わない会話をしながら呆ぼう然ぜんと見つめ合う僕達の間に、イっちゃん先生のつっこみが入る。すると水無瀬麻奈と名乗った少女はすっと立ち上がり、口を開いた。

「申し訳ありません先生。ですが咲也が私のことを思い出してくれないので……」

「は？　思い出すって……、てめーが転校してくるってのは九条も知ってんだろ？」

「いえ、ちょっと驚おどろかせようと思って内ない緒しよにしていたんです。でもまさか、完全に忘れ去られているなんてショックで……」

　可か憐れんな顔を悲しげに曇くもらせる水無瀬麻奈。クラス中から集まっていた視線に非難めいた色が混じる。中でも後ろの方から感じる殺気が一番怖い。出所は言うまでもないよね！

「なんだそりゃ。おい九条、てめー自分の従姉妹いとこを忘れるたぁ、どーゆー料りよう簡けんだよ」

「い、従姉妹!?」

　僕はガタガタと音を立てて立ち上がり、隣の少女を見つめた。

　ほんの少しだけ首を傾かしげながらにこやかに笑うその顔は、やはりどこかで見たことがあるような気もするけど、こんな従姉妹がいただろうか？

　…………って待てよ？　そう言えば、もう十年来会っていない同い年の親しん戚せきがいたような気もするけど……。ダメだ、はっきりと思い出せない。でもそう言えば、水無瀬という苗みよう字じは叔母おばさんの家のものだった記き憶おくがある。

「えっと……、ひ、久しぶり……？」

　僕はまだ確信が得られないながらも、おっかなびっくりそう返す。教室中から集まる無言の圧力に背中を押され、とりあえずこの場は取り繕つくろわないといけなかった。

　しかし水無瀬は、そんな僕など気にする風もなく、

「うん、久しぶりだね、咲也」

　最高の笑顔をしながら、そう答えたのだった。




　　　　▼




「以上終わりっと。あーダルかった」

　教師としては問題だらけのセリフを残し、ＨＲと続く一時間目の授業を終えたイっちゃん先生が去っていく。ピシャリと乱暴に扉が閉められると、教室中の緊きん張ちようが緩ゆるみ、すぐに喧けん噪そうがやってきた。

　僕は色々と聞きたいことがあり、水無瀬の方を向いた──つもりだったんだけど……。

「ぐっ!?」

　突とつ然ぜん呼吸ができなくなった。息が苦しい。主に首の辺りが苦しい。

　襟えりが首に食い込んでいて、どうやら後ろ向きに引っ張られているらしい。この時点で、これが誰の仕し業わざなのか大体わかる。

　僕が空気を求めて振り向くと、そこには案の定美月が立っていた。

　さすがに文句の一つも言おうと思ったけど、何だか様子がおかしい。まるで僕の背中に隠かくれるように、ただでさえ小さな身体からだをさらに縮めている。

「な、何だよいきなり……！」

「……来なさい」

「え？　き、来なさいってどういう……」

「いいから来なさい！　早く……っ！」

　美月は僕の耳元に口を近づけて、小声ながらも強い口調でそう言うと、そのまま僕の腕うでを引っ張っていく。何のことかわからないまま、とは言えすさまじい迫はく力りよくの美月に逆らえるわけもないので、僕はなすがままになるしかなかった。

　教室から引っ張り出される間ま際ぎわ、多くの生徒達に囲まれて質問攻ぜめになっている水無瀬の姿が見えた。本当はすぐにでも彼女と話がしたかった。でもあの人気を見ると、二人でゆっくりと話ができたかどうかは怪あやしい。あのたった一度の自己紹介で、彼女はクラスの人間の心を鷲わし摑づかみにしてしまったみたいだ。

　ちらりと、彼女が僕の方を見た、気がした。でも次の瞬間には僕は美月の手によって廊ろう下かに引きずり出されていて、確かく認にんすることはできなかった。

「な、何なんだよ美月。僕は確かめないといけないことがあって……」

「あの子、あの転校生の子、咲也の従姉妹って本当なの？」

　僕の言葉を遮さえぎって、美月は身を乗り出すようにして言う。

　その勢いがすごくて、僕は思わず仰のけ反ぞらざるを得なかった。

「い、いや、うん。そう、らしいんだけど……。あの、何か怒おこってる……？」

「咲也」

　美月は僕の話を聞いているのかいないのか、よくわからない感じだ。ただ、美月の発する気配が普ふ通つうではないことだけはわかる。

「お願いがあるの」

　それは、どこか沈しずんだ声だった。深い、と言ってもいいかもしれない。

　どちらにしても、普ふ段だんの美月からは想像もつかないような、大人びた声こわ音ね。

「お、お願いってまさか……」

「あの子と、水無瀬麻奈さんとお近づきになりたいの」

　……うん、わかってた。こうなることは半ば予想していた。

　幸か不幸か、転校生は美月の期待した通り女子だったし、しかもおそらく世間一いつ般ぱんで言うところの美少女の部類に入る容よう貌ぼうの持ち主だ。加えてあの第一印象の良さとくれば、美月がこう言い出すのも無理はない。

　実際僕は、頭の片かた隅すみでは遅おそかれ早かれ美月がこう言い出すだろうなとわかっていた。

　でも、正直なところ、僕は僕で今困っているんだ。水無瀬のことをちゃんと思い出せるまで、あえて美月のことは考えないようにしていたのに。

「そのために、僕を最速で廊下に連れ出したってわけ……？」

「そうよ。それ以外に何があるってのよ」

「いやまあ、それはその通りなんだろうけど、でもそこで開き直られても」

「それが咲也の役目でしょ」

　役目……と言われると、何だか切なくなる。

　何をやってるんだろうという自問自答的な意味でね。

「だって、そう約束したじゃない。手伝ってくれるって……」

　そう言って、美月は少しだけ表情を曇らせる。

　不安そうな顔。いや、不安な顔、か。

　僕は美月のこの顔が苦手だ。たった一人で取り残された子供が、すがるように、助けを求めるように見上げてくるみたいで。それを見ていると、胸がかきむしられるような感覚がして、とても耐たえられない。

　義務、役目、約束。

　どの言葉も、それなりに正しいと思う。でも僕が美月に協力する理由は、それらを全すべて足し合わせてできる全く別物のような気がしてならない。それが何なのかは、僕にもわからないのだけれど。

　はあ……、仕方ないな。

「……わかったよ。前々からそういう話だったから、手伝うことは手伝うよ。でも──」

「あ、ありがとう咲也！」

　うっ……。

　普段の無茶苦茶な言動に混じって、時折こういった素す直なおな一面を見せられると、どう対処していいのかすぐにはわからなくなる。

　ほんと、普段からこうだったらどれほど気が楽だろう……。

「あ、あのさ美月。その前に大事なことがあるんだ」

「大事なこと？　何？」

　きょとんとした顔で、美月は首を傾げる。子供っぽい仕草。

「美月との仲を取り持つにしても、今すぐにはちょっと……。ほ、ほら、僕達もずいぶん長い間会ってなかったから、積もる話とかもあるし……」

「そうなの？　あ、そう言えば帰国子女とか言ってたっけ」

「そ、そうそう！　だから少し時間をくださいということで……」

　まずは僕の方が思い出さないと、美月に紹しよう介かいも何もあったものじゃない。

「むう……。そういうことなら仕方ないけど、せっかくあんたのコネを利用してすぐに知り合えると思ったのに！」

「こ、コネ……！　そんな期待のされ方はちょっと……」

「うっさい！　この世で最も大事なのはコネなのよ！　豊かな人間関係こそが何物にも代えがたい宝なのよ！」

「そんな大事なものを利用とか言ったのはどの口だ！」

「使えるものは使う。人生とは非情なものね……」

　ふっとため息を吐つきながら、愁うれいを帯びた顔で言う美月。

　話の流れ的に、この反応はおかしいと思うのは僕だけだろうか……？

「とりあえずわかったわ。あんたのコネは後で使うとして、じゃあ取りあえず、まずはお知り合いになっておかなくちゃいけないわね」

「確かに、できるならそれが一番だけど」

「そうと決まったらさっさと彼女のところへ行くわよ！　こんなところでグズグズしてる場合じゃないわ」

　そう言って、美月は僕の腕を引き教室へと入っていく。お前が連れてきたんだろというつっこみをしたところで、聞く耳を持つとは思えない。淡路美月という女の子は、それと決めたことを猪ちよ突とつ猛もう進しん気味に突つき進むのが常なのだ。

　教室に戻もどると、相変わらず彼女は多くの生徒達に囲まれていた。矢や継つぎ早に繰くり出される質問にもはっきりと、それでいて物もの腰ごし柔やわらかく答え、落ち着いた笑えみを常にたたえている。かと言ってかしこまった様子でもなくて、時折冗じよう談だんも織り交ぜているのか、明るい笑いが漏もれてくる。なんだか、手慣れたような印象だ。

　そんな中、美月は僕の腕を引っ張ったまま足早にその集団へと向かう。生徒達は、突然やって来た美月に思わず道を空け、まるでその様はモーゼの海割りのようだ。

　そこを突き進むのは正直かなり恥はずかしかったけれど、彼女のことしか考えていないであろう美月には周囲の反応など目に入っていないのだろう。

「あれ？　あなたは……」

　集団の中心にいた水無瀬は、突とつ如じよ現れた美月と僕を交こう互ごに見ながら、目をぱちくりとさせている。そりゃこんな登場の仕方をしたら何事かと思うに決まってる。

　僕としても、これから美月が何を口走るのかと気が気じゃなかった。なにせ美月は、好意を抱いだいた相手を前にすると、本当にもうわかりやすいほどテンパってしまう性格なのだ。

　僕は先日の桜さくら川がわ先せん輩ぱいの一件を思い出して、いつもの調子でわけのわからない言動をしないかと不安で仕方がない。

「あ、あの……、は、初めまして」

「あ、はい。初めまして」

　しかし、予想に反して始まりは穏おだやかだった。

　美月は緊張しているようだけど、暴走している風には見えない。

「わ、私は淡路美月と言います。お、おお、お友達に、なって欲しいんですけど……っ」

　……おお、すごい！

　言ってることは唐とう突とつすぎてズレた感じはするものの、あの美月が普通に話している。

　しかも友達になって欲しいなんてことをストレートに伝えられている！

　何をそんな当たり前のことで驚おどろいているんだと思うかもしれないけど、これは美月にとっては本当に快挙と言っていいことなんだ。桜川先輩の時は支し離り滅めつ裂れつで会話さえ成立していなかったことを考えると、今の美月はまるで別人だ。

　それでも、緊張していることに変わりはないのか、僕の腕を摑つかむ力が、ほんの少しだけ強まったのを感じた。

　水無瀬は突然のことにどう反応すればいいか迷っているようだ。その時、彼女は僕の方を見た。一いつ瞬しゆん目が合い、そしてその視線がすぐに下の方へずれる。僕が目で追うと、そこには美月に摑まれたままの僕の腕があった。

　彼女の目が、微かすかに細まったように、見えた。

「……えーっと、それはいいんだけど、どうして咲也の腕を摑んでるのかな？」

「え？」

　美月が僕の顔を見て、それから自分で摑んでいる腕を見る。

　今度は水無瀬の方を向いて、また僕を見て腕を見る。……何回確認するんだ。
















「わわっ!?　さ、咲也、あんた何やってんのよ！」

「いや、僕は何もやってないと思うんですけど……」

「あんたの腕うでが私の手を摑まさせられさせてたじゃない！」

「ひどい言いがかりだ！」

　しかもひどい日本語だ！　何言ってるのか全然わからないぞ！

　美月が僕の腕から手を放してこっちを睨にらんだ時だった。

「なんか、仲いいね。二人とも」

　ぽつりと、呟つぶやくようなその声に、僕と美月はそろって振ふり向く。

　見ると、水無瀬が僕達の方を見ながら、うっすらと微笑ほほえんでいた。

　何をどう感じたのかは知らないけど、この状態を見てそんな感想が出るなら、ネズミが猫ねこに追いかけられている場面を見たって同じことを言うんじゃないかと思う。

　僕はその言葉に、何を言っているんだと呆あきれただけだけど、どうやら美月は違ちがったらしく、青ざめながらぶんぶんと手を振った。

「こ、これは違うの！　こいつがモタモタしてたから、つい……」

「僕は別にモタモタなんてしてな──」

　ギロリ。

　美月が睨む。余計なことは言うな、と。

　僕は黙だまる。わかりましたから睨まないで怖こわい、と。

　ここまでテンプレ。

「えっと、淡路美月さん、だっけ？」

「は、はい！」

　水無瀬は穏やかな表情を変えることなく、美月に問いかける。

　一方で、美月はがちがちに緊きん張ちようした様子で返事をした。

「咲也と随ずい分ぶん仲が良いみたいだけど、一体どういった関係なのかな？」

「か、関係？　えっと、その……、な、何て言えばいいのかな？　どうしよう咲也!?　いきなりものすごく難しい質問がきちゃった……！」

　む、難しいか……？　それに僕に振るのは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　とは言え、テンパった美月は脳の処理能力が明らかに落ちるから、こういう一見どうということもない場面でもいきなりフリーズすることがある。慣れない内はふざけているようにしか見えないだろうけど、実は本気だからたちが悪い。

「あはははは、淡路さんって面おも白しろい子だね？　そうじゃなくて、咲也とはどういった間あいだ柄がらなのかなって。あの咲也と親しい感じの女の子って、意外だったんだよ」

「あ、間柄……!?　えっと、その……、た、ただの友達！　です……」

　……まあ、無難な答えだと思う。

　実態はそれよりかなり悲ひ惨さんだと声を大にして訴うつたえたい。待たい遇ぐうの改善を求めたい。

「ただの友達？　ほんとに？　……付き合ってたりとかは、してないの？」

「と、とと、とんでもないです！　な、なんで私がこんな女男と……っ！」

「女男!?　そ、それはひどい！　ひどすぎる！」

「あんたが女顔な男なのは周知の事実でしょ！　略して女男」

「略すなよ！」

　この世には略していいことと悪いことがあるんだぞ！　草食系男子を草男とか、肉食系女子を肉女なんて略し方したら意味が変わっちゃうだろ！

「……そっか、付き合ってはいないんだ。でも、その割にはやっぱりずいぶんと仲良く見えちゃうよ。本当にただの友達なの？」

「え、えっと……、ただの友達兼けん同じ部活の部員、です……。だよね？　咲也っ」

　僕に同意を求めてどうする……。

　とは言え、恋こいの応おう援えんの件に関しては、さすがに人に言えないのは確かなので、ここは素直に頷うなずいておくしかない。こくこく。

「……ふーん。そっか……、同じ部活、ね」

　水無瀬はしばらくの間、僕と美月を眺ながめながら何かを考え込んでいるようだった。

　今の会話の中に、そこまで時間をかけて思案するような内容があったとは思えないけど、何か気になることでもあるのだろうか。やっぱり女男はひどいって思ってくれてたりしないかな……。肩かた身みが狭せまいと無条件に味方が欲ほしくなるのです。

　美月は美月で直立不動の体勢のまま、神しん妙みような顔で次の言葉を待っているし、まるでお預けをくらってる犬みたいだ。

「……うん、いいよ。お友達になろうよ」

　やがて、水無瀬麻奈は美月の超ちよう重量級の期待に対しては軽すぎる返事をして、そっと美月の手を握にぎり、にこりと笑った。

　爆ばく発はつした。

　Ｑ：何が？

　Ａ：美月の顔が。

「ほ、ほほほほほ、ほほほほほほほほほほっ……ほげほっ！　げほげほっ……！」

　……むせるなよ。さすがに。

　どんだけ嬉うれしいんだよ……。

「ほほほ本当、ですか……っ!?」

「うん？　もちろんだよ。私ってラッキーだよね？　転校初日から淡路さんみたいな面白い子とお友達になれたんだから。それに咲也のお友達だっていうなら、もちろん私もお友達にならないとね？」

　そう言って水無瀬は、美月の肩かた越ごしに僕を見た。その顔も、先ほどと変わらない感じの良い笑顔。

　……やっぱり可愛かわいいと思う。なんか、意味もなくどぎまぎしてしまうのが嫌いやだけど。

「あ…………あ、りがとう……ございます……」

　美月は震ふるえながら水無瀬の手を握り返し、呆ぼう然ぜんとした様子でかろうじて感謝の言葉を伝えた。潤うるんだ瞳ひとみはどこか遠くを見つめていて、放ほうっておいたら気絶でもするんじゃないかと思えるほどだ。

「やっぱり、淡路さんって面白いなぁ。ね、咲也？」

　表面的には同意する。

　内面的には、もっと褒ほめてあげるべきだろう。

　あの美月が、暴走寸前になりながらもしっかりと自分の意思を伝えて、見事に彼女と友達になれたのだから。人間って、進歩するものなんだな。ちょっと感動。

　……って、感動してる場合じゃなかった！

　美月のことはこれでいい。何とか友達になったのだから、後はゆっくりと距きよ離りを縮めていけばいいんだ。だから今こそ、僕の記き憶おくを呼び覚ます時じゃないか。

「あ、あの……、色々と聞きたいことがあるんだけど」

「え、私に？　何なの咲也」

「……えーと、僕達がこうやって会うのって一体何年ぶりくらいに──」

　なるかな、と言う前に、踏ふまれた。

　Ｑ：何が？

　Ａ：僕の足が。

　Ｑ：誰だれに？

「───────っ!?」

「咲也……、今私が水無瀬さんとお話ししてるの……。邪じや魔ま、しないでくれる……？」

　Ａ：凄すさまじい怒ど気きをはらんだ美月に。

「な……、お、お前……っ！」

　痛い。脳天に突つき抜ぬけるように痛い。

　慌あわてて僕は足を引く。いくら小こ柄がらで軽い美月といえど、全体重を乗せられて踏まれたら堪たまったものじゃない。痛さで上手うまく舌が回らない。

　僕が涙なみだ目めになりながら美月を見ると、その視線は氷のように冷たかった。

　邪魔したらコロス。

　目がそう言っている。口ほどに物を言っている。

　眼光の鋭するどさがマジだ。本気と書いてマジだ。いや、真しん剣けんと書いてマジかもしれない。

　どれだっていいけど、つまるところメチャクチャ怖い。

「あれ？　咲也、どうしたの？」

「何でもないですよ。こいつ時々わけのわからない行動するんで、いちいち気にしてたらキリがないです。……そんなことよりっ、も、もっとお話をさせてもらっていいですか？」

「え？　それは、うん、別にいいけど。でも……、ふーん。やっぱ咲也のことよく知ってるんだね……？」

　僕が痛みに耐たえている間に、そんな会話が聞こえてくる。

　どうやら、美月の幸せな時間に水を差してしまってキレられたようだ。そんなつもりはまるでないのだけれど、浮うかれている美月には通用しない。これなら前みたいにテンパってくれていた方がマシかもしれない。

　ようやく痛みが引いてきた時には、既すでに次の授業が始まっていた。

　その後、次の休み時間も、その次の休み時間も、ついでに昼休みも自習時間も、全すべての機会を浮き足立った美月につぶされました。

　結局、僕の従姉妹いとこであるらしい水無瀬麻奈と名乗る転校生について、何一つ思い出すことも知ることもできなかった。

　すぐ手の届きそうなところにある答えにたどり着けない状態のまま、僕は悶もん々もんとした時間を過ごすことになる。仕方ないからなんとか自分で記憶を掘ほり起こそうとしても、過去のことは大たい概がい黒歴史と一いつ緒しよに忘れようと努めてきたため、思い出せることがほとんどない。

　……ああ、気になる！

　これじゃあまるで、僕が美月にお預けをくらっているみたいじゃないか。

　犬。

　その単語が自然と頭に浮かぶ。僕は今までの人生で犬っぽいと（主に姉と妹に）言われてきたことを思い出し、その記憶も黒歴史送りにしようと心に決めるのだった。




　　　　▼




「へえ、部活動研究部って言うの？　あはは、何だか変な名前」

「そ、そうですよねっ！　変な名前ですよねっ！」

「…………」

　放課後。

　僕と美月は、水無瀬麻奈を引き連れて部活棟とうに続く廊ろう下かを歩いている。

　彼女が僕達の所属する『部活動研究部』に興味を示したため、当然といった感じで美月が案内しているところだ。ちなみにこの重複表現の見本のような部の活動は、一言で言うと部員それぞれが好き勝手なことをやるという、実に適当なもの。

「で、でも本当に大した部じゃないんですよ？　い、いいのかな？」

「淡路さんと咲也がいるなら、私は興味あるなぁ。ほら、淡路さんはこの学校での初めての友達だし。だったら私も入ってみようかなって」

「み、水無瀬さん……」

　水無瀬の親しみのある言葉に、美月は普ふ通つうに感動している。上気して頰ほおは赤く染まり、今にも喜びのあまり泣き出すんじゃないかと思えるくらい瞳が潤んでいる。

　そんな二人のやり取りを、僕は一歩引いたところで聞いていた。

　蚊帳かやの外。

　まあ、フォローを入れる必要がないから楽と言えば楽なんだけど、なんだかやっぱり疎そ外がい感を感じてしまう。いや、いいことではあるんだけどさ。

「わ、わわ私も水無瀬さんのこと、色々ときょ、興味があるます！」

「そうなの？　嬉しいな。私達友達だからね、何でも聞いてよ」

　積極的に会話ができていて結構なことだ。少し滑かつ舌ぜつが悪くなって言葉を嚙かみ気味だけど、前回のことを考えると全然問題ないレベルだった。

「えっと、えっと……っ、あ、あのでしゅねっ！」

「なにかな？」

「す、好きな食べ物っ！　……は自己紹しよう介かいで言ってたっけ……っ。じゃ、じゃあ前の学校……のことも言ってたし……。えっと、えっと……っ」

「あはは。淡路さん、落ち着いて、ね？」

　美月のやつ、嬉しさのあまりちょっと焦あせってるのかな？

　でもまあ会話に支障をきたしているわけじゃないから大だい丈じよう夫ぶ──

「えと、えっと……っ！　そうだ！　す、好きなパンツの色は何ですかっ!?」

「んなっ!?」

　いきなりの美月の爆ばく弾だん発言に、今まで黙だまっていた僕も思わず反応してしまった。

　って言うか何だよその質問は！　セクハラ親父おやじかお前は！

「んー？　やっぱり白かな？　水色とかもいいよね」

　……なんで普通に答えてるの？　女の子同士の会話だからか？　この高校は去年までは女子校だったけど、今は普通に男子生徒もいるんですけど……？　僕とか。

「──っ！」

　と思っていたら、水無瀬がこちらをちらりと見て、いたずらっぽそうに舌を出している。その仕草が可愛らしく、話の内容も合わさって、僕は頰が熱くなるのを感じた。

「あ、ちなみに今はいてるのは……」

「えっ？　ええっ!?」

　しかも彼女は、僕に視線を向けたまま美月に耳打ちして、何やらよからぬことをごにょごにょと伝えている。見る見るうちに美月の顔が真っ赤になって、そのまま爆発でもするんじゃないかと思ってしまったほどだ。

　水無瀬は耳打ちを終えて離はなれると、くすくすと楽しそうに笑っている。美月のセクハラまがいの質問にも落ち着いて対処しているあたり、相当人間ができているようだ。

　一方で美月は、その場で宙を見上げながら放心している。「レース……」という謎なぞの単語をぶつぶつと呟つぶやいているけど、深く考えるのは止やめておこう。

「ねえ咲也」

「な、何!?」

「……えっちだなぁ」

「なんで僕が!?」

　何故なぜか知らないけどこっちに飛び火してきた!?

　彼女が僕をからかっているのは明白だけど、やっぱり焦る。それでも全体的に嫌な雰ふん囲い気きにならないのは、水無瀬麻奈という少女の人間性が良いからだろうか。

　明るくて気さくで、そしてとびきりの美少女。

　そりゃ、美月が惹ひかれるのも無理がない。女の子が苦手な僕でさえ良い子だなって思うくらいなんだから、美月にしてみれば猫ねこにマタタビみたいなものだ。

「ああもう！　こら美月！　いい加減こっちの世界に戻もどってこい！」

「ふにゃ……？　……咲也？　あんたもレースなの……？」

「……っ！　その話題はもういいから……っ」

　だからと言って、廊下のど真ん中で白昼夢を見続けられても困るので、僕はなんとか美月を正気に戻す。ふにゃふにゃと夢見心地ごこちの美月を相手にしながら、自分は一体何をしているんだろうと思うと、なんだか悲しくなってきた。




　そうこうしているうちに、部室に到とう着ちやくした。

　扉とびらを開けて入ると、そこには部長である二年の天てん満ま先せん輩ぱいと、同学年別クラスの美月の友人、岸きしの里さとが既に来ていた。

「おーっす美月とさっきゅん、遅おそいよーっ！　二人揃そろって重役出勤とは、意味深だね！」

「お二人ともこんにちは～」

　二人とも僕達を見ていつも通りの反応をしたけど、すぐに水無瀬の存在に気がついて、案の定「誰？」って顔をしている。岸里がきょとんとしながらも素す早ばやくデジカメをかまえたのは、本能によるものか訓練の成果か。

「おやおや？　そっちの超ちよう絶ぜつ美人さんは一体何者!?」

「あら～？　二人のお友達なんですか～？」

　二人の当然の疑問に水無瀬は一歩前に出ると、ぺこりと一つお辞じ儀ぎをした。

「初めまして。今日この星せい城じよう学園に転校してきた水無瀬麻奈と言います。咲也達と同じクラスで、淡路さんとはお友達です。それでこの部に連れてきてもらいました」

「なるほど～、転校生さんなんですね～。こちらこそ初めまして～。私はこの部の部長を務めさせていただいている天満霧きり子こと申します～」

「あたしは岸里真ま由ゆ香かだよ。よろしくね。それにしても、本当に綺き麗れいだよね。これは商機到とう来らいってやつかも！　早さつ速そく写真を……」

「ちょっと真由香！　水無瀬さんに失礼なことしちゃダメだよ！　なにせ私のおと、お友達なんだからね！」

「あちゃ、そいつは残念だなぁ……、こんなに美少女なのにもったいない。でもまあ、美月とさっきゅんのお友達なら下手なことはできないか……って、あれ？」

　岸里が不思議そうな顔で首を傾かしげている。僕を見て、水無瀬を見て、また僕を見る。

「水無瀬さんさ、今確かさっきゅんのこと咲也って呼び捨ててたよね？　二人って知り合いか何かなの？」

「ええ、イトコ同士なんですよ。と言っても、もう十年近く会ってなかったんですけど」

「あ、そうなんだぁ。そう言えば、なんとなくさっきゅんと雰囲気が似てるね！」

「ですね～。優やさしい感じが咲也さんそっくりです～」

　二人の反応に、僕は横目で水無瀬を見る。そんなに似ているだろうか？　雰囲気とか感じとか言われても、いまいちピンとこない。

「あ、あ、じゃあさ！　水無瀬さんってさっきゅんの子供の頃ころとか知ってるんだよね？　さっきゅんって小さい頃はどんな感じだったの？」

「おい岸里……、お前はいきなり何を聞いて──」

　…………待てよ？　これはチャンスかもしれない。ここで水無瀬が昔話をしてくれるなら、そこから思い出せることもあるはずだ。ただし、もし水無瀬が本当に従姉妹いとこなら、僕の黒歴史も同時に開帳される危険性があるわけで。

　ど、どうしよう。やっぱり止めた方がいいだろうか。でも、非常に悩なやましいけど、ここは耐たえて情報を集めなくちゃいけない気もするし……。

「小さい頃の咲也は、そうだなぁ……」

　僕が逡しゆん巡じゆんしている間に、水無瀬はもう話し始めていた。でも、一いつ瞬しゆんだけ彼女は僕の方をチラリと見ると、そのまま薄うすく笑った。それが何を意味するのかわからないまま、僕は次の言葉を待つしかなかった。

「んー、別に特に変わったところのない、普通の男の子だったよ？」

「え……？」

　ちょっと泣き虫だったかな、と水無瀬が付け加えると、岸里達はそうなんだーと楽しそうに笑った。

　……どういうことだ？　自分で言うのもアレだけど、僕の子供の頃は、とてもじゃないけど普通とは言い難がたい境きよう遇ぐうだったはず。具体的には女装とか……。

　でもそれを知らないということは、水無瀬は本当は従姉妹なんかじゃない……？

　僕がそんな疑ぎ惑わくに悩んでいると、いきなり水無瀬が僕の耳元に顔を寄せてきた。微かすかな息いき遣づかいと、見知らぬ女子との距きよ離り感かんに動どう揺ようする間もなく、彼女は驚おどろくべきことを囁ささやく。

「……女の子の格好をしていたことは、秘密にしといてあげるね」

「なっ!?」

　驚いて振ふり向くと、水無瀬は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべ、チロリと舌まで出してこちらを見ている。岸里達はそんな彼女の行動に黄色い声を上げているし美月はこっちを張り倒たおさんばかりに睨にらんでいるけど、僕はそれどころじゃなかった。

　知っているんだ。彼女は僕の子供の頃を確かに知っている。

　だとしたら、彼女は間ま違ちがいなく僕の従姉妹なんだろうけど、ここに至ってまだ僕の記き憶おくは発はつ掘くつ作業を完かん了りようしてくれない。

「なになに!?　さっきの怪あやしいムーブは何ですかね！　水無瀬っちってば、何か隠かくしてるでしょ～。さっきゅんはこの部の共有財産なんだから、独ひとり占じめはご法はつ度とですぞ！」

「なんだか怪しい関係ですね～」

　……人を勝手に共有してる外げ道どうがいるのはこの際無視するとして……。

「ふふ、ダメだよ。教えられません。イトコ同士の秘密です」

「……咲也。この後、体育館裏に来なさい……」

　美月の恐おそろしい呼び出しもとりあえず目を逸そらすとして！

　水無瀬は思わせぶりな口調で皆みんなの追つい及きゆうをかわしている。僕はそんな彼女の真意がわからず、ただ呆ぼう然ぜんとその様子を見つめているしかなかった。

　その時、水無瀬がこちらを振り向いて、楽しそうに片目をつぶりながら、そっと唇くちびるに人差し指を当ててこう言った。

「そんなに心配しないで咲也。にゃーちゃんに任せなさい」

　にゃーちゃん……。にゃーちゃん!?

　その言葉を聞いた瞬間、僕は頭の芯しんが震ふるえたような気がした。

　ま、まさか……、にゃーちゃんって、あのにゃーちゃん……？

　部員達の姦かしましい声が遠くに聞こえるほど、僕は自分の思考に集中していた。

　……お、覚えてる。

　確かにそんな風に呼んでいた女の子のことを、僕は覚えてる！

　そして水無瀬麻奈は、いや、にゃーちゃんは、

「これは、私と咲也だけの秘密だから教えられません」

　そう言って、茶目っ気たっぷりながら誰だれもが見とれるような笑みを浮かべるのだった。




　　　　▼




　水無瀬麻奈は、僕の母方の従姉妹だ。

　僕は子供の頃、彼女をにゃーちゃんと呼んで、よく一いつ緒しよに遊んでいた。

　何故なぜにゃーちゃんなのかと言うと、「まな」が舌足らずで「まにゃ」になり、そこから「にゃ」だけをとって伸のばしたものらしい。

　もっぱらにゃーちゃんとだけ呼んでいたので、本名を覚えていなかったようだ。

　以上、終わり。

　何がかって？

　僕がにゃーちゃんについて知っている全すべてがだよ！

「へー。じゃあ淡路さんの家もこの公園の近くなんだぁ」

「そ、そうなんですよ！　き、奇き遇ぐうですね！」

　学校からの帰り道。

　すっかり朱あけに染まった空の下を、僕達はゆっくりと歩いている。

　僕の従姉妹である水無瀬麻奈は、久しぶりに僕の家に行きたいと言いだした。そして、せっかくこうやってこの街に住むのだから、挨あい拶さつの一つでもするのだと、言いだした。

　従姉妹としては当然かもしれない。親しん戚せきとしては当然かもしれない。

　結局そういった話の流れで、帰り道が途と中ちゆうまで同じな美月と一緒に、僕達はいつもの帰り道をいつもとは違うメンバーで歩いているのだ。

　やがて、僕と美月の家の中間に位置する自然公園に着いた。

　ここが、僕と美月との分ぶん岐き点。いつもなら、じゃあねと軽く別れる場面だけど──

「……咲也。従姉妹だからって、水無瀬さんにふざけた真似まねしたら……〆しめるから」

「何をだよ！」

　物ぶつ騒そうだった。限りなく物騒だった。

　水無瀬麻奈に向ける顔はとろけそうなほど柔やわらかいのに、僕への対応はぞんざいかつ容よう赦しやがない。字じ面づらだけ見るといつも通りの美月かと思われるかもしれないけど、同じぞんざいでもレベルがある。深度と言ってもいい。

「はぁ……、何もしないから、心配してないでほら、早く帰れよ。暗くなっちゃうだろ」

「うー……」

「あ、ここでお別れかな？　じゃあ淡路さん、また明日あした学校でね？」

「あ……っ、は、はい！　また明日！」

　……この差だよ。格差社会って本当にあるよ。

　美月はそれでもぐずぐずと、少し行っては振り返り、少し行っては振り返りしながら帰って行く。後うしろ髪がみ引かれるって、まさにこんな感じなんだろうな。それにしたってダルマさんが転んだをやってんじゃないんだからさ……。

　やがて美月の姿が角に消えると、僕達はどちらからともなく歩き出した。

　お互たがい無言。

　気まずい。今までずっと美月がしゃべっていたので、僕は自分がようやく思い出せたこの従姉妹とどんな話をすればいいのか、まるでわからない。

　加えて、僕は女の子が苦手だ。少しは見知った相手ならともかく、今隣となりを歩く少女は、親戚とは言え十年近く面識がなかった相手。正直、見知らぬ少女とほとんど変わらないので、僕としては体内から湧わき出るような居い心地ごこちの悪さに翻ほん弄ろうされっぱなしだ。

　加えて、居心地の悪い理由はもう一つある。それは、水無瀬麻奈が子供の頃によく一緒に遊んでいた従姉妹のにゃーちゃんだとわかったけど、その実感がまるで湧かないという点だ。

　にゃーちゃんという少女がいた事実は覚えているけど、それがどんな少女だったかは未いまだに思い出せない。こんな、今隣にいる彼女のような子だったのだろうか？　どこか、重要な情報が欠落しているような違い和わ感かんがある。

「ねえ咲也」

「…………っ！」

　唐とう突とつに話しかけられて、僕は返事もできないくらい慌あわてた。

「咲也は淡路さんとお付き合いしてるの？」

「は、はぁ……？」

　何を聞くのかと思ったら、それは美月自身も否定したことだ。

「い、いや、付き合ってなんかないよ」

「……んー、まあ、それはそうかな？」

　うんうん、といかにも納なつ得とくといった感じに頷うなずく。

　それはそれで、どこか大げさな反応のような気もする。

「……何が、それはそう、なんだ？」

「ん？　だって咲也、ああいうタイプの子は好みじゃないでしょ？」

　…………何だって？

　美月が僕の好みじゃないかどうかはさて置いて、どうしてそんな風に断定的な物言いができるのだろうか？　そんな話題は、今まで一度も出たことがないはずなのに。

「いや、僕は……」

「あ、いいよいいよ。別に答えなくても。口に出したら角が立つからね？」

　それはまるで、そんなことは言うまでもないことだ、と言わんばかりの態度だった。

　何か、とても重要な何かがズレているような気がする。

　それが、ボタンを掛かけ違っていたというくらいの軽い程度なのか、入試のマークシートが全部一問ずつズレていたというくらい悲ひ惨さんなものなのか、わからないけれど。

「ねえ、君は何か勘かん違ちがいしてるんじゃ……」

「麻奈、でしょ？」

　……ん？　なんかこの流れはデジャブが……。

「えーと……、そう呼べと？」

「だってそんなの他た人にん行ぎよう儀ぎじゃない。イトコ同士なんだし、名前で呼び捨てが普ふ通つうじゃないかな？　あ、それとも昔みたいににゃーちゃんで」

「麻奈と呼びます！　呼ばせていただきます！」

　ぶっちゃけ親戚とはいえ、よく知らない女の子を名前で呼び捨てにするのは辛つらいものがあるけど、さすがに今にゃーちゃんなんて呼べと言われたら、無言で土下座して許してもらうくらいはある。

　僕の答えに満足したのか、麻奈……は嬉うれしそうに笑うと、歩きながらいきなり距きよ離りを詰つめてきた。何事かと思う間もなく、僕の右みぎ腕うでから温かな重みが伝わってくる。

「な、何してるの!?」

「ん？　腕組んでるんだよ？」

「じゃなくて！　どうしていきなりそんな──」

「あはは。こんなの、イトコ同士なら普通だってば」

　いやいやいや！　どう考えたって普通じゃない！

　腕を組んで歩いて良い組み合わせは、恋こい人びと同士か夫ふう婦ふ、もしくは警察と犯人という三パターンと相場が決まっているはずだろ!?

　腕に当たるふよふよとした巨きよ大だいで柔らかい感かん触しよくが、お前は今大罪を犯おかしているのだと告げてくるみたいだ。よく姉さんや秋あき穂ほも同じようなことをしてくるけど、姉妹きようだいと従姉妹ではさすがに意味合いが違う。具体的には二親等分違う。これは正直バカにならない。

　僕が焦あせるあまり何も言えずにいると、麻奈はこれが自然とばかりに腕を引っ張って歩いて行く。僕はつんのめるようにして、かろうじて足を動かすことしかできなかった。

「それにしても緊きん張ちようするなぁ。咲也の家って沙さ雪ゆきさんと秋穂ちゃんがいるでしょ？　あの二人は一ひと筋すじ縄なわじゃいかないからね。でも、私も負けるつもりはないよ？」

　麻奈の意味深なセリフも、今の僕の耳には届かない。じわじわと出てくる嫌いやな汗あせを感じながら、早く家に着いてくれと繰くり返し頭の中で願い続けるしかなかった。
















　もし、この時僕が麻奈の言葉の意味を深く考えていたなら、後に起こる災さい厄やくを回かい避ひできただろうか？　残念ながら、答えは否いなだ。麻奈が僕の家に来ると決めた時点で、この先の展開はきっと決まっていたのだろう。







「こ、れ、は、どういうことかしら……咲也ちゃん……？」

「おおおお兄ちゃん！　どうして!?　どうしてあいつがここにいるの!?」

　姉さんと秋穂が、ものすごい剣けん幕まくで僕に詰め寄ってきた。

　かたや無表情ながら静かな怒いかりを露あらわにし、かたや涙なみだ目めでリビングの方を指さす。

「秋穂ちゃーん？　従姉妹いとこのお姉さんにむかってあいつ呼ばわりはないんじゃない？」

　そして、この騒そう動どうの中心人物は、リビングのソファに行ぎよう儀ぎ良く座りながら、ニコニコして僕達の方を見ている。

　どうしてこうなった……。

　僕は状じよう況きようを整理するために、家に帰ってきてからのことを思い出す。

　僕達が帰宅した時、既すでに姉さんと秋穂は学校から帰っていた。

　僕が後から帰ってきた場合「お出で迎むかえ」と称しようして二人は色々と仕し掛かけてくるのが常で、いきなり抱だきついてくるなどはまだまだ序の口。この前なんて「ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それとも姉し妹まい丼どん？」などと意味不明なことを口走ってきたこともある。

　ちなみに、当然のようにご飯の用意もできていなければ、お風呂も沸わいていなかった。姉妹丼が何なのかは、考えたくもないです。

　今日の場合も例に漏もれない。玄げん関かんを開けたらいきなり裸はだかエプロン（正面だけ。実際はタンクトップと短パン装着）の姉妹が飛びかかって来ようとしたのだ。けど次の瞬しゆん間かんには、麻奈の存在に気づいて、すごい姿勢のまま固まってしまった。人間って、意外と重力に逆らえるものなのかもしれない。

　と、僕は今落ち着いて語っているように見えるかもしれないけれど、麻奈には腕を摑つかまれたまま、姉さんと秋穂には見知らぬ女とイチャついてるという因いん縁ねんのもと本気でブチ切れられ、その後会話がようやくできるようになるまでに相当な騒さわぎがあったんだ。

　ただ、その騒ぎの内容を今具体的に言うつもりはありません。

　どうしてかって？

　わざわざ生々しい心の傷を抉えぐり出したくなんてないし……。

　ああ、また黒歴史が増える……。

「咲也ちゃん……、言っておくけど黙もく秘ひ権けんなんてものは存在しないわよ……？　お姉ちゃんには、咲也ちゃんに悪い虫がつかないよう監かん督とくする使命があるんだからね……！」

「家に女を連れ込むとかあり得ない！　もうお兄ちゃんにはわたしがいるのに！」

「何言ってるの秋穂!?　それに女って、麻奈は従姉妹じゃないか！」

「「なおさら悪いわっ!!」」

　綺き麗れいにハモった。

　わりと性格が正反対な二人だけど、僕を責めるときだけは驚おどろくような団結力を発揮する。

「こうなったら緊きん急きゆう事態よ秋穂。手段を選んではいられないわ」

「今まで選んだ手段でアレだったの!?」

「わかったよお姉ちゃん。ねえ、お兄ちゃん。これからは三人全員でお兄ちゃんの部屋で暮らすことにしよう！　わたし達はプライバシーとか気にしないから！　皆みんなで一部屋に集まったら省エネでしょ？」

「電気やガスの代わりに僕の精神力が全然省エネにならないだろ！」

　しかもプライバシーを気にしないとか、女子中学生や女子高校生が平然と言い放っていいことじゃないぞ！

　ぎゃーぎゃーわーわーと全く静まる気配のない二人に、僕がほとほと困り果てていた時だった。

「あはははは。二人とも、咲也のこととなると全然変わってないなぁ」

　しばらくことの成り行きを見ていた麻奈が、軽い感じでそう言った。

　ピタリと姉妹の喧けん噪そうが止やみ、明らかな敵意がこもった目を麻奈へと向ける。

「……そう言う麻奈ちゃんは、しばらく会わないうちに随ずい分ぶんと変わったみたいね。昔の面おも影かげなんてまるでないわ」

「求められるものに応じて変わる。やっぱり女って柔じゆう軟なん性が大事じゃないです？　まあ、変わらない良さってのもあるかもですけど。ね、沙雪さん？」

　バチバチバチィッ！

　無表情と変わらない笑え顔がおの間で、凄すさまじい火花が散る。

　なんでこんなに険悪なムードなんだよ……っ！

「……麻奈姉ねぇさ、なんで今いま更さらこっちに来たの？　叔母おばさん達と一いつ緒しよに外国に行ってたんじゃなかったっけ？」

「ちょっと遅おくれたけど、もともと高校生になったら日本に戻もどって一人暮らしするつもりだったからね。だってこっちには待たせてる人もいるから」

　にこりと、麻奈が僕に笑いかけるけれど、その笑顔の意味は計りかねた。

　むううぅーっ！　と、頰ほおを膨ふくらませる秋穂。どうやら麻奈のような受け流すタイプとは相あい性しようが悪いらしく、いかにも気に入らないといった露ろ骨こつな表情を見せるものの、それ以上は打つ手がないようだった。

　九条家のリビングに重い沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　麻奈は全く笑顔を崩くずさない。姉さんは冷ややかな敵意を隠かくそうともしないし、秋穂に至ってはやり場のない憤いきどおりをため込んで、今にも爆ばく発はつしそうだ。

　何がどうなっているのか、僕には全くわからないけれど、二人が麻奈をまるっきり歓かん迎げいしていないことだけは手に取るように伝わってくる。

　ヤバイ。

　このまま放置しておくと、どんな未み曾ぞ有うの大惨さん事じに見み舞まわれるかわからない。

　たとえどんな凄せい惨さんな状態になろうとも、その矛ほこ先さきは百パーセント僕に向かうであろうことを考えると、このまま手をこまねいて見ているなんてことはできない。

「え、えーと……。そうだ！　一人暮らしなら食事の用意とか大変だろ？　麻奈の分も作るから、一緒に夕飯食べる？」

「え？　いいの!?　咲也って料理できるの!?　うわー、楽しみだなぁ！」

「咲也ちゃん……？」

「お兄ちゃん……？」

　僕の提案に、麻奈は瞳ひとみを輝かがやかせ、姉妹は爪つめを輝かせる。秋穂はついでに八や重え歯ばまで。

　あまりの恐おそろしさに全身が震ふるえてくるけど、ここで退くわけにはいかない。

「お、落ち着いて二人とも！　久しぶりに従姉妹と会えたわけだし、食事でもしながらゆっくりと話をすればいいんじゃないかな!?　今日は姉さんの好きな海かい鮮せんパスタにするから！　秋穂には特製デミグラスソースのハンバーグを作るから！　だから二人とも、ここは穏おだやかに、ね！」

　好物で釣つるという単純な作戦。

　だけどこれは、僕が姉妹に対たい抗こうできるごくごく少ない手段の中で、最も効果的なものだ。

　いくら姉さんや秋穂だって人間だもの、好きな物を食べているときは気も和なごむはず。

　九条家のキッチンが完全に僕の担当だからこそできる芸当と言える。

　僕は固かた唾ずを吞のみながら、二人の反応を見守った。

「…………仕方ないわね。ここは咲也ちゃんの顔を立てるわ」

「うー……。はんばぁぐ……」

　二人は麻奈を横目で見ながらも、しぶしぶといった感じで折れた。

　ここで暴れて、その結果夕食がカップラーメンになるよりはマシとの判断だろう。

　不満たらたらなのは間ま違ちがいないようだけれど、何とか作戦は成功したらしい。僕は安あん堵どして胸をなで下ろし、今更ながらに足が震えていることに気が付いた。

「じゃ、じゃあすぐに用意するから待ってて！　くれぐれも、大人しくね！」

　僕は念入りに釘くぎを刺さしておきながら、すぐに愛用のエプロンを身に纏まとい、キッチンへと向かった。惨さん劇げきが回避できるなら、多少の手間なんてどうということはない。ただ、こんなことで料理に対するやり甲が斐いを感じるのだけは、どうしようもなく悲しかった。

　……泣いて、いいよね？







　夕食は穏やかに終わった。

　一応。

　物や罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交かわないという、最低限のラインで。

「おいしかったー！　咲也ってすごいね！　あんなおいしい料理が作れるなんて」

　僕が命がけで、文字通り命がけで作った夕飯を、麻奈はとても喜んでくれた。

　もっとも、それは副次的な要素で、主目的である姉妹へのご機き嫌げん取りもそこそこの効果を上げたらしく、和わ気き藹あい々あいといった雰ふん囲い気きにはならないまでも、ぎくしゃくした空気は幾いく分ぶんか和やわらいだようではあった。

「当たり前でしょ。私の咲也ちゃんが作る料理なんだから、最高に決まってるわよ」

「お兄ちゃんのハンバーグは舌が引っこ抜ぬけるほど美味おいしいからね！」

「それ褒ほめ言葉になってないぞ……」

　思わず地じ獄ごくの光景を思い浮うかべる。秋穂に悪意はないだろうけど、素す直なおに喜べない。

　しかし何はともあれ、普ふ通つうに会話が成立している限りは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　僕は最悪の事態が回かい避ひされたことを心の中で天に感謝しながら、空になった食器を片付け始めた。

「さてと、美味しい夕飯もご馳ち走そうになったし、挨あい拶さつは一応済ませたから、そろそろ私は帰ろうかな？」

「あ、そう言えば、麻奈ってどこに住んでるんだ？」

　一人暮らしって、確か言っていたな。昔麻奈が住んでいた家は、今はもうとっくになくなっているはずだけど。

「高台にあるマンションだよ。えっと、なんて言ったっけ……、そうだ、スカイハイツなんとかって名前だったよ？」

　なんか聞き覚えがあるな……。確かそれってかなり高級なマンションだった気がするんだけど……。少なくとも、学生が一人暮らしで住むような場所ではないような……。

　まあそれはさて置き、場所が高台ということは家からだと少し距きよ離りがある。

「もう外はかなり暗くなってるけど、一人で大丈夫なのか？」

　素そ朴ぼくな疑問だった。当然の気配りでもあった。つまり、他意はない発言だったんだ。

　でも、僕がそう言った瞬間、場の空気がガラリと変わった。

「咲也……、私のこと心配してくれてるんだね？　嬉うれしいなぁ……」

　まず麻奈が、輝かんばかりの笑顔でうっとりとそう言った。

　もちろん心配したというのは間違いではないけれど、そこまでじっくり嚙かみしめてもらうような発言をしたつもりは、僕には毛頭なかったんですが……。

「咲也ちゃん……？　まさか麻奈ちゃんを送って行く、なんて言わないでしょうね……」

「だ、ダメだよそんなの！　お兄ちゃんが送られ狼おおかみされちゃう！」

　……送られ狼って何だよ。

　いやとにかく、僕はそんなつもりで言ったわけじゃないんだ。ただ純じゆん粋すいに、もう日も沈しずんでるから女の子の一人歩きはどうなのかなって思っただけなんだ。思っただけなんだけど……、冷静に考えてみると、姉さんや秋穂の深読みの方が、この場面では当然のような気がしてきた！

「え、えーっと……」

「実はちょっと不安だったんだよ。でも、咲也が送ってくれるなら何も心配いらないね。ありがとう咲也！」

　麻奈は笑顔を僕に向けて感謝の言葉を口にする。その表情があまりにも素直で可愛かわいく見えて、僕はほんの一いつ瞬しゆんだけ見とれてしまった。

　けど、背後から感じる凄まじい殺気によって、すぐに現実へと引き戻される。

「……私達の目の前で咲也ちゃんを誘ゆう惑わくするなんて……っ」

「お兄ちゃんもお兄ちゃんだね……。なんで顔を赤らめてるのかな……？」

「ち、違うっ！　僕はただ──」

　しかし、言い訳する僕を無視して、姉さんと秋穂はすたすたと麻奈の前へと足を進める。普ふ段だんならここで僕がひどい目に遭あう場面なんだけど、そうならないのが逆に不気味だ。

「わかりました。夜道の一人歩きは危ないから、私達が麻奈ちゃんを送っていくわ」

「へ？　ね、姉さん達が？」

「うん。お兄ちゃんは安心して家で待ってて。わたしたちがしっかりやってくるから」

　二人は、薄うすい笑みを顔に貼はり付けてそう答える。

　けど、目が笑ってない。全然笑ってないどころか、逆にすわってる。

　はっきりと嫌いやな予感しかしないんだけど……！

「えーっと……、ふ、二人とも？」

「心配しないで咲也ちゃん。問題は全すべて片付けてくるわ」

　姉さんのその言葉を聞いた瞬間、僕は全てを理解した。

　──こいつら、殺やる気だ！

　送り狼も裸足はだしで逃にげ出すレベル。この姉妹に麻奈を送らせると、身内から犯罪者とその被ひ害がい者しやを出すことになってしまう！

　さすがにそれだけは絶対に回避しなければならないと思い、僕は急いで麻奈の手を握にぎると、そのまま玄げん関かんへと走り出した。

「あっ！　咲也ちゃん!?」

「ちょ、お兄ちゃん！」

「僕が送っていくから！　二人は留守番してて！　大人しくね！」

　後ろから聞こえてくる怒ど号ごうを努めて無視して、僕と麻奈は家を飛び出す。

　咄とつ嗟さの判断ながら、とんでもないことをしてしまったという思いと、これ以外に皆みんなを守る方法はないという思いがごちゃ混ぜになりながら、僕は必死に走り続けるのだった。







「あーびっくりした。咲也ってば強引なんだからぁ」

「…………」

　しばらく街を走り抜けた後、姉さん達が追って来ていないとわかると、僕達は足を止めた。息を整えて、ゆっくりと歩き出す。なんだか身体からだに力が入らず、足あし下もとが覚おぼ束つかなかった。

　実際、姉さん達を振ふり切って出てきたことを考えると、自然と足が震える。

「ん？　咲也？　顔色悪いみたいに見えるけど、街灯の下だからかな？」

　……なかなかいい目をしているようで。

　実際僕は青ざめていることだろう。家に帰った後に待つ運命ってやつに、さ。

　それに、今の状じよう況きようも拍はく車しやをかけているんだよ。

「なんでまた腕うでを組むんだよ……」

「夜道は怖こわいからね？　でもこうやってると、咲也が守ってくれそうだから」

　……くっ。従姉妹いとことは言え、可愛い女の子に頼たよられるというシチュエーションは男としてはやっぱり嬉しいものだし、女の子特有の柔やわらかい感かん触しよくにはドキドキするけど、同時に嫌な緊きん張ちよう感かんで心臓がバクバクする。我ながらとことん損な性格だった。

「静かな街だねー」

　麻奈は上じよう機き嫌げんで僕を引っ張りながら、高台への道を歩いて行く。

　街灯に引き延ばされた二人の影かげは、ぴたりと寄り添そいながら道路に伸のびる。

　パトカーも救急車も消防車も、滅めつ多たに走らないようなのん気な街。

「ねえ咲也？」

　ふと、麻奈が足を止めた。

　僕も立ち止まり隣となりを見ると、麻奈がじっとこちらを見つめている。その顔はまるで氷のように静かで、さっきまでの笑え顔がおはもちろん、何の表情も浮かんでいないように見えた。

「な、何？」

「淡路美月さんってさ──」

　美月の名前に、僕は一瞬息を吞んだ。

「咲也にとって何なの？」

「え……？　な、何なのっていうのは……」

「本当はどういう関係なのかなってことだよ？」

　質問の、意味がわからない。

　質問の、意図がわからない。

　同じことを、学校でも聞いていたはずじゃないか。

「友達。同じ部活の部員。多分それは本当のことだよね？　でも──」

　ただの、ではないよね？

「…………っ」

　僕は麻奈の言葉に、何も答えられない。

　理由は二つ。

　一つ目は、僕が美月の恋こいの応おう援えんをしていると言うことは絶対の秘密だからだ。しかも、今現在美月は麻奈に好意を抱いだいているようだし、まさかその相手に事情を説明するなんてことはあり得ない。

　そして二つ目は、麻奈の静かな迫はく力りよくが、僕からあらゆる言葉を奪うばってしまったから。

「…………そっか」

　僕が何も言わずにいると、麻奈はふっと力を抜いて、そう呟つぶやいた。

　何を納なつ得とくしたのか、しなかったのか。

「ところでさ、咲也。昔のことって、覚えてるかな？」

「む、昔って？」

　突とつ然ぜん変わった話題に戸と惑まどう。変わったのは話題だけではなく、麻奈の態度もだ。

「うん。学校の帰り道にあったあの公園、よく一いつ緒しよに遊んだよね」

「そ、そういえばそうかも……」

「ん？　はっきりしないなぁ」

「昔のことはあんまり覚えてなくて……」

　思い出したくなくて、という部分も多々あるけど、わざわざ訂てい正せいはしません。

「ふうん。じゃあ、あの約束のことも忘れちゃったのかな？」

「や、約束!?」

　何か、とてつもなく重要に聞こえる単語が飛び出してきた。

　でも、残念ながら僕の脳内データベースを約束で検けん索さくしても、それらしい項こう目もくは何一つ出てこない。

「忘れてる、みたいだね？」

「い、いや！　これは、そのっ！」

　はいそうですと認めるしかないのに、認めたらヤバイ気がする。

　何も思い出せないのに、心の中の警けい鐘しようはさっきからずっと鳴りっぱなしだ。

　どうすればいいのか。どうすればこの場を穏おん便びんに乗り切れるのか。

　空回りする頭で必死に考えていた、その時だった。

「──え？」

　天地が逆転した。

　足に何かが引っかけられた感触。そして浮ふ遊ゆう感かん。

　続いて、背中が何かに叩たたきつけられ、鋭するどい痛みが全身に響ひびく。

「……ぐっ!?」

　息が詰つまり、思わず声が出た。チカチカする視界の中に、星の見えない夜の空が映り、そこでようやく、自分が道に倒たおれているのだと、いや、倒されたのだとわかった。

「……いい加減にして欲しいわ」

　それは、聞いたこともない声だった。

　氷で作られたピアノが鳴っているような、澄すんで、張り詰めて、そして冷たい声こわ音ね。

「せっかく咲也好みの女の子になってきたのに、当の本人がこれじゃ、私はとんだ道化というところかしら？　コケにされたものね」

　僕は痛みの残る上半身を何とか起こしながら、声の方へと振り向く。

　そこには水無瀬麻奈が、いや、水無瀬麻奈だった存在が、全く見知らぬ女の子へと変へん貌ぼうして、僕を見下ろしていた。

　いや、違ちがう……。僕はこの子を知っている！

　あのいかにも女の子っぽくて可愛らしい仕草で、甘い声と笑顔を持った転校生こそ、僕が従姉妹と実感できない水無瀬麻奈だったんだ。そして今、僕の前に腕を組んで立ち、サディスティックな感じで口の端はしを持ち上げて笑っているこの子こそが──

「にゃーちゃん……っ!?」

「やっと今それを実感したってわけ？　つくづくグズでノロマね。十年も経たつのに昔と全然変わってないじゃない。ほんと、呆あきれるわ」

　クスクスと、嘲あざけりの混じった笑い声が夜の街へと溶とけていく。

　そして僕は、遠い過去の泣き声を、今、確かに聞いた。

　そうだ。僕はこの笑い声が聞こえてくるときは、必ず涙なみだを流していたんだ！

　どうしてかって？

　それは僕がこの子に、従姉妹であるにゃーちゃんに──

「私の努力をふいにしてくれた罪は、思う存分償つぐなってもらうから……」

　ずっと、ずっとイジめられていたのだから！

「ご、ごめんなさいいいいいぃぃぃっ!!」

　謝る。何に謝っているのか自分でもわからないけれど、とにかく謝る。

　心が、身体が、魂たましいが叫さけんでいるのだ。僕はこの子には決して逆らえないのだ、と。

「どうしようかしら」

「ぐえっ！」

　いきなり胸を踏ふまれた。そのまま体重をかけられ、再び背中が道路に接する。

「許せないことは色々とあるけど、そうね。一つ質問に答えられたら、とりあえずこの場は許してあげる可能性がなきにしもあらずって気がしないでもないわ」

　どっちなんだ、なんてつっこみを入れてはいけない。

　口答えせず、歯向かわず、ただただ嵐あらしが過ぎ去るのを待つしかない。

「ねえ咲也？」

　しかしにゃーちゃんは、そんな甘い存在ではなかった。

　一時だって僕に心の平へい穏おんを与あたえるような真似まねはしないし、今もそうだ。

「んなっ……！　何を……っ！」

　にゃーちゃんは僕の身体を跨またいだかと思うと、そのまますっと腰こしを下ろし、僕のお腹の上へと座った。

　マウントポジション。

　位置関係が、そのまま上下関係を表す姿勢。

　幼おさな馴な染じみの従姉妹に、人気のない夜の道路で、嗜し虐ぎやく性せいのある笑みを浮うかべられながら、マウントポジションをとられる。

　おそらく、レア度で言ったら、食パンをくわえた転校生と朝の通学路でぶつかるよりもはるかに高いと思われる体験をしてしまった！　させられてしまった！

「ねえ咲也」

　その声を聞くだけで、僕は全身が強こわ張ばり、身動きがとれなくなる。

「どうして咲也は、あの淡路美月という子と一緒にいるの？」

「ど、どうしてって……っ！　それはさっき言ったようにですね……っ」

「……聞き方を変えるわ」

　にゃーちゃんの指が、僕のあごをなぞる。

　ゾクゾクとした感覚が、喉のどの辺りから全身へと広がっていく。もちろんそれは快感などではなくて、心が折れそうなほどの冷たい痺しびれだ。

「あなたはあの子にずいぶんと振り回されているみたいだけど、あの子の性格は良いのかしら？　受け入れているの？」

「そ、それは……」

　美月の性格が良いか悪いかと聞かれれば、僕は大いに問題がある、と答えるだろう。

　自分勝手で我がままで、気に入らないことがあるとすぐに文句を言うし暴れるし、かと思ったらすぐに何かに夢中になって突つき進む。その度たびにこっちに迷めい惑わくが降りかかり、放ほうっておこうにも危なっかしすぎて目が離はなせない。だからと言って感謝されるわけでもなく、むしろフォローが足りないと責められたり、いい加減付き合いきれないと思っても、女装ネタで脅おどされたりと、本当にロクなことがない。

「良くはないし、何とかして欲しいとは思うけど……」

　でも──

「じゃあ、あの子のこと、嫌きらいにならないの？」

「それはないよ」

　僕は即そく答とうする。

　美月はとんでもない性格の持ち主だけど、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで傲ごう岸がん不ふ遜そんを地で行くヤツだけど、それでも、本当はあいつは、ただのか弱い女の子でしかないんだ。

　嫌いになんて、なるはずがない。

「ウソつきね」

「う、ウソじゃないっ……んですけど……ほんと…………」

　語ご尾びに行くほど、僕の声は掠かすれていった。

　結果的ににゃーちゃんに口答えしたことが、今いま更さらながらに怖こわくなったのだ。

「そういう意味じゃないわよ」

　不意に、腰の辺りから妙みような感かん触しよくがした。

　もぞもぞと何かが蠢うごめくような感覚。見ると、にゃーちゃんが後ろ手でその部分をまさぐっている。さーっと音が聞こえるくらいの勢いで血の気が引いていくのがわかった。

「な、何をして……っ」

「黙だまりなさい。あなたには少し躾しつけが必要なのよ」

　そう言ってにゃーちゃんは、片方の手だけで器用に僕のベルトを外し、抜ぬき取った。

　そのまましばらく手の中で弄もてあそんでいたかと思うと、急に勢いよくそれを振ふり下ろす。

　ピシィッ！　という音が耳元で弾はじけ、僕は歯を食いしばって身を竦すくませた。

「な、な……っ！」

「ベルトでも、結構いい音が出るのね」

　夜空を背景にしたにゃーちゃんの顔。

　目だけが炯けい々けいと光り、三日月型の亀き裂れつのような笑えみが浮かぶ。

「さ、せいぜい良い声で鳴きなさい！」

「ひ、ひいいいいいいいぃぃぃぃぃっ!?」

　しなるベルトが、僕の顔の傍そばの地面を何度も叩きつける。

　身体からだを直接叩かれてはいないものの、その音を聞いているだけで痛みを感じる。それが幻げん覚かくなのだとはわかっていても、にゃーちゃんのあまりの迫力と、とっくの昔に屈くつ服ぷくしてしまった僕の心が、生々しい感覚を生み出してしまう。
















「あはははは！　あはははははははは！」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!」

　ノリノリのにゃーちゃん相手に、僕は顔を腕うでで守りながら謝り続けるしかなかった。

　道のど真ん中で繰くり広げられる狂きよう騒そう。

　幸か不幸か、周りには住宅もなく、偶ぐう然ぜん通りかかる人もおらず、この状じよう況きようは誰だれにも見られることはなかった。誰でもいいから助けて欲しいという思いと、こんな姿を誰かに見られたらもう生きていけないという思いが混ざり合い、風を切るベルトの音も相まって、僕はもう生きた心地ここちもしなかった。

「あはははは！　やっぱりその顔、最高っ！」

「うわあああああああああん!!」

　ピシッピシィッ！　ビシッバシッ………！




　それから、どれくらいの時間が経っただろう。

　急に周囲が静かになって、僕は恐おそる恐る腕をどけ、にゃーちゃんを見た。

　にゃーちゃんは僕をしばらく見下ろしたままでいた後、ベルトを無造作に捨てて立ち上がった。消えた重さが、ようやく解放されたことを教えてくれる。

　にゃーちゃんは、怒おこるでも嘲あざ笑わらうでもなく、静かに僕を見下ろしている。何の表情も浮かんでいないその顔は、そもそも僕を見ていない。

「にゃ、にゃー……ちゃん？」

「咲也。私が今になって、どうしてあなたのところへ帰ってきたか、わかってるの？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、僕は何も答えられない。と言うかそれは、こっちの方が知りたいくらいなのだ。

「……完かん璧ぺきに忘れてるってわけね。ほんと、これじゃ私はとんだ道化だわ……」

　僕がベルトを片手に立ち上がると、にゃーちゃんは吐はき捨てるようにそう言った。

　その声には、どこか自じ嘲ちよう的な響ひびきさえあった。

「私はあなたとの結けつ婚こんの約束を果たすために、わざわざ海外から帰ってきたのに」

　にゃーちゃんが射すくめるように僕を見ながら言う。

　その眼光に秘められた意思の強さにたじろぎながらも、僕はその言葉の意味がすぐには理解できなかった。

「え……、けっこん……？　け、結婚って？」

「男女が夫ふう婦ふとなって末永く共に暮らすこと。この場合の男女とは、もちろん咲也と私のことよ。たとえ子供同士の口約束でも、私にとっては大事なことだった」

　そう言って、遠い目で過去に思いを馳はせるにゃーちゃんだったけど、こっちはそれどころじゃなかった。ようやく回りだした頭が現状を把は握あくしようと努める。

　……結婚だって？　子供の頃ころの約束で？

　したかもしれないし、していないかもしれない。正直言うとまるで覚えていないし、覚えていないということは、にゃーちゃんも言った通り、子供同士のよくある口約束の類たぐいだったはずだ。罪もない、他愛もない。

「私は咲也との約束を守って、優やさしくて親しみやすい女の子になるために努力したわ。咲也の笑顔や仕草を参考に、理想の女の子になって帰ってきた。ま、すっかり忘れ去られていたわけだけど、それはまだ許せる範はん囲い内」

　なのに、にゃーちゃんの態度は真しん剣けんそのもので、それどころか段々と声にも力が入ってきているし、握にぎった拳こぶしも微かすかに震ふるえている。

「だけど」

　続いて出たその言葉から、僕ははっきりとにゃーちゃんの怒いかりを感じた。

　思わず、背筋が凍こおりつくような純じゆん粋すいで高密度の怒ど気き。

「あの女だけは気に入らない……。あの女が、あの咲也の好みとは正反対であるはずの女が親しげに、さも当然といった感じで隣となりに立っていることだけは許せない」

「な、何を言って……？　そもそも、あの女っていうのは……」

「決まってるでしょ。あの淡路美月って子よ」

　ピキリと、何か決定的なものが世界からズレたような気がした。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、さすがの僕もにゃーちゃんの勘かん違ちがいに気づき、慌あわてる。

「い、いや誤解だよ！　美月とはそんなのじゃないってさっきも言ったじゃないか！」

「恋こい人びとじゃないっていうのは本当かもしれない。でも、言葉の問題じゃないわ。私はただ、あーゆー女が咲也の近くにいるのが、たまらなく気に入らないってだけ」

　にゃーちゃんは一いつ切さいの反論を許さないといった態度で言い切る。

　いきなり結婚とか言われ、美月を気に入らないという事実を知り、誤解と美月の想おもいと自分の立場がカオスに混じり合って、僕はもう何を言っていいのかわからなかった。

　僕がぱくぱくと口を動かして声にならない言葉を探していると、にゃーちゃんは話は終わりだとでもいうように、僕に背を向けた。

「じゃあ、私は今日は帰るわ。それと、せっかく咲也好みの女の子でいたのに、つい腹が立って地が出ちゃったことはごめんなさい」

「え？　あ、いや……、それは別にいいけど……」

　こういう間ま抜ぬけな返事だけは、何故なぜか無意味に口から出ていく。

「でも、私がこの街に、咲也のところに帰ってきた理由は、ちゃんと覚えておいてね。というか、思い出しておいてね、かな？　それと──」

　そう言って振り向いた時にはもう、そこににゃーちゃんはいなかった。街灯の青白い光に照らされたその顔には、いつの間にか女の子らしい可愛かわいい笑顔が浮かんでいる。

　にゃーちゃんではなく、水無瀬麻奈の笑顔が。

「私、手をこまねいてなんかいないからね？」

　にっこりと、見る者をとろけさせるような、甘い笑顔。

　遠い遠い世界の出来事のような、美しさ。

「じゃあ、またね？　もう近くだからここまでで大だい丈じよう夫ぶ。送ってくれてありがとう。明日あした、学校で会おうね？」

　別れを告げて、麻奈は小走りで去って行く。

　その後ろ姿は間もなく夜の闇やみの中へ消えて、後に残された僕は、ただただその場で立ち尽つくすしかなかった。

　頭の中は色々な単語がただグルグルと回っているだけで、思考の形にまとまってくれそうにない。どうしようという言葉だけが、それらを代表して浮うかび上がるだけだ。

　空を見上げると、街の光に照らし出された夜の空に、鈍にぶく輝かがやく星が一つだけ見えた。
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　記き憶おくとは、どれだけ深いところに封ふう印いんしていても、自分の意思とは関係なく、時にあふれ出てくるものらしい。

　今思えば、先日の悪夢もそういった意味合いのものだったのだろう。無意識のうちに、僕はちゃんとわかっていたのかもしれない。

　にゃーちゃんこと麻ま奈なは、僕が小学校に上がる直前くらいまで、僕の家の近所に住んでいた。麻奈の母親が、僕の母さんの妹、つまり叔母おばに当たる。当時は家が近いということもあって、よく一いつ緒しよに遊んでいた。

　と、ここまではごく普ふ通つうの記憶。かろうじて僕が思い出せた、表層の部分だ。

　問題なのは、遊びの内容……と、麻奈の性格。

　一言で言うなら、麻奈はイジメっ子だった。しかも、ただのイジメっ子ではなく、僕専門の特とく殊しゆなイジメっ子、とでも言うべき存在だったのだ。

　当時の僕は、思い出したくもないことだけど、よく女の子の格好をしていた。

　母さん譲ゆずりの女顔と華きや奢しやな身体で、ワンピースを着てリボンまでしていたのだから、可愛いお嬢じようさんねと言われても無理はない。九く条じよう家の三姉し妹まいという呼び方までされて、僕の中では特一級の黒歴史になっている。

　そして麻奈はそのネタで、僕を大いにイジメてくれた。しかもそのやり方が、ただからかうだけじゃなく、僕を精神的に追い詰つめていくようなもので、思い返すとアレは、とても幼よう稚ち園えん児じのイジメ方じゃなかった。つまり、普通ではなかった。

　具体的にどんなことをされたかは僕のトラウマをいたずらに刺し激げきするだけなので、あえて詳くわしくは思い出さないけれど、一例として、無理矢理ノーパンにされて嫌いやがる僕を公園に連れて行き、縄なわ跳とびとか鉄棒とか木登りとかいう危あやうい遊びを強要して楽しんでいた、と言えば、大体どんなものかはわかると思う。

　そう、麻奈は明らかに、僕をイジメて楽しんでいた。

　僕が嫌がれば嫌がるほど麻奈はニヤリと不敵な笑えみを浮かべ、口八丁手八丁に僕を追い詰めていった。もちろん、その過程も大いに楽しんでいたことだろう。そして僕が泣き出そうものなら、いよいよ麻奈は嬉うれしそうに、頰ほおを赤く染めて笑うのだ。

　今ならわかる。そう、つまり麻奈はドＳだったんだ。

　ただ、麻奈のサディスティックな興味の対象は、どうしてなのか僕だけだったらしい。その証しよう拠こに、僕を相手にしているとき以外なら、麻奈はごく普通の少女だった気がする。もっとも、そんな事実が僕にとって救いになるはずもなかったけれど。

　むしろそういった二面性は、僕の女の子に対する印象を大いにねじ曲げてくれたと思う。

　本来男が持って然しかるべき女の子への幻げん想そうを木こつ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしてくれた主犯は、間ま違ちがいなく僕の姉妹だ。けど今思うと、麻奈と過ごしたこういった日々も、それをかなりの割合で助長したであろうことは想像に難かたくない。

　女の子に夢を見ることができない。

　いくら外そと面づらが良くても、裏を返せばアレだのコレだのといった事実を、幼い頃から嫌と言うほど見せつけられてきた僕は、めでたく女の子が苦手となりましたとさ。

　……なんでこう、僕の周りはとんでもない女性ばかりなんだろう。

　とは言え、麻奈とのそういった日々は、そう長くは続かなかった。

　何故なぜなら麻奈は、叔父おじさんの仕事の都合で、一家そろってイギリスへと引っ越こしてしまったからだ。麻奈との別れについては、本当にあまり覚えていない。寂さびしかったのか、それとも解放された喜びにひたったのか、当時の僕の心境を思い出す術すべは、今はもうない。

　ただ、一つだけわかることがある。

　それは、十年経たった今でも、外面はともかくとして、麻奈の中身が幼い頃と何一つ変わっていないということだ。

　昨日の夜、高台へと続く道で起こったあの衝しよう撃げき的な出来事が、その事実を証明している。

　明確に。そして、残ざん酷こくに。

　だからこそ、僕はどうしていいか、わからなくなる。







「さーくーやっ」

　朝、登校して自分の席に座ると、既すでに来て他ほかの生徒達と談だん笑しようしていた麻奈が、僕に声をかけて微笑ほほえむ。

　柔やわらかくて可愛らしくて、誰だれもが惹ひきつけられるような素す敵てきな笑顔。昨日までの僕なら、きっと今周りにいる生徒達と同じように、その笑顔に見とれていたに違いない。

　でも、今の僕は、その裏側に何が隠かくされているのかを知っている。

「お、おはよう……」

　僕は、かろうじて掠かすれた声を出すことしかできなかった。

　それでも、麻奈は満足そうに挨あい拶さつを返すと、再び談笑の中へと戻もどっていく。

　昨日の麻奈の言葉を思い出す。

　結けつ婚こんという、高校一年生にとっては遠いはずの突とつ拍ぴよう子しもない単語を、何の気負いもなく言い放っていた。つまり本気なのだ。麻奈は本気でそのことを考えていて、そして僕に対する強い好意を隠そうともしない。たとえその好意が、少々歪ゆがんでいたとしても、麻奈が僕のことを好きだという事実は、さすがに僕自身も受け止めていた。

　ただ、それに応こたえられるかどうかと言われれば、正直なところ無理だ。

　いきなりだということもある。子供の頃ころの他愛もない約束でそこまで突つき抜ぬけられないというのも大きい。でも一番の理由は、僕にとって麻奈は、今でも怖こわいイジメっ子というイメージしかないことだ。

　加えて、美み月づきのこともある。

　どうしよう。

　この完全な板いた挟ばさみ状態を、なんとか解消しなければいけない。




　　　　▼




「作戦を練るわよ！」

「…………」

　昼休みの屋上。

　美月に引っ張られてやって来た時から大体の予想はしていたけれど、やっぱりその話かと思うと、何だか一気にテンションが下がった。

　嫌な予想ほどよく当たるっていう、何とかの法則ってのがあったなぁ……。

「……なんか暗いわね。人がせっかくやる気を出してるっていう時に、従者たるあんたがそんなことじゃこっちまで気が沈しずむじゃない。太陽の光でも浴びてそのジメジメした態度を乾かわかしなさいよ。近くにいたらこっちまでカビが生えそう」

「人を生なま乾がわきの洗せん濯たく物ものみたいに言わないでほしいな……」

　とは言え、つっこむ声にも張りがない。美月の言ってることは、僕の尊厳もへったくれもない内容だけど、譬たとえそのものは珍めずらしいことにそれほど間違ってはいない。

　実際、気が進まないのは確かなんだ。何故なら──

「水み無な瀬せさんともっと親密になるにはあんたの協力が不可欠だってのに、もっと気合い入れてよね！」

　もちろん美月の口から出るのは、麻奈についてのことだってわかっているから。

　どうしよう。

　もちろん美月は、麻奈の本ほん性しようがあんな風だなんて思ってもいないだろうし、そもそも惹かれている部分は、あのいかにも可愛い外面だろう。

　もし僕が、今ここで麻奈の本当の性格を暴ばく露ろしたら、美月はどうするのだろうか。

　いや、どうするもなにも、僕は事実をありのまま伝えて、美月を思いとどまらせなくちゃいけないんじゃないか。なにせ美月の想おもいが実を結ぶことは、もう絶対にありえないということが、昨日の一件で嫌というほどわかったのだから。

　応おう援えんするのが協力者の義務なら、引き止めるのもまた義務だ。きっと。

「な、なあ美月？　その、麻奈のことはさ……」

「なになに!?　何かイトコならではの攻こう略りやく情報とかがあるわけ？　あるんなら早く教えなさい！　教えろ！　いや、教えてください！」

　……言葉の上だけでも下手に出るくらい必死に頼たのまれた。

「そ、そうじゃなくてだな。その、非常に言いにくいことではあるんだけど、麻奈とお付き合いするっていうのは、相当難しいと思うということを……」

「難しいですって!?　そんなことは覚かく悟ごの上よ。ハードルの高さなんて私には問題じゃないの。ほら、我に七しち転てん八ばつ倒とうを与あたえよっていう名言もあるでしょ？」

　…………七しち難なん八はつ苦くな。相変わらず表現が適当すぎる……。

　それにしても、美月は燃えている。燃えなくていいのに燃えている。こういうのって火事と変わらないような。しかも対岸じゃなくて隣となりで燃えてるんだからたちが悪い。

「……それともなに？　咲さく也やはひょっとして、私に水無瀬さんへの想いを諦あきらめさせようとでもしてるわけ？」

　図星を指されて、僕は焦あせる。加えて、その時の美月の顔がものすごく怖かったことで心臓が早はや鐘がねを打つ。はいそうです、とでも正直に答えようものなら、一体どんな目にあわされるかわからないといった怖さがにじみ出ていた。

　こ、ここは一度退こう！　退いて機を待つんだ！

　というわけで、とりあえず話題を変えようと試みる。

「な、なぁ……、美月？」

「なによ」

「お前は麻奈のことをさ、その……、どんな印象を持ってるんだ？」

「決まってるじゃない！　明るくて可愛かわいらしくて、それなのに壁かべなんて全然感じさせない優やさしさまであふれてて、あの笑顔に癒いやされない人間なんてこの世にはいないわよ。水無瀬さんに笑いかけられたら、たとえ不治の病に冒おかされていたとしても、すぐに飛び起きてそのまま昇しよう天てんするわね！」

「それ、結果的に何も変わってないんじゃ……」

　いや、むしろ逆に寿じゆ命みようを縮めてるんじゃないか……？

「な、なるほど。じゃあもし、もしだよ？　譬え話として聞いて欲しいんだけど、実は麻奈にはちょっと変わったところがあって、普ふ段だんはああやってるけど、実はものすごく辛しん辣らつというか、尖とがった性格をしてたりしたらお前は──」

「あん？」

　どうする？　と続けられなかった。

　睨にらみつけてくる美月の目が、洒落しやれにならないくらい怖かったから。

「……なに、あんた。もしかして水無瀬さんのことディスってるわけ？　あの天使もひれ伏ふすくらい神こう々ごうしく輝かがやいている水無瀬麻奈さんに対して、こともあろうに譬えであっても不適切極きわまりないことを口走っちゃってるわけ？　死ぬ覚悟できてんの？」

「いやいやいやいや！　ごめんなさいもう言いません！」

　黒いオーラを纏まとって凄すごむ美月に、僕は一も二もなく謝るしかなかった。

　とてもじゃないけど、麻奈の本ほん性しようを美月に教えるなんてできそうにない。いや、口に出すことさえも、この様子では不可能だ。事実なんてものは、思い込みに対してはつくづく無力なんだと思い知るほかなかった。

「あのね咲也、水無瀬さんみたいな素晴らしい人に限って、そんなバカなことあるわけないでしょ？　あの笑顔が偽いつわりのものだとでも？　はっ！　ちょっとは常識でものを考えなさいよね！」

　鼻で笑う美月だったけど、実際あの笑顔は偽りの仮面なんだ。なにせ本人がそう言ってたんだから間違いない。

「で、でもさ、麻奈とは昨日会ったばかりなんだろ？　さすがにそこまで言い切るのは早計というか、ちょっと思い込みの部分が大きいというか……」

「大だい丈じよう夫ぶ、私、見る目はかなりあるから」

　ダウト。

　腰こしに手を当てて薄うすい胸を張る美月を見ていると、先日の桜さくら川がわ先せん輩ぱいの件も相まって、なんだかこっちが悲しくなってくる。将来美人局つつもたせとかに引っかからないかと、わりと真しん剣けんに心配してしまうレベル。

「……なに情けない顔してんのよあんたは」

「い、いや……。やっぱり何の根こん拠きよもないことは前回で懲こりた部分がですね……」

「根拠なら、ちゃんとある」

「へ？」

　その意外な一言に、僕は思わず間ま抜ぬけな声を出した。

「私はちゃんと知ってるの。水無瀬さんがどれだけいい人なのか。どれだけ優しくて、そして温かい人なのか」

　美月は視線を遠くへと向けて、淡たん々たんと、呟つぶやくようにそう言った。

　それは単なる思い込みや妄もう想そうといった類たぐいのものではなくて、はっきりと地に足のついた言葉だった。揺ゆるぎのない想いに裏打ちされた確信と言ってもいい。

「ど、どうして──」

　そんな風に言い切れるのか。

　昨日初めて会った人物に対して、そこまで。

　僕のその当然の問いに、美月はただ静かに微笑んでいる。時折こうやって見せる大人びた表情が、いつもの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな美月と同じ内面に存在するなんて、改めて、女の子って計り知れないな、と思う。

「だって私、ずっと昔に、水無瀬さんに会ったことがあるから」

「……え？　会ったことがって…………、ええ!?」

　あまりにも意外な告白に、僕は思考も身体からだも固まってしまう。

「ど、どういうことだよそれ。なんで美月が麻奈と……？」

「だって水無瀬さんは昔この街に住んでたんでしょ？　だったら私と出会ってても不思議じゃないんじゃないの？　なんでそんなに驚おどろいてるのよ」

　た、確かにそれはそうかもしれないけど、あまりにも意外な一言に、僕はどうやって美月に麻奈のことを諦めさせるかということも忘れ、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「……ど、どこで麻奈と会ったんだ？」

「あの公園。ほら、咲也といつも別れる場所にある」

　かろうじて、絞しぼり出すようにして出した僕の問いに、美月は答える。

　僕と美月の家のちょうど間にある、あの大きな公園。確かに子供の頃、あそこに麻奈と一いつ緒しよに遊びに行ったことはあるけど。

「そ、それって、いつの話？」

「今から十年くらい前。小学校に上がるか上がらないかって時よ」

　麻奈の家がイギリスに引っ越こすくらいの時期だ。美月の言っていることに矛む盾じゆんはない。

　僕が「まさか……」とか「いや、もしかしたら」などと頭を悩なやませている間にも、美月は続けて麻奈の思い出を語る。

「その頃、あの公園で遊んでて、ちょっと嫌いやなことがあって一人で泣いてたの。そしたら一人の女の子が近づいてきて、私を慰なぐさめてくれたのよ」

　その少女は、美月が泣き止やむまでずっと傍そばにいて、慰め続けてくれたという。震ふるえる美月の手を勇気づけるように握にぎり、頭を静かに撫なでて、その感かん触しよくがあまりに優しくて、温かくて、心の中の澱おりが溶とけて消えていくようだったそうだ。

　ようやく涙なみだがおさまって顔を上げると、そこには少女の笑え顔がおがあった。

　慈いつくしむような、全すべてを包み込んでくれるような、無上の笑みを投げかけてくれて、美月にはその少女が、まるで女め神がみか何かのように映ったのだという。

「それまでの暗く重い気持ちが噓うそのように消えたの。包み込まれるような安心感と、その子への言葉にできない気持ちだけが残った。本当に幸せだった……」

　夢を見るような口調で、過去の思い出を語る美月。

　その時の美月の顔は、一いつ瞬しゆんだけ、息を吞のむほど美しく見えた。

　秘密を打ち明けるように照れながらも、心からその思い出を大切にしているのが伝わってきて、こっちまでどこか敬けい虔けんな気持ちになるみたいだった。

　とは言え、一方で僕は、美月の過去にそんなことがあったのかと思う反面、はっきりとした違い和わ感かんを抱いだいていた。もちろんその思い出は美しくて素す晴ばらしいものだとは思うのだけれど、そう思うからこそ、どうしても腑ふに落ちない。

「…………その女の子が、つまりその、麻奈だってこと？」

「当たり前でしょ。今の話の流れでそうならないはずがないじゃない。ちょっと読解力がなさすぎるんじゃないの？」

　読解力云うん々ぬんを美月に言われたくない！

　……と、そんなことはどうでもいいんだ。問題は、話の流れでいくとそういう結論にならざるを得ないということそのものにあるんだ。

「えーと……、優しくて、温かくて、それから包容力もあって……？」

「あと可愛くて、とんでもなく可愛くて、天使で女神でビーナスで、その笑顔を見た瞬間、空からは雲が一瞬で消え失うせて花は咲さき誇ほこり小鳥は一いつ斉せいに歌い出して大地は震え池の水は沸わき立って──」

「いやそんなことは一言も言ってなかっただろ!?」

　しかもなんだよその天国と地じ獄ごくが一緒くたになったような表現は！

　ほめてるのかけなしてるのか全然わかんないよ！

「……運命の人に出会った衝しよう撃げきは言葉では簡単に言い表せないのよ。そこは想像力でなんとかカバーしなさいよね」

「悪いけど想像力にも限界ってものがあると思うんだよね……」

　少なくとも、そんな異常空間と化した公園は想像できない。したくない。

「と、とにかく、その子が麻奈で、だから麻奈とお付き合いしたいんだと……？」

「そうよ。……ってなに微び妙みような顔してんのよ」

　いや、だって。

　美月の口から語られた女神のごとき少女像と、僕の知る水無瀬麻奈がまるで一いつ致ちしないのだ。むしろ、本性はまさにその真逆と言ってもいいくらいだし。

「えっと……、それは間ま違ちがいないんだよな？」

「間違い!?　んなもんあるわけないでしょ！　あんたがその顔で男だっていう方がよっぽど間違いじゃない！」

　遠えん慮りよもなければ容よう赦しやもないな……。いつものことだけどさ。

「で、でも、それってもう十年も前のことだろ!?　昔の話だし、それにその子と会ったのは、その一回だけなのか？」

「ううん。その後一週間くらい、毎日あの公園で会って一緒に遊んでたわよ」

「一週間……だけ？」

「……だってそれくらい経たった頃ころに、ぱったり姿が見えなくなったんだもん。きっとどこか遠くに行ったんだって思った。確か麻奈は帰国子女だよね？」

　確かに、そこはぴったりと符ふ合ごうする。おかしなところはどこにもない。

「それにしても、そんなにはっきりと覚えているものなのか？　ほら、外見とかは子供の頃から変わったりもするし……」

「それは、もちろん変わるに決まってるけど……」

　お、初めて美月の歯切れが悪くなった。

　さすがに十年も経っているし、なにしろ幼い頃の記き憶おくだから、判然としない部分も大きいのだろう。

「な、なんであんたはそんなに疑うのよ！　麻奈がその子だと何か都合でも悪いわけ!?　顔ははっきりと思い出せなくても、あの輝くような笑顔は覚えてるの！　あの笑顔と麻奈のはそっくりなんだってば！　何というか、笑い方が！」

「べ、別に疑ってるわけじゃなくてだな……、万が一ってことがあるかもしれないじゃないか。って言うか、やっぱり顔ははっきり覚えていないのか」

「あ！　ハメられた!?　か、語るに落とさせられた!?」

　いや、僕は何もしていないけどお前が勝手にハマっただけだろ……。

　そもそも語るに落とさせられたって日本語として正しいのか……？

「……やっぱりそうなんじゃないか。いくら笑顔の雰ふん囲い気きが似てるからって、それだけじゃ確実じゃないだろ。その思い出の女の子が麻奈だっていう証しよう拠こはないわけだし」

　それどころか、話を聞いている限りではその少女が麻奈だとはとても思えない、というのが正直なところだ。十年前、僕をイジメ楽しんでいた一方で、美月に優やさしい手をさしのべていたなんて、とても同一人物のしわざとは信じられない。

　もっとも、麻奈の本性を知らない美月には、そんなことは思いもよらないだろうけど。

「証拠……？」

「そうだよ。その子が麻奈かどうかはわからないけど、少なくとも美月は顔を覚えていないわけだろ？」

「でも、私はその子が麻奈だと思ってる。ううん、あの子は麻奈なの」

「そう、かもしれないけど……」

　違うかもしれない。いや、僕は違うんじゃないかと思ってる。

　その少女のイメージは、僕の思い出の中にいる麻奈のキャラクターとはあまりにも乖かい離りしすぎているし、何よりも、美月の思い込みの激しい性格がそう思わせているんじゃないかという疑念をぬぐい去ることができないから。

「やっぱり、勘かん違ちがいって可能性もあるんじゃ……」

「もう！　どうして信じてくれないのよ！　あの子は麻奈なんだって！」

　いかにも憤ふん慨がいしたといった様子で詰つめ寄る美月に、僕はどこか申し訳なさを感じつつもやっぱり信じ切ることはできなかった。

「それに、証拠ならあるわよ！」

「ええっ!?」

　しかし美月は、僕の疑いを一気に粉ふん砕さいするようなことを口走った。

　僕が啞あ然ぜんとしていると、美月は少しだけ屈かがんで、頭の横の部分を指さす。

　そこには、カチューシャ代わりにした三つ編みの先せん端たん部分に結ばれているリボンが、日の光の下で鮮あざやかな赤色を見せていた。色素の薄うすい繊せん細さいな髪かみ色によく似合っている。

「そ、そのリボン、が……？」

「これ、麻奈からもらったの」

　どうだ見たか、と言わんばかりのドヤ顔をする美月。しかしその時の僕は、あまりのことに絶句するしかなかった。

　美月が言うには、その少女がいなくなる前日に、自分の付けていたリボンをわざわざ外してプレゼントしてくれたのだそうだ。その時の美月の喜びようは尋じん常じようではなかったみたいで、何やらまたわけのわからない表現でその少女を褒ほめそやしていたけれど、そこは割かつ愛あいさせていただきます。

「……つまり、それ以来ずっとそのリボンをつけている、と？」

「そう。これは私の宝物なの。麻奈からもらった大事なリボン」

　きっとそれは、少女が別れを惜おしんで贈おくったものなのだろう。次の日からその少女の姿は公園になく、美月はそこでようやくそのプレゼントの意味を悟さとったらしい。

　思い出の中の少女が残した、たった一つの色いろ褪あせないモノ。

「これ付けてたら、また会えるんじゃないかって思って……」

　わずかな希望にすがるように、美月はリボンをし続けて、そして再会した。

　美月は運命という言い方をしたけれど、もしそれが本当なら、その言葉はあながち間違いではないと思う。その少女との思い出をずっと忘れなかったことも含ふくめて、やはりそれは運命的な再会だったのだろう。

　ただし、その子が麻奈なのかどうかは、依い然ぜんとして納なつ得とくがいかないままだ。リボンの存在は確かでも、少女が誰だれなのかはわからない。

「だから、あの子は麻奈なのよ」

　何がだからなのか、全く説明になっていないけれど、美月は強い意思を込こめた視線で僕を見上げる。確信に満ちたその表情に、僕は口を開いたまま、何も言えなかった。

「再会できた時は本当に嬉うれしかった。運命って本当にあるんだって！」

「だから最初、あんなにも切せつ羽ぱ詰つまった様子だったのか……」

　まさか、ただ単純に一ひと目め惚ぼれしたわけじゃなくて、そんな理由があったとは……。

　それにしても、どうしよう。いよいよどうしよう、って気分だ。

　とにかく、美月に麻奈のことを諦あきらめさせれば問題の半分は解決だと思っていたのに、真しん偽ぎはさておき、麻奈が美月にとって運命の少女となると、そう簡単にはいかなくなる。

　まず美月は諦めないだろうし、かと言って麻奈の本ほん性しようも変わらないわけで。

「というわけで咲也。あんたは私と水無瀬さんがお付き合いできるように、ちゃんと協力すること！　さっそく、やってもらうことがあるわ！」

　僕の苦く悩のうをよそに楽しそうにそう言う美月を見て、僕は一層頭を痛めるのだった。







「明日あした……？　お出かけ？」

「そ、そう。麻奈は転校してきたばかりだし、この街のこともまだよく知らないだろうし。それにせっかく美月と友達になったんだから、親交を深める意味でも三人で……」

　僕は美月を横に従えて、麻奈にたどたどしく声をかけていた。

　美月の言った「やってもらうこと」とは、麻奈と明日の休日を一いつ緒しよに過ごせるよう、お出かけに誘さそうというものだ。そのためにわざわざ、麻奈を屋上に呼び出していた。

　緊きん張ちようしている美月に代わって僕が言うのは協力者として当然だとしても、麻奈にこんな提案をして本当に大だい丈じよう夫ぶなのかどうかはかなり不安だった。だって昨日の麻奈の言葉を思い返してみると、美月の麻奈への想おもいがかなう可能性はほぼゼロなのだから。

　でも、美月が拳こぶしを握にぎりしめて額に血管を浮うかべ「やれ」と笑え顔がおで言ったなら、僕が断れるはずがないじゃないか！

「べ、別にあれだよ？　その、休日デートとか、そういうのじゃないからね!?」

「デート？」

　少々オーバーヒート気味の美月が、横からいきなり口をはさんだ。先走るな、という思いも込めて、軽く肘ひじでつついて正気に戻もどす。

　しばらくの間、麻奈はそんな僕達を訝いぶかしそうに眺ながめていた。僕は内心、麻奈がどんな反応を見せるのかビクビクしていたのだけれど、やがて麻奈は一いつ瞬しゆんだけ微び笑しようを浮かべると、大きく頷うなずいて口を開いた。

「なるほど、それはいい提案だね？　私も色々と淡あわ路じさんとお話ししたいと思ってたんだ。友達になったとは言え、まだまだお互たがい何も知らないしね？」

「そ、そうですね！　わかり合うのは、いいことですよね！」

　やや食い気味に話に乗っかる美月だったけど、僕は麻奈の反応が意外でそれどころじゃなかった。まさか、昨日の今日でこうもすんなりと話が進むとは、思ってなかったのだ。

　仲を進展させようと躍やつ起きな美月にとっては渡わたりに船な話だけれど、僕は昨夜、この笑顔の下に隠かくされた本当の顔を見た。だからこそ、麻奈のこの答えが本心からのものなのかどうか、わからない。と言うか、昨日は美月を「あの女」呼ばわりしていたはずなのに。

「名実ともに本当の友達にってことだね？　じゃあさ淡路さん、私のことは水無瀬さんじゃなくて麻奈って呼び捨てでいいよ？　その代わり私も、美月って呼ばせてね？」

「まっ、まま、ままままま!?」

　急激な進展に、美月の頭と舌がついていってない。ただでさえ舌足らず気味なんだから、こうなってしまってはまともに話すことも覚おぼ束つかない。

「ま、まにゃ！　ま、ま、まっ！」

「もう、人の名前で遊ばないでよ、美月」

「みぃっ!?」

　子こ猫ねこの悲鳴みたいな音を出して、美月は顔を赤くさせながら機能停止してしまった。頭からシューシューと蒸気が出ているし、これは復帰までどれくらいかかるだろう。

「あれ？　美月？　どうしたの」

「……いや、あんまり気にしないでやってくれ。そ、それよりも、本当にいいのか？　その、明日僕達と一緒に出で掛かけるって話は……」

「ん？　咲也は何を言ってるのかな？　そっちから誘ってきたのに？」

　可愛い笑顔でコーティングされたその表情は揺ゆれない。

「私も、美月といっぱい仲良しになりたいって思ってたんだよ。いい機会だね？」

　そして、そう言われてしまっては、僕に言えることはもう何もなかった。全すべては美月の希望通りで、願ったりかなったりとはこのことだ。問題は、今の僕はそのことを素す直なおに祝福できるような状態にないということなんだけど。

「さて、用件はそれだけ？　じゃあ私は先に戻ってもいいかな？　転校の手続きのことで先生に呼び出されてるから、職員室に行かないといけないんだよ。だから明日どこに行くのかとか、詳くわしいことは後で話そうね？」

　そう言うと麻奈は、僕の次の言葉を遮さえぎるように身をひるがえし、来た時と同じように小走りで去って行った。

　後に残されたのは、微び妙みような顔で麻奈の去った方向を見つめている僕と、顔を真っ赤にさせて口をだらしなく開けながら呆ほうけている美月だけ。

「…………とりあえず、美月。そろそろ正気に戻って……」

「えへ……、えへへ……。み、みづき、だって……。それに、ま、まなって……」

　口の端はしからよだれが垂れそうになっている。美少女にあるまじきその姿は、いくらお嬢じよう様演技をやめたとはいえ、他ほかの生徒たちには絶対に見せられない姿だった。

　それからしばらく経たって美月がようやく再起動すると、先ほどの麻奈との会話を思い出して、未いまだに興奮冷めやらぬといった感じで口を開いた。

「ど、どうしよう咲也！　ま、麻奈が休日デートのお誘いに乗ってくれたよ！　しかも名前で呼び合うとか、何この進展具合は！」

「デートじゃないからな……、僕も含めて三人でって話だし。でもまあ、すごい進展というのは、うん、その通りだな……」

「なんで元気ないのよあんたは！　咲也には珍めずらしく、作戦がいきなりバッチリ成功したんだから、いつもみたいにそこら中転げまわりながら喜びなさいよ！」

「いや……、僕はそんな喜び方をしたことは一度も……」

「ああ……っ！　それにしてもこうも上手うまくいくとは思ってなかったわ……。これが日ひ頃ごろの行いってやつなの？」

「聞いちゃいないな！」

　日頃、美月が報むくわれるような行いをしてきたのかと聞かれれば、どうがんばったって首を縦には振ふれなかった。

「それとも、熟語で言うところの確変ってやつが今みたいな状態を言うのかな!?」

「確変が熟語かどうかはさて置くとしてだ……」

　この場で適切な表現かどうかもさて置くとして……。

「なあ美月。やっぱり、その……、本当に明日麻奈と出かけるんだよな？」

「え？　なに？　意味がわかんない。ちょっと日本語でお願い」

「思いっきり日本語だよ！　麻奈と一緒に明日遊びに行く話だよ！」

「それこそ意味不明じゃない。そんなの確かく認にんする必要あるの？　いや、ない！」

　何故なぜそこで反語……。

「そもそもこっちから誘っておきながら、何を意味不明なこと言ってんのよ！　今いま更さらそんなわかりきったことを聞くとかあり得ない！　具体的には、人類が二十一世紀中に月に住めるようになるくらいあり得ないわよ！」

「あり得るかあり得ないかわからない、微妙なラインだな……」

　と、そんなことを言ってる場合じゃない。

　美月に脅おどされたとは言え、麻奈を誘った僕が今更焦あせるのはおかしなことだけど、麻奈から予想外の反応が返ってきたからには、どうしてもはっきりさせておかないといけないことがある。

「美月。ちょっと大事な話があるんだけど……」

「なに？　後にしてくれない？　私は今、明日のデートのプランを練るのに忙いそがしいの。ところでホテルのレストランって今からでも予約間に合うかな？」

　無視。

　相手にしていたら日が暮れるし、そもそも妄もう想そうがはかどりすぎてわけがわからない。

「美月の言ってた運命の女の子って、本当に麻奈なのか？」

「は？　まだそんなこと言ってんの？　証しよう拠こだってあるって言ったじゃない！」

「その子がいたことは確かでも、それが麻奈かどうかはわからないんだろ？　というか、僕としては話を聞いてる限りとても麻奈だとは思え──」

　ない、と続けようとしたところを、美月に遮られた。

　口を手で覆おおわれ、物理的に。

「今、麻奈をディスったことは聞かなかったことにしてあげる。だから、もう二度とそういうことは口にしないでね」

　そう言って、美月は笑った。ただ、その笑顔の裏に何が隠れているかは、発する雰ふん囲い気きですぐにわかる。だってこれは、笑顔は笑顔でも威い嚇かく用の笑顔なんだから。

　僕はそのあまりの迫はく力りよくに、こくこくと頷くしかなかった。と言うか、頷いたのか小刻みに震ふるえていたのかわからなかった。

「たとえあの子の顔をはっきり覚えてなくとも、笑顔は覚えてる。あの笑い方は、間ま違ちがいなく思い出の女の子のと同じなんだから」

　その時、予よ鈴れいが鳴り、美月は覆っていた手を離はなした。

　遅おくれるわよ、と言って美月は歩き出す。何事もなかったかのように振る舞まい、まるでそれを自分に強しいているかのようだった。

　美月の姿が消えるまで、僕はその場に立ち尽つくしていた。

　そして、まとまらない考えから漏もれる言葉を、ただ呟つぶやくしかなかった。

「じゃあ、どうすればいいんだよ……」




　　　　▼




　結論から言うと、僕は美月に協力することにした。

　させられた、という側面が多々あるとはいえ、嬉うれしそうにしている美月を見ていると、その恋こいを応おう援えんする者としてはやっぱり手をこまねいているわけにはいかなかったのだ。

「ちょっと咲也、なにグズグズしてんのよ！　早くしないと置いてくわよ！」

「あはは、咲也は昔からのんびり屋さんなところがあったからね？」

　それに、こうやって目の前で仲良さそうにしている二人を見ていると、先日見せた麻奈のあの姿は夢か幻まぼろしだったんじゃないかと思えてくるからだ。

　麻奈の真意がわからない以上、あれこれ悩なやんでもどうにもならない。むこうにも親しん睦ぼくを深める気があるというならば、それをふいにする理由はなかった。

　だとしたら、今僕がやるべきことは、この千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを美月のために生かしてやること。腹をくくって、昨日の晩に打ち合わせた通りの作戦を遂すい行こうするだけだ。

　心に渦うず巻まく一いち抹まつの不安は、とりあえず今は忘れよう──。

「ふーん、ここって結構大きいんだね？　いろんなお店があるみたい」

　休日の昼前。僕たちは駅前にあるショッピングモールへと来ていた。

　どこに行くかの打ち合わせの時、この街に来たばかりの麻奈が、いろいろなお店を開かい拓たくしたいと言ってここに決まったのだ。つい最近できたばかりの複合型商業施し設せつで、買い物や食事はもちろん、動物と触ふれ合えたり庭園を散歩できたりもする便利な場所だ。

「そ、そうね！　麻奈はショッピングしたいんでしょ？　どこから行く？」

　美月は麻奈の呟きに、顔を赤くしながら反応する。それと同時に、チラリと意味ありげな視線を僕に送った。

　合図だ。麻奈との仲をより進展させるため、美月がこのデート（と言ってるのは美月だけでただのお出かけなのだけど）にかける意気込みはかなりのものだ。

　その証拠に、昨日電話でした作戦会議は合計三時間にも及およぶ長丁場になってしまった。姉さん達に隠れながら女の子と電話し続けるのは至難の業わざだったけれど、そこはトイレとか風ふ呂ろ場ばを転々としながらなんとか凌しのいだ。

「えーっと……。や、やっぱりまず服がいいんじゃないかな？　もう初夏だし、ちょうど僕も夏物が見たかったし」

　僕は美月の言葉を引き取ってそう答えた。もちろんこれは本心ではなく、作戦だ。

　美月曰いわく「麻奈の好みの服装を知り好感度アップ作戦」らしい。名前はどうでもいいけど、そのために服屋に誘ゆう導どうするのが僕の役目だ。ちなみに、代わりに僕が言っているのは、美月に任せると下心が出る危険性があるためと判断したからだ。

「な、ナイスアイデアね咲也！　麻奈の好みってどんなのかなー？　やっぱりちょいエロな感じとか似合ってるかもねー」

　……相あい槌づちで既すでに下心が漏れまくっているのですが……。

　しかも棒読みすぎる。僕が代わりに言った意味があるのかこれは……。

「服……ね。うん、それいいね？　じゃあまずは服屋さんに行こっか？」

　麻奈の返事に、美月は「よしっ！」とガッツポーズを決める。隠さずに。

　昨日苦労しながら作戦を立てたことに意味はあったのだろうかと疑問を抱いだきながら、僕達は一軒けんの感じの良さそうなブティックへと入った。

「あはは、いろいろあって迷っちゃうね？　結構可愛かわいいのがそろってる」

　店内を見回す麻奈の隙すきをつき、また美月が目配せしてくる。わかってるって！

「あー……、こほん。と、ところで麻奈の好みの服装ってどういうのなんだ？」

「ん？　どうしたの咲也、急にそんなこと聞くなんてさ」

　美月の睨にらみ付ける視線が、もっと自然にさりげなくやれ、と僕を刺さす。背中にナイフを突つきつけられながら会話するシーンを映画でたまに見るけど、そんな感じだ。

「い、いや深い意味は……。何と言うか、僕って女の子の好みとかよくわからないし」

「ふうん？　まあいいけど、そうだなー。あ、このワンピとかいいよね」

　麻奈が近くにあったワンピースを手に取ると、美月が光の速さで同じものをつかみ、全くさりげなくない動作で口を開く。

「ぐ、偶ぐう然ぜんね！　わ、私もこういうの好みだなーなんて！」

「…………」

　お前、人にさりげなくとか注文つけておいて自分はそれか……。

　がっつくなんてレベルじゃない。麻奈と視線を合わせないように明後日あさつての方向を向いてるけど、こっちからはその赤い顔と泳いだ視線がよくわかる。

　ちなみに、そのワンピースは美月には似合っていなかった。主に寸法的な意味で。

「こっちのスカートもいいよね？　色とかも夏に合ってて涼すずしげだし」

「そ、そうね！　これも私と好みが同じね！　色とかも涼しげだし！」

「………………」

　麻奈が今度はスカートを手に取ると、さっきと同じように美月も同じものに手を伸のばす。

　しかし、今度は型が同じでも同じ色がなかったのか、麻奈のスカートが薄うす水色なのに対し、美月のそれは燃えるような赤だった。……涼しげって。

　ダメだ。麻奈に合わせるのが精いっぱいで、細かいところに目が行ってない。

「あれ？　美月もそういうの好きなの？　でも美月には似合わないかもだよ？」

「ふぇ!?　そ、そそそそういうのって!?　に、似合わな!?　え？」

　テンパりかけていたところに話しかけられて、美月が露ろ骨こつに焦あせる。しかも麻奈に否定的な意見を言われたのがショックだったのか、なんだか泣きそうになっている。

　まあ僕も、今手に持ってるような大人っぽいデザインの服は美月には似合わないと思うし、麻奈の意見も悪意のない正直なものだろうけど、回転不良を起こしている美月の脳はそんなことを上手うまく消化などしてくれない。

　フォローしないと……っ！　アドリブになるけど仕方ない！

「そ、そうかな？　美月のそれもなくはないと思うけど……。で、でもよくわからないからさ、せっかくだから美月に似合いそうな服を、麻奈が選ぶってのはどうかな？」

「私が、美月の？」

　きょとんとしている麻奈とは対照的に、美月は僕の方を見て顔を真っ赤にしながらわなわなと震えている。

　おそらくあの表情は「あんたいきなり何てこと言ってんのよ！」が二割。「ナイスアイデアよ咲也！　よくやった！」が三割。残り五割が「くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこ!?」と解かい析せき不能といったところだろう。

　麻奈は僕の提案に、しばらく考え込むような仕草を見せた。が、赤くなっている美月をチラリと見ると、一いつ瞬しゆんだけふっと笑った気がした。

「……うん、いいよ。私が選んであげる」

「ほ、ほんと!?」

　その言葉に美月が復活し、期待ではちきれんばかりの目を麻奈に向ける。

「もちろんだよ。美月がそれでいいならいくらでもね？　でも、本当に私なんかが選んでもいいのかな？　センスとか正直自信ないよ？　変なの選んじゃうかも」

「い、いいよいいよ！　麻奈のセンスとか、絶対大だい丈じよう夫ぶに決まってるから！　どんなの選ばれても、私絶対買うし……、そうだ！　早さつ速そくそれを着て、今日はずっとその格好で過ごすよ！」

「へえ、私が選んだ格好でずっと、ね」

「…………っ!?」

　その時、一瞬だけゾクリと背筋に冷たいものが走った気がした。

　けれどそれはすぐに消えて、嬉しそうな美月の顔と、同じく笑え顔がおの麻奈が楽しげに話している光景が戻もどってくる。

「じゃあ、お店を変えようか？　ここだと美月に似合いそうなのはあんまりないし、他ほかのお店を探すとしようよ」

「そ、そうね！　こんな店に私に似合う服があるはずないわよね！　こんな店に！」

　お、おい！　店員さんが怖こわい目でこっちを見てるじゃないか！

　でもこういう時の美月がそんな細かなことに気づくわけもなく、二人はさっさと店から出て行ってしまった。僕は睨んでくる店員さんに精せい一いつ杯ぱい謝罪の意を込こめ頭を下げつつ、慌あわてて後を追う。

　それにしても、どうして店を変える必要があるのだろう。さっきの店の品ぞろえが悪いなんてことはないはずだし、美月に似合いそうなのもあったのに。




「あ、こことかありそうだね？　美月に似合いそうなの」

　しばらく店を探しながら歩いていると、麻奈が不意に立ち止まってそう言った。

「…………こ、ここって」

　僕は目の前にある店の看板を見上げながら、ひくひくと顔を引きつらせる。

　コスプレ専門店。僕の目が間ま違ちがっていないと断言できるならば、そう読めた。

「面おも白しろそうな服がいっぱいありそうだよ？　美月に似合うのもね？」

「……い、いや、でも、ここコスプレって……」

「うん？　咲也はわかってないなぁ。服ってのはコーディネート次し第だいなんだよ？　カテゴリで分けて偏へん見けんを持つなんて、そんなの今時センスなさすぎだよ？」

　ま、マジか!?　い、いや、いくら僕がファッションに疎うといからってそんなこと……。

「咲也……、あんたセンスなさすぎよ」

「美月まで!?」

　僕がショックを受けていると、二人はまるで気にした風もなく店内へと入っていく。

　ぼ、僕の感覚が間違っているのか……？　いやでも、コスプレって……。けど、女子のファッションというのはそこまで型にとらわれないものなのか!?

　しばらくその場で逡しゆん巡じゆんしていた僕だったけど、やがておそるおそる店内へと足を踏ふみ入れ、二人を追いかける。普ふ段だん街では絶対に見かけないような服装に囲まれたその場所で、美月と麻奈は平然と、あれこれ服を選んでいた。

「このチャイナドレスとかいいよね？　セクシーさがにじみ出てるよ？」

「い、いいわね！　さすが麻奈！　せくしーで！」

「こっちには巫女みこさんの服もあるね？　日常とのアンビバレントな感じがいいね」

「い、いいわね！　さすが麻奈！　あんびばれんとで！」

「………………」

　これは、ごく普ふ通つうの女子高生の買い物風景として正しいものなのだろうか。

「でも、やっぱり美月に似合うといったらこれかな？　このメイド服とか可愛いよね。現実には絶対にあり得ないようなミニスカかつフリフリなところが、美月には特によく似合うと思うよ？」

「そ、そう？　そそそんなに似合うと思う？」

「いや、さすがにそれは……」

　似合うか似合わないかといえば似合うかもしれないけど……。

「さらにこの猫ねこ耳みみバンドをつけることで可愛さもより引き立つと思うよ」

「か、かかかかか可愛い!?　わた、私が!?」

「……こんな格好で外を歩いてる人なんて見たことないけど……」

　僕がかろうじて残っている違い和わ感かんからそう言うと、麻奈は呆あきれたようにため息を吐ついた。

「わかってないなぁ咲也は。こういう格好は、オタク文化の街ならよく見かけるものなんだよ？　日本のオタク文化は最さい先せん端たんだからね？　いずれはこの格好がどこでもスタンダードになるんだよ」

「そう。麻奈の言う通り、これは最先端ですたんだーどなのよ……」

「お前、本当にわかって言ってるのか……？」

　わかったように腕うでを組んでうんうんと頷うなずいてるけど、さっきからオウム返ししてるだけじゃないか……。

　しかし、僕の違和感をよそに、二人はどんどん話を進めていき、美月は麻奈に言われた服を持って試着室へと走って行った。どこか腑ふに落ちない気分ながらも、満面の笑みでいる美月を見ていると、僕には何も言えなかった。

　数分後、試着室から飛び出してきたミニスカ猫耳メイドさん美月を見て、僕はやっぱり「これはないな」と今いま更さらながらに思った。

　……いやまあ、可愛かったけどさ……。




「なんか人がよけていくんだけど……」

「皆みんな美月の可愛さに思わず怯ひるんでしまってるんだね？」

「か、可愛いとか！　麻奈ったら！　や、やややややだなぁもう！」

　頰ほおを染めてうねうねと身体からだをくねらせるミニスカ猫耳メイド美月。そんな美月を、道行く人達がじろじろと遠巻きに眺ながめる。その視線には明らかに奇き異いの色が浮うかんでいた。

　……正直、並んで歩いてるのも恥はずかしい。どうして僕は止めなかったんだろう。

「凡ぼん人じんは放ほうっておくんだよ。流行の最先端を行く者の宿命ってやつだね？　私は美月の雄ゆう姿しをちゃんと写真で残しておくよ」

　麻奈はスマホを取り出して、美月の撮さつ影えいを始める。美月は恥ずかしそうに、でも嬉うれしそうに笑顔を振ふりまいている。まあ、こんな美月に僕が何を言ったところで、止まりはしなかったんだろうけどさ……。

　すれ違った小さな女の子が美月を見て「メイドさんだー」と指差す。一いつ緒しよにいた母親が「しっ！　見ちゃいけません！」と慌ててその口を覆おおった。

　僕なら一発で心が折れてるこの光景も、好きな人以外からの視線なんてどうでもいい美月にとってはそよ風ほどのダメージにもならないらしい。

　美月……、お前は強いよ……。でもそれは、間違った強さなんだ……。

「さて、次はどうしよっか？」

　僕が一人で美月の分も凹へこんでいるのに、麻奈は平然とそう言った。そしてその時、僕は脇わき腹ばらを肘ひじで突つつかれる。もちろん美月だ。興奮気味だからか、突く力が結構強く、僕は思わずむせつつも、美月の方を見る。

　作戦その二を発動せよ──と、睨にらみつける目が言っていた。

「そ、そうだ麻奈。休み明けからプールの授業が始まるけど、水着は持ってるのか？」

「え？　水着？　そういえば水着は用意してないや」

「…………っし！」

　美月が拳こぶしを握にぎりしめる。さっきから声が思いっきり漏もれてるぞ……。

　作戦その二は、麻奈と一緒に水着を買いに行き、ここでも好みを知るというものだ。

　プールの授業が始まるというのは本当で、うちの学校には指定の水着がないから各自で買いに行かなくてはいけない。このことを思いついた時の美月の興奮は並なみ大たい抵ていじゃなかった。ひょっとしたら電話越ごしで鼻血でも流していたかもしれないな……。

「そ、そそそそれはいけないわね……。じゃ、じゃあ今から買いに行きましょう！　私も偶ぐう然ぜんだけど新しいのを買わないといけなかったから、ちょうどよかったわ！」

「あ、そうなんだね？　じゃあまた私が美月に似合うのを選んであげるね？」

「マジで!?」

　……話がとんとん拍びよう子しに進みすぎてるからか、美月が本気で驚おどろいている。自分で提案しときながらその反応はどうなんだ……。

　とは言え、進展がスムーズなら文句があるはずもない。この前の桜川先せん輩ぱいのことを考えたら、今回はまるでボーナスステージだ。

　興奮した美月の先導で、僕達は水着専門店へと向かうのだった。




「こ、今度は麻奈の方もさ、美月に水着を選んでもらうってのはどうかな？」

「ん？　それは別にかまわないよ？　似合うやつ選んでね？」

　水着コーナーに着く前に、僕は美月からひそかに耳打ちされたことを口に出した。

　私も麻奈の水着を選びたいから、という理由だ。加えて、自分で言うのは恥ずかしいから、というのもあったらしい。

「ああ、ああああ当たり前じゃない！　わた、私の手にかかれば麻奈を最高に美しく、綺き麗れいに、可愛かわいく、そしてエロくプロデュースするなんて簡単なことだし！」

「エロく？」

　美月は麻奈の返答を聞いて、ぶんぶんと残像が見えるくらいの速さで頷きつつそう返した。チラチラと下心が漏れるのはこの際無視しよう。

　その後、僕は延々と試着を繰くり返す二人に付き合う羽目になるのだけれど、その際に気づいたことがある。いや、気づかされた、とでも言うべきだろうか。

「美月にはこういう可愛いのが似合うよね？　サイズもぴったりだし！」

「で、でもこれって小学生用……」

「関係ないよ美月！　何々用だなんて、誰だれかが勝手に決めたこと。そんなのに美月が縛しばられる必要なんてないよね？　似合ってるんだから、気にしない気にしない」

「そ、そう？　そうよね！　それに小学生用が似合うってことは、最近の小学生は随ずい分ぶんませてきてるってことよね！　ったく、性の乱れが著いちじるしいわね！」

「い、いや……、そこは発想を逆転させるポイントじゃないのでは……」

「咲也は黙だまってる！　と、ととところで麻奈？　私が思うに、麻奈に似合う水着っていうのはこういうのじゃないかなーなんてっ！」

「……うわ。これは水着なの？　なんか紐ひもみたい……、って美月？　どうしたの？　鼻血出てるけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「い、いやこれは青春の汗あせだから！　けけけけけ決して麻奈がそれを着たところを想像して興奮したとかそういうのではないからね!?」

「言ってる場合か！　早く拭ふけ！　ああ、垂れる！」

　買い物自体はこんな調子で、つまりほぼ予想していた通りに進んでいったわけだけど、問題はそこじゃない。

　美月が麻奈におかしな水着ばかりすすめるのはいい。……いや、よくないけど、予想通りだったという意味でね。でも、麻奈がすすめるものには、違和感があった。

　麻奈が美月に似合うと言ってすすめる水着は、明らかに子供用のものだったり、アニメキャラがでかでかとプリントされているものだったり、かと思えば逆にサイズの合っていない大人用のものばかりだった。

　違和感。それはさっきのコスプレ専門店でも感じたものだ。

　麻奈の選せん択たくは、どこか悪意があるのではないか？　やっぱり麻奈は美月のことが──。

　しかし、当の美月はまるで気にした様子もなく、麻奈のすすめに従いながら嬉しそうにしているだけだ。だったら、僕がそこに口を出すのは筋すじ違ちがいというものだ。

　それでも──これで、このままでいいのだろうか。

「これもいいね。全身かつ縞しま々しま！　どっかの国の囚しゆう人じん服みたいでかっこよくない？」

「そ、そうね！　あうとろーででんじゃらすな感じがいいわね！」

　僕が悩なやんでいることなどまるで気づかないまま、二人のやり取りは続く。

　結局、美月は麻奈のすすめた小学生用の水着を買い、麻奈は自分で選んだごく普通の競泳用のを買って、その場は終わった。

　僕は美月のために協力する。その気持ちに偽いつわりはない。

　でも、これは本当に美月のためになっているのだろうか。







「そ、そろそろお昼の時間じゃないかしら？」

　水着を購こう入にゆうして店の外に出ると、美月が思い出したようにそう言った。そしてその言葉は、三つ目の作戦の合図でもある。僕は一いつ瞬しゆんためらったものの、すぐに決められたセリフを口にした。

「そ、そういえば美月。この辺りで何か美味おいしい店ってあるか？」

「て、テラスに評判のホットドッグ屋さんがあるわね。ちょうどいい天気だし、そこでお昼にしない？　麻奈もそれでいい？」

　この一連の白々しいやり取りは、もちろん事前に美月と二人で決めてきたものだ。

　ホットドッグを選択したのは、美月曰いわく、食べさせっこが自然にできるかららしい。しかもオプションとして、ほっぺについたケチャップを拭き取るイベントが発生することもあるとか。

　この作戦、アドリブが重要なのだけど、そこがかなり不安だ。現に今日は曇くもり空なのに機転が利きいていないから用意していたセリフそのままで言ってしまっているし。

「うん、私は別にかまわないよ？　……あ、そうだ。その前に一つ聞いておこっかな？　美月ってさ、辛からいのは大丈夫？　ちなみに私は大好きなんだけどね？」

「ふぇ!?　わ、私も辛いのは大好きだ、よ!?」

　おいちょっと待て……。お前はカレーの甘口でさえ辛い辛いと言って食べられないほどの舌の持ち主だったはずじゃ……。

「あ、そうなんだ。……じゃあ私と同じだね」

「そ、そうそう！　同じなのよ！　全く奇き遇ぐうよね!?　運命よね!?」

　ダメだ……、話を合わせるのに夢中で口をはさむ隙すき間まもない。

　僕達はそうして、浮かれる美月に導かれながらモールの屋上へとやってきた。どんよりと曇った空が、どことなく不安を感じさせる。

　ホットドッグと飲み物を購入して適当な席に座った。問題はここからどうやって食べさせっこに持っていくかだけど……。

　案の定美月はもじもじしたまま切り出せないでいる。こういう時のために、美月は麻奈とは別種類のホットドッグを選んだのだ。それを口実に、そっちも美味しそうだねとごく自然にやる！　と息巻いていたのだけれど、実際はやはり難しいようだ。

　ここは僕が助け船を──

「そっちも美味しそうだね？」

　出そうと思っていた時、不意に麻奈が美月にそう言った。

「……え？　ええええええ!?　そ、それって……、えええ!?」

　まさか、麻奈からそんな提案がされるとは思っておらず、美月は狼ろう狽ばいした。

「ちょっと食べさせてくれない？　私のも食べていいから、ね？」

「え？　それは、いや、うお？　いいいい、いい、けど……」

「ありがとう。じゃあ、いただきまーす」

　そう言って麻奈は、美月のホットドッグをほんの少しだけかじった。

「……うん、これも美味しいね。じゃあ、はい。私のもどうぞ」

　ニコニコと笑え顔がおで自分のホットドッグを差し出す麻奈。美月は沸ふつ騰とうしそうな顔でそれを眺めていたけど、やがて意を決したようにかじりついた。

「どう？　美味しい？」

「う、うん……、おいし──」

　しかしその言葉が終わる前に、美月は自分の口を手で覆おおった。目をいっぱいに見開き、そしてそれが潤うるんだかと思うと、涙なみだがあふれ出てくる。

「な!?　み、美月？　どうしたんだ!?」

「か……、か……っ！　から…………い……」

　からい……。辛い……？

　僕はゆっくりと振ふり向いて、麻奈のホットドッグを見る。よくよく目を凝こらすと、全体的に黄色い……って言うか、これはまさか……。

「辛かった？　私いっつもマスタードをいっぱいかけちゃうんだ。でも美月って辛いのが好きなんでしょ？　どう？　美味しい？」

　笑顔の麻奈の問いかけに、美月は壊こわれた人形のようにかくかくと頷うなずく。その間も、流れ出る涙は止まりそうもない。

「あ、よかったね？　じゃあもっと食べて？　はい、どうぞ」

「い、いや待て麻奈！　それは無茶だ！」

「咲也？　どうして無茶なのかな？　美月はこれが好みなんだよ？　ね、美月」

　こくこく。どうしてお前はその状態で頷くんだ……！

「よかった。実は私、マスタードかけすぎちゃったんだ。辛いのは好きだけど、これはちょっと食べられないかな？　でも美月はこれが好きだって言うんだから、交こう換かんしてもらってもいいよね？」

　そう言って、麻奈は美月のホットドッグを受け取ると、美味しそうに食べ始めた。一方で美月は、表面がマスタードで埋うめ尽つくされたそれを凝ぎよう視ししていた。

「か…………っ！　から……」

「み、美月……？　む、無理はするなよ……？」

「どうしたの美月？　食べないの？　食べられないなんてことは、ないよねぇ？」

　麻奈の無む邪じや気きな言葉に、美月はビクリと身を震ふるわせた。そして次の瞬間、震える手でホットドッグをかまえると、あんぐりと口を開けてそれを一気に押し込んだ。

「─────────────っ!?」

「み、美月ぃぃぃぃぃ!?」

　美月は口を手で押さえたままその場に倒たおれ、そしてのたうち回った。服装が先ほどのミニスカ猫ねこ耳みみメイドのままだったので、アングル的にかなりきわどかったけど今はそれどころじゃなかった。

「こ、これを飲め美月！」

　僕が一いつ緒しよに買ったアイスティーを差し出すと、美月はすごい勢いで飲み干した。が、まるで足りないらしく全然回復しない。顔色が赤を通り越こして土気色になっている。

「すごいね。そんなに美味しかったのかなぁ」

　平然と言ってのける麻奈に、僕は信じられないといった視線を返す。

　しかし麻奈は意に介かいした風もなく、のんびりとホットドッグをかじっている。

「なに？　美月は辛いのが好きなんでしょ？　まあでも、のどが渇かわいたのかな？　じゃああ何か飲み物買ってくるね」

　麻奈が立ち上がってどこかへ行った後、僕は美月の身体からだを持ち上げて椅い子すに座らせた。テーブルに突つっ伏ぷした美月の口から、ひゅーひゅーと頼たよりない呼吸音が漏もれる。

「無茶しやがって……」

「かふっ…………。ま、麻奈のホットドッグ……。か、間接……キス……」

　……この状態ですさまじい根こん性じようだ。舌が痺しびれているのか、ほとんど回ってないから聞き取りにくいことこの上ないけど。

「ただいま。美味しそうな飲み物買ってきたよ？　私のおすすめ！　どうぞ、美月」

「あ、あああ、ありがと……うっ！」

　戻もどってきた麻奈が、美月に缶かんを差し出す。赤い赤い、燃えるような色の缶。

　僕が手を伸のばして制止する前に、美月はプルタブを開けて、一気に中身を飲み込んだ。
















　ハバネロドリンク。はっきりと見えたそのあり得ない印字。

　その直後に起きた惨さん劇げきは、あえて語るまでもない。ただ一つ、美月の口から勢いよく[image: 迸]ほとばしった赤い水流が、正面にいた僕の顔へと押し寄せたとだけ言えば、大体想像はつくだろう。

　つまるところ、地じ獄ごくだった。

「美月ってば、そんなに喜んで。珍めずらしいと思って買ってきたんだけど、そのドリンク、そんなに美味しかったんだね？」

　悶もん絶ぜつする僕と美月を、麻奈は頰ほお杖づえを突きながら眺ながめていた。

　そして、涙で滲にじんだ僕の目に映ったその顔には、あの晩月夜を背景に見たものと同じ表情が浮うかんでいた。ニヤリと、口角だけを釣つり上げた、酷こく薄はくな笑顔。

　それは、サディスティックなにゃーちゃんの顔。

「言ったでしょ？　私は手をこまねいてなんていないって」

　その時、僕の中にあった違い和わ感かんは確信へと変わっていた。

　悪意。美月に対する明確な悪意。あの夜、麻奈が言い放ったあの言葉は、夢でも幻まぼろしでもなかった。そう思いたかったけど、そう思いかけていたけど、違ちがったんだ。

「麻奈……、お前ワザとこんな……？　じゃあ最初から？」

「こういうことをするには、お出かけってのは良い機会だったわね」

　悪びれた様子もなく、平然と言ってのける麻奈。

　それはつまり、今日という日の誘さそいに乗った時点から、こういった一連の嫌いやがらせを美月に仕し掛かけるつもりだったということだ。完全に意図的に。

　そして僕は、それでも嬉うれしそうに笑っている、いや、笑おうとしている美月を見て、ようやく自分のするべきことがわかった気がした。

　美月の協力者として、どうしてもしなくてはいけないことが──。




　　　　▼




　休み明けの放課後。

　僕は部活に向かおうとする美月の手を引いて、無言のまま屋上へと連れ出した。

　何の用なのよ！　と怒おこったような口調で言う美月だったけど、今はそれを怖こわがっている場合じゃない。

「美月、話がある」

「何よ。この前のデートのことでまた麻奈の悪意とか、そういうこというつもり？　だったらお断り。聞きたくないわよ」

　ぷいっと顔をそむける美月に、僕は困り果てる。実はあのデートの後、僕は何度か麻奈のことで美月と話をしようとしたんだ。あんな目にあわされてもまるで気にした風もない美月が、逆に心配だったから。

　でも、美月は聞く耳を持たない。思い出の女の子という補正が、麻奈を見る目を狂くるわせているのだ。でも、僕は麻奈がその女の子ではないと、今は確信をもって言える。

　……このままだと、美月は誤解を抱いだいたままもっとひどい目にあうだろう。ちょうど今日の昼休みも、麻奈にパシリ扱あつかいされて飲み物を買いにいかされていたように。

「そうじゃない。でも、麻奈のことではある。一つ提案があるんだ」

　提案？　と首を傾かしげる美月に、僕は続ける。

「美月は麻奈が運命の女の子だって言ったけど、僕にはやっぱりそれはどうも信じられないんだ」

「なに、そっちの話？　あんた、まだ疑ってるわけ？」

「ああ。でも、僕の疑いが消えないと、すっきりした気分で美月に協力ができないんだ。そこで提案なんだけど、麻奈に直接運命の女の子のこと、聞いてみないか？」

「はぁ!?」

　美月が素すっ頓とん狂きような声を上げる。顔を赤くして、わなわなと震えている。

「ななななな何言ってんのよ！　そそ、そんなこと、でででできるわけないでしょ！」

　頰ほおに手を当てて、くねくねと身体をくねらせながら、思いっきり照れていらっしゃる。

　まあ、その反応は自然かもしれない。だってそれは美月が麻奈のことを想おもっている理由の核かくになる部分だ。それを本人に確かく認にんするとなると、告白するのとほぼ同じだ。

　……と、美月は思っているだろう。

　でも僕はそうは思っちゃいない。だって、おそらく返ってくる答えは……。

「でも、やっぱりそこははっきりさせておくべきだと思う」

　僕が強い口調でそう言うと、美月はくねるのをやめて、不思議そうな顔で僕を見た。

「……なんで、そんなにこだわるの？」

「さっきも言ったけど、麻奈が本当に運命の女の子なら、僕も全面的に協力するつもりなんだよ。だから大前提のそこを確かなものにしときたいんだよ」

「…………ふ、ふん。咲也のくせに、ずいぶんと生意気言うじゃない」

　それは、自分でもそう思う。ぶっちゃけ内心はドキドキビクビクものだ。

　万が一美月にキレられでもしたら、と思うと気が気じゃなかった。とは言え、そこまでも踏ふみ込まないといけないほど、事態は切せつ迫ぱくしているわけだけど。

「……でも、そこをちゃんとしたら、咲也はもっと協力してくれるの？」

「え？　あ、ああ、うん。もし本当にそうならね」

「イトコ権限で、麻奈の家に連れて行ってくれたり……？」

「いや、僕も麻奈の家とか行ったことないけど……」

「イトコ権限でお泊とまりさせてくれたり!?」

「どんだけ強力なんだよイトコ権限！」

　そもそもそんな権限は存在するのだろうか？

　美月のやつ、コネというものを根本的に誤解しているとしか思えないぞ……。

「…………わかった」

　やがて美月は、どこか拗すねたような顔をしながらも、頰を染めてそう言った。

「咲也がそこまで言うならわかったわよ。本当は疑うような真似まねはしたくないけど、咲也がどうしてもって言うから、仕方ないわね！」

「いや、まあ、ありがとう……？」

　……ん？　お礼を言う場面だっけ？

　なんで僕が恩を着せられているみたいになっているのだろうか。

「はぁ……、まったく世話が焼けるわねあんたは。私がいないとダメダメなんだから。本当は必要ないけど、咲也が泣いて頼たのむから仕方なくやってあげるわよ」

「さすがに泣いて頼んだ覚えはないけど……」

「何でもするからって土下座しながら頼むから仕方なく」

「事実の改かい竄ざんはやめていただけますかね！」

　恐おそろしいやつだ！　ちょっと油断していると、身に覚えのない既き成せい事実が勝手に積み上げられていく！

「なによ。あんたは麻奈と私の思い出を疑うという二重の罪を犯おかしてるのよ。もし麻奈に聞いてみて事実だったら、その時はどうなるか、覚かく悟ごの上で言ってるんでしょうね」

「え!?　ど、どうなるの？」

「具体的に考えてないけどそこそこひどいことするわ」

　……それはまた、具体的にこれと言われるより想像力が膨ふくらんで嫌な答えだな。しかもそこそこというのが、妙みようにリアルで怖い。なんせ美月だしな……。

「まあいいわよ。気が進まないけど、聞いてみるって決めたしね。じゃあさっさと部室に行くわよ。麻奈もそこにいるだろうし」

　何はともあれ、美月がやる気になってくれたのでよかった。

　これで、とりあえず一つは決着がつくだろう。

　でも、それは美月にとっては辛つらいことになるはずだ。

「ほら、なにグズグズしてんの。あんたが言い出したんでしょ！　さっさとしろ！」

　屋上の出口から僕を急せかす美月。僕はその姿を見て、ちくりと胸が痛んだ。

　これから直面するであろう無む慈じ悲ひな現実に美月を追いやったことへの罪悪感か。それとも、自分の陥おちいっている状じよう況きようへの呪のろいか。

「ま、どうせ麻奈があの子であることは間違いないけどね！」

　余よ裕ゆうの表情で隣となりを歩く美月を見ながら僕は、ひそかに心の中で、美月に謝るのだった。







「え？　十年くらい前、あの公園で？　それって何のこと？」

　ピシリッという致ち命めい的てきな音とともに、美月が目の前で石化した。この姿は、先日の桜川先せん輩ぱいの時も見たことがある。

　もちろん原因は麻奈の答えだ。予想していたとはいえ、なんて残ざん酷こくな展開なんだ。

「……ねえねえ、さっきゅん？　なんか美月が落書きみたいになってるんだけど……」

　僕の隣で遠巻きに眺めていた岸きしの里さとが耳打ちしてくる。何事ですかいと聞かれたけれど、今は何とも答えようがないので、首を振ふるくらいしかできない。

「美月と水無瀬さん、何かあったのですか～？」

「ま、まあ、色々と。すいませんが今は口出し無用で」

　僕がそう頼むと、天てん満ま先輩は「はい～」と言ってほにゃっと笑った。ろくに事情を説明してないのに詮せん索さくしない先輩は、本当にいい人だった。もちろん、普ふ段だんははっちゃけてるけど肝かん心じんなところでは空気を読む岸里も。

「…………え？　ま、麻奈？　覚えてないの？　ほら、公園の外れにある大きな木の下で泣いてた女の子に……」

「んー？　やっぱり記き憶おくにないけど？　あの公園で咲也と遊んでたのはよく覚えてるけど、泣いてた女の子なんて知らないよ？」

　ピシッ、ピシリッ。

　ああ、美月のヒビがどんどん増えていく……。

「い、いやいや……！　よーく思い出して？　そりゃ十年も前のことだから覚えてないかもだけど、そこをなんとか！　もう一声！」

　美月……、競売じゃないんだからさ……。

「って言われてもね？」

「細かいことは覚えていないかもだけど、ほら！　その子を慰なぐさめて、リボンをあげたこととかは!?　さすがにこれは覚えてるでしょ!?」

「うーん？　やっぱりそんなの知らないよ？　そもそも私、子供の頃ころからずっとリボンなんてしたことないよ？」

　ビキッ！

　なんか今、一ひと際きわ危ない音がした気がする……っ！

「私ってあんまりリボンとか似合わないしね？　って、あれ？　どうしたの美月？　なんか顔色悪いよ？」

「は、はは……、あはは…………」

　美月は落書き状態のまま、虚うつろな表情で乾かわいた笑いを漏もらしていた。

　壊こわれてしまったのかと心配になる。しかも、そういった状況へ追いやったのは他ほかでもないこの僕だ。たとえそれがそうせざるを得なかったからだとしても、やっぱり胸が痛い。

　やがて美月はフラフラと立ち上がると、覚おぼ束つかない足取りのまま、ゆっくり部室から出て行ってしまった。その間、引き止める者は誰だれもいない。と言うか、誰も声をかけられなかった、というのが正解だろうか。

　僕以外の全員は、美月に何があったのかわからず、僕は僕でかける言葉がなかった。せめて今はそっとしておいてあげることくらいしか、してやれることはない。

「……どういうことなの？」

「あらら～……」

　岸里と天満先輩もさすがに心配そうだった。

「ねえ咲也、美月ったらどうしちゃったのかな？　なんか思い出の女の子がなんとかとか言ってたけど、あれってなんだったの？」

「まあ、何と言ったらいいのか……」

　僕は一連の経けい緯いを説明し始める。もちろん、美月が麻奈に恋こい心ごころを抱いていたということは伏ふせた上でだ。さすがにこの場をほったらかしにはできない。

　僕の説明を聞くうちに、岸里と天満先輩は何かを察したらしく、一いつ瞬しゆんだけハッと身を固くした。けれど、だからといって何かを言ったわけじゃない。二人とも美月の恋れん愛あい対象が女の子だということを知っていて、理解もしている。だからこそ今回は、その対象が麻奈だったことに気がついたのだろう。

「……ふうん？　じゃあ美月は、私がその思い出の女の子だと勘かん違ちがいしてたってわけ？」

「まあ、簡単に言うとそうなるかな」

「へぇ？　でも、どうしてだろうね？　私って、その女の子に似てたのかな？」

「いや、顔ははっきりと覚えていないらしい。雰ふん囲い気きとか、美月の直感によるところが大きいから僕は何とも言えないけど。あ、そう言えば笑え顔がおが似てるとか言ってたな」

「……笑顔？　どういうこと？」

「詳くわしいことは知らないけど、笑い方がとか言ってたかな……？　まあそれも、美月の直感だから僕には何とも……、麻奈？」

　僕が説明していると、麻奈は何かを考え込むように俯うつむいている。時折「笑顔……」という言葉を呟つぶやいているけど、何を考えているのだろうか。

「ふうん、なるほどそういうことだったんだねぇ。ま、とりあえずあれだよ、さっきゅん、色々とお疲つかれさまだったね！」

「ちゃんと美月を支えてあげてたんですね～」

　一通り言うべきことを言い終えると、岸里と天満先輩から労ねぎらいの言葉をかけられた。苦労がわかってくれる人がいるっていうのは、いいものだった。

「でもね、さっきゅん？　お疲れついでで悪いけど、もう一つ頼まれちゃくれないかい」

「もう一つって、何を？」

「なに、大したことじゃないよ。美月のこと、追いかけてやって欲しいのさ。ショックだろうし、傍そばにいてあげてってこと！」

「いや、でも、そっとしておいた方がいいかと思って……」

「間違いではありませんけど～、この場合は追いかけてあげた方がいいですね～」

「もう！　さっきゅんは女心ってもんがわかってないよ！　さっきゅんらしいけど！」

　女心って……、そんなものが僕にわかるわけがないんだよなぁ……。

　とは言え、ぐいぐいと背中を押す二人に逆らうこともできず、僕は半ば追い出される形で部室から出た。その直前に、麻奈の方を窺うかがってみたけど、麻奈はまだ俯いたまま何かを考え込んでいた。

　僕はとりあえず、いつも美月と歩く帰り道を走った。

　結構前に出て行ってしまったので追いつくことは難しいんじゃないかと思っていたけど、意外とすんなり美月を見つけられた。

　あの足取りのままノロノロと進んでいたためらしく、歩き方がかなり危なっかしい。なんか蛇だ行こうしてるし……、背中から負のオーラが出まくってる。あ、家の前庭につながれてる犬が、美月を見て怯おびえて犬小屋に入った！

　な、何が起こっているのだろうか……。

　なんか非常に恐ろしい予感がするけど、見つけたからには声をかけないといけない。

「お、おい美月？」

　僕の呼びかけに、美月はピタリと歩みを止めた。

　が、振り返ることはしない。僕に背中を向けたまま、道路のど真ん中に立っている。

「美月？　大だい丈じよう夫ぶか？　なんか様子が…………って、うわっ!?」

　追いついて顔を覗のぞき込んだ時、僕は思わず驚おどろいてのけぞった。

　無表情。

　ただし、目だけが異常にすわっている。正直、めちゃくちゃ怖こわい。

「…………咲也」

「は、はい！」

　美月の呼びかけに、僕は思わず敬語で答える。僕の心が叫さけんでいるのだ。今の美月に絶対に逆らうな、と……っ！

「麻奈は……、咲也の思った通り、思い出の女の子じゃなかったわ……」

「あ、ああ、うん……。何というか、残念だったというか……」

「それはもういいの……。もとはと言えば、私の勘違いだったわけだし」

　まあ、それは全くその通りだ。

　勝手に勘違いして勝手に失望しているわけだから。

　案外恋愛ってそんなものなのかもしれないけど、さすがにそれをこの場で言うほど僕は空気が読めないわけでもないし、命を粗そ末まつにしてるわけでもない。

「でも……、だとしたらね……？」

「だ、だとしたら……？」

「あのクソ女だけは絶対許しちゃおけないって思わないかしら……っ!?」

　その時、美月の表情がガラリと変わった。一見笑っているようにも見えるけど、その凄せい惨さんな顔つきは、僕に恐きよう怖ふ心しんしか感じさせない。

　鬼おに。

　美月の毛は逆立ち、オーラのようなものまで見える気がする。完全にぶちギレているのがわかるし、周囲の気配もいつの間にか剣けん吞のんなものに変わっていた。

「さあああくうううやあああぁぁぁぁぁ!!」

「は、はいいいいいいいい！」

　美月の怒ど号ごうに、僕は本気で腰こしを抜ぬかしながら叫ぶ。近くの電線にとまっていた鳥がいっせいに飛び立って行ったのが見えた。

「あの女ぁ……っ！　私が必ずこの手で始末してやるわ！　社会的に！　精神的に！　そして肉体的にも！　私の受けた屈くつ辱じよくを百万倍にしてもまだ気が収まらないっ！」

「く、屈辱って……っ！」

「決まってんでしょうがぁっ!!」

　ドゴォン!!

　美月が傍にあった電柱にノーモーションで蹴けりを入れる。そのコンクリートの塊かたまりからビキッという嫌いやな音が聞こえたような気がしたけど、それが現実だとは思いたくない。

「あんなバカみたいな格好をさせられたこと……っ！　小学生用の水着を似合ってるって理由で買わされたこと……っ！　それからあのわざとらしいホットドッグを食べさせられたこと……っ！　ついでにお昼にパシリ扱あつかいされたことも！」

「……いや、でも、それって美月が自分から……」

　って言うか、あのメイドさんの姿が変だということは自覚していたんだな……。

「違ちがう！　全部私の純情を！　乙女おとめ心ごころを弄もてあそんだあの女が悪いのよ！　私だって、あれってワザとやってるんじゃないかってうすうすはわかってたわよ！　それでも、あの子のすることだからって思って我が慢まんしてたのに……っ！」

　グルルルル……と、猛もう獣じゆうのように身構える美月。目は完全に野生動物のそれになっていて、このまま食い殺されるんじゃないかと錯さつ覚かくしそうなほどだ。

　怖い……っ！　怖すぎる……っ！

「あの女……っ！　覚かく悟ごしときなさいよ！　必ず地じ獄ごくに叩たたき落おとしてやる！」

「み、美月!?　お前、何するつもりなんだよ！　ぼ、暴力はダメだぞ！」

「……安心しなさい。私はただ、されたことをそのままお返しするだけよ！　まあ、ちょっと利子はつけないといけないだろうけどねぇ！」

　くっくっくと、シャレにならないほど邪じや悪あくな笑みを浮うかべながら、美月はくるりと振ふり向いて歩き出した。

「美月!?　ちょっ……、どこに行くんだよ！」

「学校。ちょっと用事を思い出したから戻もどるわ。あんたはついてこなくていいわよ」

「いやいやいや！　まさか麻奈のところに殴なぐり込みに行くわけじゃないよな!?」

　僕は、確かく認にんと願望が一対九くらいの割合で入り混じった言葉を投げかける。

「……さあ？」

「いや、そこは否定してください！」

「うるさい！　そんなことで私の気が晴れるわけないでしょ！　でも心配しなくていいわよ。今日はちょっとした準備をしに行くだけだから！」

「じゅ、準備って……」

　嫌な予感がする。いや、嫌な予感しかしない！

「咲也。プールの授業って確か明日あしたよね？」

「え!?　あ、ああ、そうだけど……」

「そう。ならちょうどいいわね。じゃあ咲也はここで帰りなさい。それから、明日を楽しみにしていることね」

「い、いや美月……？　一体に何を……。それに明日って……」

「いいから早く帰れっつってんでしょうが！」

　僕は美月の怒ど声せいに、浮かしかけていた腰がまた抜けたのを感じた。怖すぎる！

　美月はそのまま、すたすたと学校の方へと去って行き、僕は呆ぼう然ぜんとそれを見送るしかなかった。そして、混乱した頭のまま、美月の言っていたことを思い出す。

　お、お返しって……、一体何をするつもりなんだ？

　僕の予定では、美月の恋がひと段落して、あとは麻奈をなんとかすればいいと考えていたのに、なにやらものすごく剣吞なことになってしまった。

　明日。明日、美月は何をするというのだろう。

　わからない。わからないけど、もしかして、ひょっとして、僕はとんでもない事態を引き起こしてしまったのではないだろうか。




　　　　▼




　女子更こう衣い室に泥どろ棒ぼうが入った。

　翌日の朝のＨＲで先生からそんな報しらせがあった。なんでも、そこに置いてあった体操着などが根こそぎなくなっていたのだと言う。

「不ぶ精しようして更衣室に服を置きっぱなしにしてるからこんなことになんだよ！　プールが始まるから体操着は当分いらねーってことだろーが、物置代わりにしてんじゃねーぞ！　自業自得だくそったれ！　あと、やった男子は正直に名乗り出ろよ。ぶっ殺してやるから」

　僕はイっちゃん先生のお説教を聞きながら、ふと嫌な予感がして、後ろを覗き見た。

　そこでは美月が頰ほお杖づえを突つきながら、不敵な笑えみを浮かべてこちらを見ていた。あからさまに怪あやしすぎて疑うという段階を超こえてる。何やってんだあいつは……っ！

「私のも盗とられたんだよ？　犯人は何考えてんだろうね？　変態かな？」

　隣となりの席で憤ふん慨がいしている麻奈に、僕は何も言うことができない。犯人がある意味で変態なのは正解かもしれないけど、何を考えているのかは僕にもわからないからだ。

　ＨＲが終わり、いつもの一日が始まる。

　美月は麻奈に、ごく普ふ通つうに接している。昨日見せた怒いかりの権ごん化げみたいな姿は、今はもうどこにもない。さすがに以前のように好きな女の子として緊きん張ちようしている様子はなく、普通の友達に対するような態度だ。

　でも、それが一段と僕の不安を煽あおる。

　昨日の出来事が忘れられるわけがなく、だったらこのまま平へい穏おん無事に終わるわけもない。

　僕はビクビクと二人の様子を窺っていたけど、結局何も起こらないまま体育の時間になった。今日から体育は夏の間水泳に置き換かわる。男女合同で体育館に併へい設せつされた屋内プールで授業を行うため、僕は更衣室へと向かった。







「騒さわがしくてかなわんな。たかだか女子の水着姿でこうも興奮するとは困ったものだ」

　シンプルな水着を着けた壮そう次じ郎ろうが、プールサイドで腕うでを組みながら呆あきれたようにそう言った。先に着き替がえ終わり女子を待っている男子達を見て、呆れているのだろう。

「各自で水着を用意すると言っても、大体が黒か紺こんの競泳用だ。そんな特別なものでもあるまいに。……ん？　どうした咲也？　落ち着きがないが、お前も気になるのか？」

「え？　い、いや、そういうわけじゃないけど……」

　と言うか、それどころじゃない、と言った方が正解だ。

　ついにこの時が来てしまった。美月が口にしていたプールの時間。何かが起こるとしたらここしかない。昨日の美月のことを考えると、何がどうなるのかと気が気じゃなかった。

　男子達の興奮とも、壮次郎の落ち着きとも違う。僕が抱いだいているのは不安だけだ。

　やがて、女子が着替えを終えてやってきた。歓かん声せいとともに迎むかえる男子。でも、そこに美月と麻奈の姿はなかった。僕がきょろきょろと探していると、皆みんなから遅おくれて二人が更衣室から出てくるのが見えた。

「咲也ーっ！」

「ちょっ……っ！　美月……っ！　声が大きい……！」

　この前買ったものじゃない普通の競泳用水着に身を包んだ美月が、手を振りながらこちらに近づいてくる。何故なぜか麻奈の手をしっかりと握にぎって引っ張っているようで、よくよく見ると、麻奈は赤い顔をして全身にバスタオルを巻いている。

「……何やってるの……？」

「麻奈が恥はずかしがっちゃって、それで遅れたのよ。ほらほら、いつまでバスタオル巻いてるの？　そんなんじゃプールに入れないでしょ？」

「な!?　ちょっと美月……っ！　待ってって……っ！」

　美月は笑顔ながらも、ほとんど強引に麻奈のバスタオルをはぎ取った。その下から出てきた姿は、先日ショッピングモールで購こう入にゆうしたごく普通の競泳用水着……に見えたけど、なんかおかしいぞこれ……。

「麻奈って大だい胆たんだよねー。こんなにピッチピチのなんて私じゃとても着れないよ。よっぽど身体からだに自信があるんだねー」

　美月の棒読み通り、麻奈の水着はピチピチだった。明らかにサイズが小さくて、身体のラインが浮き出るどころかはみ出している。具体的にはその大きめの胸が上下左右から抜け出そうとしているところを、麻奈が必死に自分の腕で押さえていた。下の方もすごいことになっていて、お尻しりのあたりがまさにはちきれんばかりになっている。

　僕は顔が熱くなって慌あわてて視線を逸そらしつつも、チラチラと麻奈の方を窺うかがいながらおそるおそる訊たずねた。

「麻奈……、その格好はちょっと……」

「ち、違うの！　なんか今日になって急にサイズが縮んでて！　決してわざとじゃ！」

　麻奈はそう言って、危ない箇か所しよを手で隠かくしながらその場にへたり込んだ。

　見ると、周りにいた男子はもちろん女子までもが頰ほおを染めて麻奈の方を見ていた。抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇ほこる麻奈がきわどい格好で現れればごく自然な反応だろう。平然としているのは美月と壮次郎くらいなものだ。

「まあまあ麻奈。そんなに恥ずかしがらなくてもいいわよ。ちょいエロな感じが出てて麻奈には似合ってるから！」

「そんなこと言われても嬉うれしくないわ……。うう……、なんでこんなことに……」

　美月が慰なぐさめているようで実は傷をえぐっている……。ほんと、なんでこんなことになっているんだ？

　その後麻奈は、水の中に入れば恥ずかしくないからと美月に言われ、大量の生徒たちを引き連れつつプールへと走って行った。壮次郎も、怪け訝げんそうな顔をしながら泳ぎに行き、後に残った僕と美月は、どちらともなく顔を見合わせた。

「あれは…………痴ち女じよね」

「いやいやいや！　どういうことだよあれは！」

　腕を組んでうんうんと頷うなずいている美月に、僕はもちろんつっこんだ。

「どういうこともなにもないわよ。麻奈はああいう痴女みたいなエロく変態的な格好で外に出る性せい癖へきの持ち主だったというわけよ。まさに青せい天てんの霹へき靂れきだわ」

「……わかった。あれはお前の仕し業わざだな美月！　あの水着はどういうわけだ！」

　美月はニヤリと笑って得意げに説明する。と言っても内容は簡単で、あらかじめ同じ水着の小さいサイズのものを用意しておいて、更衣室で麻奈のものとすり替かえたのだという。

「あらかじめ用意しておくとかすり替えとか、よくまあそんなことができるな……」

「簡単よ。麻奈が水着を買った店は知ってるんだし、一回り小さいサイズの水着を用意するなんてすぐできるでしょ、それにすり替えだって、隙すきなんて日常にいくらでもあるし」

　恐おそろしいことを平然と口走りながら、こずるい笑みを浮かべる美月。

　悪だ……。こいつは間ま違ちがいなく邪悪だ……！

「こ、これがお前の復ふく讐しゆうなのか……。確かに麻奈はひどいことをしたと思うけど……」

「復讐だなんて、これは単なるお返しでしょ？　それに、こんなもんで終わりなわけがないじゃない」

「え……？」

　その時、プールの方から悲鳴が聞こえてきた。

　何事かと思う間もなく、麻奈が両手で胸を抱かかえながらこちらに走ってくる姿が見えた。

「ば、バスタオル！　咲也！　バスタオル早く！」

「バスタオルって……、あ!?」

　よく見ると、麻奈の水着の肩かた紐ひもが両方とも切れている。そして水着の胸の部分がはだけそうになって、二つの大きな塊かたまりが目の前に……って、何を観察してるんだよ僕は！

　僕は急いで麻奈のはぎ取られたバスタオルを拾うと、麻奈はそれをひったくるようにして受け取り、そのまま全身をグルグル巻きにして座り込んだ。

「う、うううう……。な、なんで私がこんなめに……っ！」

　麻奈は僕に背を向けて震ふるえている。僕はかける言葉が見つからず、直前の衝しよう撃げき的な映像を頭から追い出すように首を振ふっていると、ちょいちょいと美月が僕の肩かたをつついた。

　振り向くと、美月はものすごい笑顔で親指を立てていた。

　ぐっじょぶ！　……じゃねーよ！

「こ、これもお前の……」

「ま、ちょっとした事故よね。たまたま肩のところのゴムが弱かったんでしょうね」

　こいつ……わざと切れるようにしていたんだな……っ！　そこまでするのか！

「……私にあんな格好をさせて人前を歩かせた罪は、万死に値あたいするのよ……」

　あんな格好ってミニスカ猫ねこ耳みみメイドのことか……。まああれも大たい概がいだったけどさ……。

　僕はプールサイドに座り込んでバスタオルにくるまっている麻奈と、得意げな顔をしている美月を見比べながら、盛大なため息を吐つくのだった。







　体育が終わり、着替えを済ませて教室へと戻もどってきた。

　結局あの後、麻奈がプールに入ることは二度となかったわけだけど、それはまあ当然だな。それにしても美月のやつ……、こんなやり方でやり返すなんて……。

「…………」

「あ、麻奈。大だい丈じよう夫ぶだったか？　さっきのは、まあ事故みたいなものだからあんまり気にせずに……」

　僕が自分の席に座っていると、隣の席に麻奈も帰ってきたので、僕は事情を知っている者として先ほどのことを慰めようと声をかけた。

「…………え？　あ……っ！　な、なんでもないよ!?　本当になんでもないからね!?」

　しかし、どこか麻奈の様子がおかしい。心ここにあらずといった感じだし、妙みようにそわそわしている。何故か両りよう脚あしをがっちり内うち股またにして、スカートのすそをきつく、それこそ手に血管が浮うき出るほどきつく握りしめている。

「……どうしたの？　なんか顔色が悪いけど……」

「だ、だからなんでもないよ!?　わ、私は全然大丈夫だから気にしないで！」

　なんだかよくわからないけれど、ものすごい拒きよ絶ぜつのオーラを感じる……。

　わけがわからなかったけれど、間もなく先生が教室にやってきて次の授業が始まり、僕はそれ以上麻奈に声をかけられなかった。

　授業中も、麻奈はずっと様子がおかしいままだった。

　相変わらずスカートのすそを摑つかんだままろくにペンを持とうともしないし、先生にあてられて答える時も、ほとんど立ち上がらず中ちゆう腰ごしみたいな姿勢だったし……。

　先生含ふくめ、皆が怪訝そうな目で麻奈を見ていた。視線が集まると、麻奈はますます顔を青ざめさせて、冷ひや汗あせまで流す始末。どこか具合でも悪いのかと思ったけれど、麻奈は僕といっさい視線を合わせようとしなかった。

　やがて授業が終わる頃ころには、麻奈はぐったりとして机に突つっ伏ぷしていた。それでも手はスカートを摑んでいるあたり、なにか知らないけど根こん性じようのようなものを感じた。

「麻奈！　咲也！　ちょっと付き合ってくれない？」

　そんなところに美月がやってきて、嬉しそうに僕たちに声をかける。しかし麻奈は突っ伏したまま「動きたくない……」と重い声を返すだけだった。

「……付き合ってくれって、どこに？　何かあるのか？」

「うん。実はさっき窓から外を見てたら、何か白いのがフワフワ屋上の方に飛んで行ったのが見えたから、何かなって思って。確かめに行こうよ」

「何か白いのって……、ビニールか何かだろ？　そんなの別にわざわざ……」

　しかしその時、麻奈がいきなりガバッと立ち上がると、必死の表情で美月を見た。

「し、白いの!?　お、屋上に!?　い、行く！　連れてって！」

　すごい剣けん幕まくで詰つめ寄る麻奈に、美月は薄うすく笑って「じゃあ一いつ緒しよに行こう」と返す。僕はわけがわからないまま、美月に手を引かれて一緒に屋上へと向かった。さっきから、麻奈は一体どうしたというんだ？

　屋上へと続く鉄てつ扉ぴの前に着くと、先導していた美月がふと足を止めてその場にかがみこんだ。そして、何か慌てた様子で床ゆかに手をついている。

「ど、どうしたの美月？　は、早く屋上に……」

「ごめん麻奈。急にコンタクトが外れちゃったみたいで……。悪いけど先に行っててくれない？　あ、咲也は手伝いなさいよね」

　……コンタクト？　お前はコンタクトなんかしてないだろ？　目はいいはずだし。

　僕の疑問をよそに、麻奈はそれを聞いて焦じれた様子で鉄扉のノブへと右手をかけた。そしてノブを回すと、ゆっくりと扉とびらを開く。同時に、屋上から初夏のさわやかな風が吹ふき込んできた。

　そういえば今日は風が強いなと思っていると、麻奈のスカートが揺ゆれているのが見えた。今は左手で前の方をおさえているだけで、後ろの方はめくれ上がりそうだ。僕が目を逸らそうとした時、不意に強い風が吹いてきて、その軽い布地を押し上げてしまった。

「………………え？」

　目を逸らした瞬しゆん間かんだった。でも、網もう膜まくにはしっかりと焼き付いてしまっていた。

　肌はだ色いろ。すらりと伸のびた脚あしと全く同じ肌色がそこに見えた、気がした。

　バタンと鉄扉が閉じる音。空気の流れが止まり、時間の流れも止まったようだった。

　僕がゆっくりと視線を戻すと、両手でスカートをおさえている麻奈と目が合った。
















　麻奈の顔が赤い。僕の顔も赤くなっている気がする。

「………………み、見た？」

　何を、と聞くまでもない。そして僕は何も答えられなかった。

「いやあああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　耳をつんざくような悲鳴が前方から聞こえ、それは間もなく後方へと消えていった。走って逃にげていく麻奈の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送りながら、僕は何が起こったのかまるで頭の整理がつかず、助けを求めるように美月の方を見た。

「あれは…………………痴女よ」

「いやいやいやいや！　答えになってないよ！」

　腕うでを組んでドヤ顔の美月に、僕は激しく抗こう議ぎする。

「神聖な学び舎やを、こともあろうにノーパンで闊かつ歩ぽしてるのよ？　痴女じゃないの」

「じゃなくて！　なんでそのノー……アレなことになっているのかってことだよ！」

「ノーパン。つまりこれははいてないということよ。具体的に言うとパンツはいてないということ」

「言葉の意味を聞いてるんじゃない……っ！」

　しかも説明にも何もなっていない……っ！

「こ、これも美月！　お前の仕業なのか!?」

　その僕の問いに美月はふっと笑うと、ポケットから何かを取り出して広げた。白い布だった。大おお雑ざつ把ぱに言うと三角形だった。レース柄がらの美しいデザインだった。つまりパンツだ。

「何を持ってるんだよ！　い、いや、僕に見せなくていいから！」

「これは私が拾ったのよ。おそらく高確率で麻奈のものと推測できるわ」

「……拾ったって、どこで？」

「更こう衣い室の麻奈のロッカーの中」

　拾ったんじゃない！　盗とったんだ！　推測もくそもあるか！

「な、なんでそんなことを……」

「これをゲットするためには仕方のないことだったのよ」

　そう言って美月は、自分のスマホを僕に手て渡わたした。嫌いやな予感がしつつも見る。そこにはさっき見たのと同じ肌色の綺き麗れいな双そう丘きゆうが──

　僕は慌あわてて目を逸そらすと、スマホを美月に突き返した。動どう悸きが激しい。めまいがする。

　僕は何も見てません。何も見てません。何も見てません。肌色。違ちがう！

「あ、あの一瞬でこんなものを撮とっていたなんて……」

「仕方ないでしょ。これくらいしないと脅おどしに使えないじゃない」

「脅しって……、それをバラまくとか言うんじゃないだろうな……。もしそうなら僕は絶対に許さないからな……っ！」

「んなわけないでしょ！　誰だれがそんな卑ひ怯きような真似まねするかバカ！　これは保険よ！」

　無理矢理ノーパンにさせておいて卑怯も何も……っ！　保険？

「麻奈は私のあの……変な格好の写真を撮りまくってたでしょ！　あれを盾たてにされたら困るから、こっちも似たような盾が必要だったのよ。向こうが使わない限り、こっちだってこんな写真に用はないわよ！」

「そ、そのためだけにこんなことを……？」

　まあお返しの一いつ環かんではあるけど、と言って、美月は続ける。

「ったくお膳ぜん立だてが大変だったわよ。パンツの代わりにはくものがあったら台無しだから、昨日のうちに更衣室に残ってた体操着を全部片づけとかないといけなかったし」

「やっぱりあれの犯人はお前だったのか……。どこにやったんだよ」

「ゴミ袋ぶくろに入れて隠かくしてあるわよ。今から返しに行くわ。ついでにこのパンツも返さないといけないしね」

　美月は麻奈のパンツに指を通して、無造作に振り回している。直視できない……。

「返すって、麻奈に直接返すのか……？」

「んなわけないでしょ！　落し物を拾ったら、先生に届けるに決まってるじゃない！」

　ニヤリと凄せい惨さんな笑えみを浮かべ、美月はその場を立ち去った。

　僕は意味不明な疲つかれに襲おそわれて、その場にへたり込む。頭の中に浮かんでくる肌色の記き憶おくを何とか消そうと頭を振っていると、校内放送が聞こえてきた。

　イっちゃん先生が半ギレの声で麻奈の名を呼ぶ。僕は軽い頭痛がして、頭を抱えた。




　　　　▼




「だ、大丈夫か？　麻奈……」

　昼休み。

　昨日と同じように、僕と壮次郎、美月と麻奈の四人で昼食を食べていた。

　麻奈はプールから続いた一連の出来事ですっかり憔しよう悴すいし、暗い顔で頭を垂れている。僕の呼びかけにも恨うらみがましい目で睨にらむだけで、何も答えない。

　なんで僕がこんなめにあってるんだ……。確かに見たことは見たけど、あれは事故だし、そもそももう忘れました。記憶から消しました。いやほんとに！

「麻奈？　大丈夫？　何か飲み物でも買ってこようか？」

「あ、ありがとう美月……。じゃあ悪いけど、頼たのめるかな？」

　美月の心配そうな声に、麻奈はかろうじてそう返す。しかし美月のやつ、どうしてまた麻奈のパシリ役みたいなことを……？　……何かあるな。

　麻奈がもそもそとサンドイッチを食べている間に、美月は一度教室を出ると、またすぐに戻ってきた。手には何かの缶かんが一つ。外見から察するに、どうもコーヒーらしい。

「はい、麻奈。麻奈は食事中はコーヒーだったわね」

「うん。覚えててくれたんだね？　じゃあこれからも美月に頼めば安心かな？」

　麻奈はかなり図ずう々ずうしいことを言っている。そろそろ歯に衣着せない感じになってきたのか、美月に対する態度がかなり雑になってきたようだ。

　麻奈は缶コーヒーのプルタブを開けて、ぐいっと缶を傾かたむける。その瞬間、美月が笑った気がした。あの、何かを企たくらんでいるニヤリ笑顔で。

　また何かあるのか？　と思って美月を見ていると、不意に麻奈の方から変な音が聞こえた。たとえるならブフッとかブピッとか、そういう系統の音だった。

　慌てて振ふり向くと、そこには口元を鼻まで手で押さえた麻奈が、体を折り曲げてほとんど机に突っ伏していた。そしてその指の間からは、赤黒い液体がポトポトと垂れている。

「ぐ……っ！　げほっ！　ごほっ！　うう……っ」

　そしてむせていた。

　恨めしそうな視線を美月に向けて、普ふ段だんの笑顔なんてどこかへと消えていた。その顔は、優やさしく可愛かわいい水無瀬麻奈ではなく、まさににゃーちゃんそのものだった。

「ま、麻奈……？」

「み、美月……、あ、あんたねぇ…………っ！」

　僕の声など聞こえていないとでも言った風に、麻奈は口元を手で押さえたままくぐもった声を出す。

「どう？　おいしかった？　そのコーヒー。ま、おいしいはずよね。なにせ麻奈のおすすめと同じメーカー、同じ系統のやつなんだから」

「く…………っ！　おいしいはずないでしょ！　こんなもの……っ！」

「コーヒー……？」

　不思議に思って、麻奈が飲んでいた缶を見ると、タバスコーヒーというセンスの欠片かけらもない文字が目に飛び込んできた。推測するまでもないけど、これは絶対にヤバイ！

　僕が美月の方を向くと、悪意丸出しの黒い笑みを浮うかべてこちらを見ていた。

　ああ……、確実にワザとだ。完全にあの時の意い趣しゆ返がえしをやったんだ……。

「おかしいなぁ？　タバスコーヒーってネーミングは確かにまずいかもだけど、でもあのハバネロドリンクと同じメーカーだし、麻奈の口には合うんじゃない？」

　しれっと言う美月を、麻奈は目を剝むいて睨みつける。視線で人が殺せたら、今いま頃ごろ美月の後ろの壁かべまで貫かん通つうしてるんじゃないかと思えるくらい鋭するどかった。

「ど、どういうつもりかな美月？　どうしてこんな──」

「どうして？　私はただ友情の証あかしとしてきっちりお返ししただけよ？　私ばっかりおごってもらったら不公平でしょ？」

　ニッコリと笑って言う美月。だけどそれが笑顔だとは認めたくない。認めてしまうと、僕は今後二度と笑えなくなってしまいそうだからだ。

「あ、あんた……、これがあんたの答えってわけ……？」

　麻奈はようやく顔をティッシュで拭ぬぐい立ち直ると、美月を睨みつけながらわずかに身を乗り出した。しかし美月はそれを見て薄く笑うだけ。

「ああ、それとプレゼントがまだあるの。と言っても、さっき用意したんだけどね」

「な、何を言って……」

「メール、送ったから」

　その言葉に、麻奈が訝いぶかしそうにしながら自分のスマホを取り出す。そして「なっ……」と言ったまま目を見開いて絶句した。

　何を見てるんだと問うまでもない。さっきのあの写真に違いない。

「こ、これ……っ!?　まさかあれってあんたの仕し業わざ……。じゃ、じゃあ！　もしかして水着がおかしかったのも……っ！」

　麻奈の様子を見ると、若じやつ干かん青ざめた感じで小刻みに身体からだを震ふるわせている。

「どう？　気に入ってくれた？」

　美月の容よう赦しやのない追い打ち。

　僕がハラハラしながら、助けを求めるように隣となりの壮次郎を見ると、俺を巻き込むなと言わんばかりにチラ見された後、本に逃げられた。友情の儚はかなさを嘆なげきたい気分だったけど、僕が壮次郎でもこんな場面に足を踏ふみ入れたくないだろう。

　やがて麻奈が無言で立ち上がった。そしてしばらく美月を見つめていたかと思うと、ニヤリと笑った。そう、ニヤリと。

「……なるほど、これがあんたのやり方ってことね。宣戦布告ってわけなの？」

「やられたらやり返す。これってやっぱり重要よね。お友達としては」

　とんでもない会話が繰くり広げられているみたいだけど、本当にとんでもないので一言も口をはさめない。

「ちょっと話があるの。付き合ってもらえる？」

「いいわよ。ちょうど私もそんな気分だったから」

　美月は麻奈の誘さそいを受けて立ち上がる。見つめ合う二人の間に火花が散った気がしたけど、きっと気のせいだと思う。思いたい。思わせてください。

「ちょっ……、二人とも……」

「ああ咲也、あんたも来なさい」

「ええ!?」

　思わず声を出した瞬しゆん間かん、美月が容赦なくそう言って、僕の右手をつかんだ。

「そうね。咲也がいた方が色々といいかもね」

　続けて麻奈が左手をつかむ。そして左右からのものすごい力で、僕は席から引き離はなされた。どうしてこんなことに!?

「な、なんで!?　ま、待ってくれ！　そろそろ次の授業も始まるし……っ！」

「どうでもいい」

「サボれ」

　絶対的な宣告。僕がこの二人の鬼おにに逆らえるはずもなかった。

「そ、壮次郎!?」

「大学なら代返くらいしてやれるかもしれんが、今俺にできることは何もないな」

　見捨てられました。でも、壮次郎を恨んでなんかいない。この状じよう況きようで外野にできることなんて、僕にも想像がつかないしね！

　僕は二人に引きずられるようにして教室を後にした。果たして無事ここへ戻もどってこられるのだろうかと悲ひ惨さんなことを考えながら。







「それが美月の本当の姿ってわけ？　結構えげつないのね」

「それはこっちのセリフ。もっとも、麻奈は猫ねこかぶっててもえげつなさには変わりなかったけど」

　五時間目の授業が始まるチャイムを遠くに聞きながら、二人は屋上で対たい峙じする。

　何故なぜか連れてこられた僕だけど、できることと言ったらビクビクと震えながら二人の顔色を窺うかがうことくらいだった。もっとも、二人は僕のことなんてまるで気にしていない風ふ情ぜいだ。だったら連れてくるなよ！　と心の中で悪態をつく。表には出せません。

「……まあいいわ。あんたがそうくるとわかったら、こっちもそれに合わせるだけだし」

「そうしてくれるとありがたいわね。正直あんたが猫かぶってる姿は、見てるこっちが恥はずかしくなるくらいだから」

　言葉のつばぜり合いが怖こわい。実際の刀でやられるよりも怖いかもしれない。二人の表情がどこか朗ほがらかな感じの笑顔だというのも、怖さに拍はく車しやをかける。

「ふう……。まったく、昨日までの純情な美月が懐なつかしいわね。私が運命の女の子、だっけ？　じゃないとわかった途と端たんこれだもの。本当の思い出の子があんたを見たら、幻げん滅めつどころか人間不信にでもなるんじゃない？」

「……っ！　あんたがあの子のことを語るんじゃないわよ」

「へえ？」

　麻奈の言葉に、美月は苦々しく唇くちびるを嚙かむ。

「やっぱり、思い出の子のことはまだ諦あきらめてないわけなんだ？」

「ふんっ！　そんなこと、あんたには関係ないでしょ」

「ま、確かに私には関係ないけどねー。関係ないから、その子が今どこで何をしてるかも教えなーい」

「な、なんですって……!?」

　麻奈の意外な言葉に、美月は動どう揺ようする。どちらかと言えば美月の方にあった流れが、いきなり向きを変えたのが僕の目にも見えた。

「ど、どういうことよ！　何よ、その思わせぶりな言い方は！」

「別にー？　だって私、もう関係ないしー」

「こ、この女……っ！」

　美月が悔くやしそうに麻奈を睨む。と言うか、さっきからこの敵意丸出しな醜みにくい争いは一体何なんだ！　昨日までの関係は一体何だったんだ！

「ど、どうせ何も知らないくせして私を混乱させようとしてるだけでしょ！」

「それがそうでもないんだよねー。だって私、その思い出の子が誰だれなのか、実はわかっちゃったし」

「は、はぁ!?　なにをわけのわかんないこと言ってんのよ！　そもそもどうしてあんたにそんなことがわかるのよ！　何も関係ないはずでしょ!?」

「確かに私は直接は関係ないけどね。でも昔あの公園で遊んでたことは本当だし、それっぽい子の見当くらいはつけられるんだ。ま、あの子でまず間ま違ちがいないだろうなぁ」

「ぐ……っ！」

「って言うか、美月ってば本気でわかんないわけ？　それでよく思い出の子とか言ってられるわよね。完全に忘れちゃってんじゃん。ま、見つからなくて当然だよね」

「………………コロス！」

「わ、わ───!!　ま、待った！　落ち着け美月！」

　麻奈に飛びかかろうとした美月を、僕は慌あわてて羽は交がい締じめにして止める。離せ離せと小こ柄がらな女の子とは思えない力で暴れるけど、さすがにここで離したらシャレにならない事態になる。死んでも離すわけにはいかない。

「……そこまでマジなくせに、どうしてわからないんだか……」

　一方で麻奈は、そんな美月に怯ひるんだ様子もなく、冷たい視線で暴れる美月を見つめる。そこにはさっきまでの挑ちよう発はつするような気配はなく、どこか不ふ機き嫌げんな様子だった。

　やがて美月は疲つかれたのか諦めたのか、暴れるのを止やめた。でもここで解放したらまたすぐに飛びかかるかもと思って、僕はそのままの体勢で荒あらい息を吐はく美月を見る。

「……あんた、ほんとにあの子のことを知ってるって言うの？」

「ま、十中八九間違いないと思うよ」

「……教えなさい！」

「えー？　どうしよっかなー？　そもそもそれが人に教えを乞こう態度？」

「はぁっ!?　じゃあどうすればいいのよ！」

「美しい麻奈さまお願いです！　どうかこのみすぼらしいメス猫にその宇宙より広い寛かん大だいなお心で教えてくださいませ、とか言って地面に頭を擦こすりつけでもすれば考えてやらなくもないんじゃないかな？」

「誰がそんなことするか！」

　再び暴れだしそうになったので、僕はまた強く押さえつける。そろそろ僕の方が限界だったけど、文字通り死ぬ気でやる。それにしても美月の体力は底が見えない。

「じゃあ教えない。残念でした」

「あ、あんたねぇ……っ！」

「そもそもあんたにはそれを知る資格がないのよ」

　突とつ然ぜん口調を変えて、麻奈が美月を見み据すえた。さっきまでのおちゃらけた雰ふん囲い気きは消え、真しん剣けんな怒いかりを込こめた目だ。

「資格がないからわからないのは当然。あんたには、逆立ちしたって一生見つかりっこないわね。それに、見つからない方がその子のためでもあるわよ」

「わ、わかったような口を……っ！」

「少なくとも、あんたよりは状況が見えているからね」

　そう言って麻奈は、僕達を残してスタスタと歩き出した。

「ま、待て！　どこへ行こうってのよ！」

「教室に戻るの。まったく無む駄だな時間だったわ。文字通り、お話にもならなかったし」

　あ、でも、と麻奈は続ける。

「一つだけわかったことがあるわ。それは、私があんたのこと、やっぱりどう考えても大っ嫌きらいだってことよ」

「言わせておけば……っ！　そんなのこっちだって同じだ！」

「そう？　じゃあよかったわ。その点だけは気が合うわけだから」

　麻奈はそう言うと、ヒラヒラと手を振ふって屋上から姿を消した。

「待て───っ！　待ちなさ───い！　こら咲也！　いい加減離せ！」

「落ち着け美月！　追いかけてどうしようってんだよ！　いいから暴れるなって！」

「わかった！　わかったから！　追いかけないから離しなさい！」

　そろそろ体力が底をつきかけていたので、僕はその言葉にすがるように美月の身体を解放した。懸け念ねんはしていたけど、本当に美月は麻奈を追おうとはしなかった。

「あの女……っ！　何だってのよ！　腹が立つってレベルじゃないわ！　こら咲也！」

「なんで僕に怒ど鳴なるんだよ！」

「あんたの従姉妹いとこでしょ！　説明しなさいよ！」

　麻奈はもともとあんな性格なんだ！　説明も何もあるか！

　美月はまだ怒りが冷めないのか、檻おりの中の虎とらみたいにその場をウロウロとしている。僕は僕で、肉体的にも精神的も消しよう耗もうしきっていて、今にも倒たおれそうだった。

「あの女……、思い出の女の子のことを知ってるって言ってたわ」

「ああ……、それは僕も意外だった」

　どうして麻奈がそれを知っているのか僕にもわからない。あるいは昔、本当にその子を見たのかもしれない。

「くっ……、よりにもよってあの女が手がかりを握にぎってるなんて……っ！」

「……やっぱり頼たのんで教えてもらうのか？」

「誰があんなやつに頭を下げるか！　あいつは敵よ！　私にとっては不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇かたき！」

　おお……、美月にしては珍めずらしく表現が合っている。

「あの女とはいずれ完全な決着をつけて、情報を引きずり出してやるわ！」

　美月のその宣言と同時に、五時間目終しゆう了りようの鐘かねが鳴った。僕はその場にへたり込んで、決意を新たに拳こぶしを握りしめる美月を見上げる。疑ぎ似じ三角関係は解消されたわけだけど、こんな状況に陥おちいるなんて……。

「咲也！　あんたはもちろん私に協力するのよ！」

　板いた挟ばさみ状態の継けい続ぞくは、どうやらまだまだ続きそうだ。僕はその場に倒れこんで、雲一つない初夏の青空を見上げて心の中で泣いた。








４









「うーん、これが今年の夏物の流行？　なーんか色合いが派手だよね？　私って背が高い方だから、服を派手にするとアンバランスになっちゃうかも」

「いいんじゃないの。バランスなんか気にする必要ないわよ。その張り付いたみたいな笑え顔がおしてれば、どんな格好してても馬ば鹿かな男くらい釣つれるでしょ」

「あ、ごめんね？　私が来たから男子の人気が二分されちゃったみたいで」

「どうでもいいわよ男子の人気なんか。そんなのが気になるなら、そこのビッチっぽい服でも着て無駄に胸を強調すればいいんじゃない？　きっと似合うわよ」

「そうかな？　ま、こういう服は美み月づきにはとても無理よね。そもそも強調するような胸がないわけだから。あ、バカにしてるんじゃないよ？　肩かたこりとかと無む縁えんそうでいいなっていつも羨うらやましく思ってるから」

「それはどうもありがとう。まあ、胸があっても誰かさんみたいに色気を振りまくくらいにしか使えないようじゃ無駄だから、なくてよかったわ」

「あ、これとか可愛かわいいね。小学生用の着こなしとか載のってるよ？　美月とか身長が近いわけだし、結構参考になったりするんじゃない？」

「麻ま奈なにはこっちのギャル系の雑誌のがいいんじゃない？　普ふ段だんから猫ねこの皮を被かぶってるわけだし、肉食系とかいうのにピッタリかもね」

　…………。

　……なんなんだろうな、この光景は。

「ねえ、さっきゅん……。あの二人、なんか怖こわいんだけど……」

「ああ、全く同感だ……」

　隣となりで僕と一いつ緒しよに遠巻きに眺ながめていた岸きしの里さとが、若じやつ干かん顔をひきつらせながらそう言った。

　放課後の部室で、いつも通り部活という名の適当な時間を過ごすはずだったのに。

「あの二人、何かあったのですか～？」

　天てん満ま先せん輩ぱいの当然とも言える疑問に、僕は何とも答えられない。

　テーブルを囲んで、先輩に入れてもらったお茶を飲みながら、ファッション雑誌を手に会話している二人を見ていると、自然とため息が漏もれる。

　先日、美月と麻奈の強きよう烈れつなやり取りが繰くり広げられて以来、二人の関係はおおむねこんな感じだった。

　あの時のようにあからさまにやり合うことはない。けれど、隠かくしきれない棘とげのようなものが大量に敷しき詰つめられた中で睨にらみあっているようなものだ。それは二人が醸かもし出す雰囲気にもばっちり現れていて、周囲の人間にもその存在をはっきり認にん識しきさせてくれる。

　要するに、ものすごく居い心地ごこちが悪い。

　これが部室だけじゃなく、教室でも繰り広げられるんだからたまらない。

「ケンカでもしたのですか～？」

「まあ、大体そんなところです……」

　ケンカはしたけど、ケンカ別れはしていない、という状態がこうもキツイとは。

　互たがいが互いを気に入らないと無視し合っていればまだ平和なのだろうけど、無視できない事情がそれぞれにあるから、ものすごく不毛なことになっている。

「なんつーか、あれだねぇ……。女の醜みにくさ全開みたいなやり取りっすねぇ。こういうの、どうも私は苦手なんだよ。もっとこう、何と言うか、カラッといかないもんですかのう」

「まあ、岸里はそんな感じだよな」

「そうそう。ネチネチするのは好きじゃないのさ。だから私、納なつ豆とうとか食べられない！」

「それはネチネチじゃなくネバネバだろ……」

　どさくさに紛まぎれて自分の偏へん食しよくを正当化しようとしないでいただきたい。

「う～ん？　ほとぼりが冷めるまで待つしかありませんかね～？」

　確かに、天満先輩の言う通り、外野にできることは何もなかった。

　とは言え、このやり取りが二人の間で完結しているならまだよかったんだ。たとえいくら居心地が悪くても、傍ぼう観かん者ならまだ耐たえられる。問題は──

「ねえねえ咲さく也や？　ちょっとこっち来て？」

　……僕が思いっきり巻き込まれているという点だ。

「い、いや……、女子のファッションとか僕にはわからないんで……」

「そんなことないよ？　それに聞きたいのは参考意見じゃなく、咲也の感想だからいいの。ほら、早く早く」

　笑顔で手招きする麻奈だけど、言葉の端はし々ばしから感じられる気配にはにゃーちゃんのものがかなり感じられる。ようするにこれは命令だ。そして情けないことに、僕にはそれに逆らうという選せん択たく肢しはなかった。

　二人のところに向かう僕を、天満先輩は心配そうに、岸里は手を合わせてお経きようとともに見送ってくれた。ある意味戦地に向かうわけだけど、ありがたさは全然なかった。

「な、何かな……？」

「ほらこれ。この服とか美月に似合うと思わない？　咲也はどう思う？」

　こ、この状じよう況きようでそんな話題をふりやがるのですか……っ！

　チラリと見ると、美月が底冷えするような目でこちらを睨んでいた。

　迂う闊かつな答えはとんでもない事態を引き起こす。まるで両側にニトログリセリンを載のせた天てん秤びんを持って綱つな渡わたりをしているような気分だ。バランスを崩くずした瞬しゆん間かんおしまい。足を踏ふみ外はずしても同じだ。どうしてこんな曲芸をする羽目になったんだ……。

「え、えーっと、どれのこと？」

「ほら、ここだよ。このフリフリのやつ」

　麻奈が指差している雑誌のページを見ると、そこには小学生用のゴスロリファッションが掲けい載さいされていた。もはや話題と関係なく、完全に悪意しかなかった。

「これって可愛いよね？　きっと美月に似合うよ」

　そりゃ似合うか似合わないかで言えばきっと似合いだろう。見た目だけなら小こ柄がらで可愛い少女である美月には、驚おどろくぐらいぴったりに違ちがいない。

「い、いや……、いいかもしれないけど、夏物としてはどうかなって、ははは……」

　でも僕は、そんなことをバカ正直に口に出せるような状況ではない。いや、こういう状況じゃなくても決して口には出せないだろうけど。

「咲也」

　僕が乾かわいた笑いで誤ご魔ま化かしていると、今度は美月が声をかけてきた。

　僕はピンッと背筋を伸のばした後、錆さびた機械のような動きで美月の方を向く。

「こっちはどう？　これなんか麻奈にぴったりじゃない？」

　今度は美月が同じように雑誌を指さす。恐おそる恐るそのページを見ると、そこには檻おりに入ったメスのライオンの写真が。

　……もはや、ファッションとか全然関係なくなっている。

「え、えーっと、これは……？」

「中身も動物で、外見も皮被ってるなら、お仲間の中で暮らす方が幸せかなって」

　……どうコメントしろってんだよ！

　僕が答えに窮きゆうしていると、再び麻奈が僕の名前を呼ぶ。それに合わせるかのように、また美月が僕を──。

　悪あく循じゆん環かん。

　そしてその中で板挟みにされているのが僕だ。

　ほとんど相手を罵ば倒とうするための出汁だしにされているというのが正確なところだけど、麻奈にとっては僕を使うことで美月を牽けん制せいしているつもりなんだろうし、美月は美月で僕を対麻奈の協力者と見ている。

　板挟みを解消したと思ったら、また違う、むしろ悪化した板挟み状態になった。

　今度は、どうやってここから抜ぬけ出せばいいんだろうか？

「ねえ咲也、ほらこれは──」

「咲也！　こら、こっち見なさい！」

　二人の声をステレオで聞きながら、僕はなんだかどんどん深みにはまっていくような錯さつ覚かくに陥おちいっていた。




　　　　▼




「おら、てめーら！　もうすぐ体育大会だからな！　ちゃんと準備しておけよ！　うちのクラスがだらしねー結果にでもなったら、タダじゃおかねーからな！」

　イっちゃん先生が教きよう壇だんの上で檄げきを飛ばしているのを、僕は頰ほお杖づえをついてぼんやりと眺めていた。

　体育大会とは、全学年参加のスポーツイベントだ。毎年初夏に開かい催さいされ、クラス対たい抗こうで陸上競技の点数を競きそうオーソドックスな内容。いわゆる運動会とか体育祭みたいなものだけど、お祭り要素はほとんどなくて、名前の通り体育の授業の延長のようなものだ。

　とは言え、うちの担任は大いに張り切っている。

　もともとお祭り騒さわぎが大好物で、なおかつ勝負と名の付くものには目がない。最初にクラス委員を選ぶ時も、教室でトランプ大会を開いて決めたほどだ。何故なぜか教師であるイっちゃん先生も参加して楽しんでいたけれど、まあ要するに、そういう人なんです。

　今回も一応は順位の出るイベントだし、そういう意味ではイっちゃん先生の好みなのだろう。まあ勝手に楽しんでいただく分には何も問題はない。

　各自で出る競技も前もって決まっているし、言いたくないけど僕は体力もなく運動神経も鈍にぶいからそれほど活かつ躍やくできないし、特別なイベントってわけじゃないんだ。

「へっへっへ、実はまだ本決まりじゃねーけど、隠し玉として特別な競技も用意されてるんだぜ？　それも含ふくめておめーら、気張っていきやがれよ！」

　僕は楽しそうなイっちゃん先生を見ながら、逆に気分が沈しずんでいく思いだった。

　こっちはそれどころじゃなく、どうやったら日々エスカレートしていく美月と麻奈の諍いさかいをやめさせられるかと連日悩なやんでいるのだ。悩みすぎてもうすっかりクタクタだったけど、それでも何とかしようと必死に頭をひねる。

　頭の中ではひたすら「どうすればどうすれば」と繰り返されるばかりで辛つらいけど、何より辛いのは二人が裏で僕を巻き込んでくる点だ。

　互いが僕を自分のところへ引き込もうとしてくるけど、僕はどちらとも敵対なんてできない。字じ面づらだけ見ているとまるで蝙蝠こうもり野や郎ろうみたいだけど、これはどっちが敵とか味方とかいう話ではないんだ。

　そんな中で、それぞれに接せつ触しよくするのは本当に気が重い。

　そして次の休み時間、僕は美月に中庭の校舎裏へと呼び出された。







「あんたは麻奈のイトコなんでしょ？　だったらあの女の弱点の一つや二つ、知ってるんじゃないの？　知ってたら私に教えなさい！」

　中庭の校舎裏で詰め寄る美月に、僕はほとほと困り果てていた。

　だって弱点なんか知るはずもないし、そもそも麻奈にそんなものがあるのかどうかさえ疑わしい。そんなものがあったら、僕はここまで麻奈に対して恐きよう怖ふ心しんを抱いだかなくてもいいだろう。

「なあ美月……、麻奈のことはもう放ほうっておけばいいんじゃないのか？　麻奈が思い出の女の子じゃないってのはわかったんだし……」

「あの女は敵よ！　叩たたきのめしてやらないと気が済まない！　私の純情を利用してあんな陰いん湿しつな真似まねをしやがったのよ!?　許せるわけないでしょ！　今はあの子のことを知ってるっていうから穏おん便びんにしてるだけ！　情報を手に入れたら遠えん慮りよなくつぶしてやる！」

「……情報を手に入れて、どうするんだ？」

　僕がポツリとそう言うと、美月はさっきまでの勢いはどこへやら、急に黙だまり込んでしまった。単に素そ朴ぼくな疑問を言っただけなのに、その反応は少し予想外で、僕は焦あせる。

「……もちろん、会いに行く」

「会いにって……」

　やがて神しん妙みような様子で答えた美月に、僕は確認するように尋たずねた。

「やっぱり、その思い出の女の子のこと、そんなに好きなのか……？」

「す、好きって言うか……っ！」

　美月は顔を赤くして焦っている。この反応だけで、ほとんど答えのようなものだった。

「……本当は、私もその子のことずっと忘れてたんだ。……ううん、違うね。忘れようとしてた、かな。突とつ然ぜんいなくなっちゃって、それからずっと会えなかったから、もうほとんど諦あきらめてたんだ」

「突然って……。そう言えば思い出の女の子との出会いは聞いたけど、別れた時のことも覚えてるのか？」

「うん。って言っても、当時はそれが別れになるとは思ってなかった。出会ってから一週間くらい毎日一いつ緒しよに遊んでて、ちょうど明日あしたから小学校に上がるっていう日の夕方に、学校に行ってもまた遊ぼうねって約束して、それっきり」

「それっきりって……、つまり、それから二度と会わなかったってことか？」

「うん。小学校にその子の姿はなかったし、公園にも来ることはなかった。突然現れて突然消えていったみたいなものね。昔はそれでずっと泣いていたけど、悲しかった分、徹てつ底てい的てきに忘れようとしたのかもしれない」

　美月の昔語りを、僕は聞き入っていた。それにしても、その子はどうして突然姿を見せなくなったのだろう？　麻奈のように、遠くに引っ越こしたとかなのだろうか？

「その子と出会った時、私が嫌いやなことがあって泣いてたって言ったでしょ？　それまで一緒に遊んでいた男子に急に仲間外れにされたのよ。その頃ころは男とか女とか全然意識してなかったけど、今思うとやっぱり男はロクでもないわね！　それはともかく、そんな時に慰なぐさめてくれたから、やっぱり私には特別な存在なのよ」

「そんなことがあったのか……」

　岸里は、美月の恋れん愛あい対象が女性なのは、美月の兄弟に対する幻げん滅めつからきていると言ってたけど、実はその根底にあるのはこっちなのかもしれない。

　だとしたら、その思い出の女の子は、まさに美月にとって『特別』に違いない。

「もし、本当にその子に会えたらどうするつもりなんだ？」

「ま、まだわかんない。はっきり決めてないし……！　でも、思い出したからには、気持ちは誤魔化せないと思う」

「それは、やっぱり……」

「うん……、もし再会できたら、きっと好きになる」

　ほんのりと頰ほおを染め、胸に手を当てながら切なそうに言う美月。

　その姿を見ると、普ふ段だんとのギャップでこっちまでわけもなくドキドキしてしまう。

「忘れたままならそれでもよかった。でも、思い出しちゃったから仕方ないわ。……あの女のおかげでね……っ！　よりにもよって、なんであんなのと間違えたんだか……」

　あの女の部分を必要以上に強調しながら、美月はいつもの調子に戻もどった。同時に僕は、大きくため息を吐ついて、現状を再認にん識しきせざるを得なかった。

　美月が麻奈に突つっかかる理由は、麻奈を思い出の女の子と勘かん違ちがいしている間、色々とひどいめにあわされたことで完全に敵対してしまったからだ。それがかろうじて全面的な争いになっていないのは、麻奈が思い出の女の子の情報を持っているからに他ほかならない。

　その子に対する想おもいがよみがえり、そして手がかりは麻奈しかいない。

　美月を諦めさせて諍いを解消するという考えは、二重の意味で無理だということだ。美月の想いは強く、かつ麻奈への敵意もものすごい。

　つまり、美月が無理だとなると、残る手段は……。

「というわけで、あの女から情報を引き出しつつやっつける上手うまい手が必要なのよ！　咲也、あんたも何か考えなさい！　手段はそれほど選ばなくてもいいから！」

「いや、そこは選べよ……。せめて人の道を踏ふみ外さない程度には……」

　唇くちびるを突き出して、子供っぽい仕草で文句を言う美月を見ながら、僕はもう一人の相手をどう説得すればいいのだろうと、わりと絶望的なことを考えるのだった。







　そして次の休み時間には、今度は麻奈に呼び出される。

　人気のない実習棟とうへと続く渡わたり廊ろう下かで、僕たちは並んで窓から中庭を見下ろしていた。

「あの美月って子はどんな神経してるわけ？　並の女なら泣きながら逃にげ出すような嫌いや味みや嫌がらせもどこ吹ふく風というか、無神経ってのはまさにああいうことね」

　二人きりだからか、麻奈はその本ほん性しようをあまり隠かくそうとはしなかった。

　というか、美月に対する鬱うつ憤ぷんがたまっていてそれを吐はき出したかったのかもしれない。その対象が僕しかいないという事態は不幸なことだ。……主に僕にとってね。

「美月を普ふ通つうの女の子と思わない方がいいよ。見た目とは裏腹に、エネルギーは底知らずだから。あんまりからかうと、きっとひどいことになると思う」

　当事者だけじゃなく、周りも大いに巻き込んでね。……まあ、主に僕なんですけど。

　だからこそ、麻奈には美月にちょっかいを出すのをやめてほしいわけで。

「咲也のくせに、私を脅おどそうっていうの？」

「い、いや……、そういうことじゃなくてですね……」

「なんにせよ、私から引き下がることはないわ。あんな女に負けるわけにはいかないのよ」

「負けるって……、美月との間に勝ち負けなんてないだろ？　プールのこととか、その後のことも、結局はお互たがい様なんだし……」

「言ったでしょ。私は、あの子があなたの隣となりにいるのが心底気に入らないの。咲也も咲也で、あの子のこと、ずいぶん詳くわしいみたいだしね」

　やっぱり、麻奈が美月を目の敵かたきにする根っこの理由はそこなんだな……。

「だから、美月にとって僕はただの友達なんだって！　僕にしてもそうだよ！　麻奈が勘違いしているようなことは何も……」

「勘違いじゃない。これは確信よ。それに、咲也の意見なんて何の参考にもならないわ。だって咲也自身──」

「…………僕自身？」

「……何でもないわよ」

　そう言うと、麻奈は不ふ機き嫌げんさを隠そうともせずに口をつぐんだ。

　正直、イライラしている麻奈を相手にするのはかなり怖こわい。子供の頃に刻み込まれた恐きよう怖ふはそう簡単に消えてはくれない。

「じゃ、じゃあ……、美月と仲直りとまでは言わないけどさ……、今みたいな冷戦状態をやめるというわけには……」

「冷戦？　私はごく自然にあの子に接してるだけよ。きっとあの子もね」

　つまり、無理ってことですね……。

　麻奈が美月を敵視するのは、僕との仲を誤解していることが根本的な理由だ。その誤解は僕が何を言ったところで解けそうにはない。でも、まだ手段はある。

「麻奈はさ、美月の思い出の女の子が誰だれか知ってるんだろ？」

「……いきなり何を言い出すのかしら？」

「それを隠してるのは、やっぱり美月のことが気に入らないから？」

「それはそうだけど……、待って、あなたの言いたいことがわからない」

　僕は、ここが正念場とばかりに呼吸を整える。

　お互いがいがみ合うのが避さけられないならば、あとはせめて思い出の女の子の情報を教える代わりに、美月にはもう麻奈と敵対しないよう交こう渉しようするくらいしかない。そうすれば最低限、こういった見るに堪たえない争いはおさまるはずなのだから。

　とは言え、麻奈に意見するという大それた行こう為いに、膝ひざが笑いそうになる。

　ともすれば萎なえそうになる気を奮い起こしながら、僕は口を開いた。

「……お、お願いがあるんだ。美月に、その思い出の女の子の心当たりを教えてやってほしい。美月はその子のことを本当に大事に思ってるんだ。美月のことが気に入らないって理由だけでそれを隠すのは、やっぱりちょっとひどいと思うから……」

「なにそれ？　本気でそんなこと言ってるわけ？　と言うかあなた……、まさか」

「本気だよ！　麻奈は美月が僕の隣にいるのが気に入らないって言ってたけど、その子のことを教えてくれたら、美月もきっと自然と僕から離はなれていくよ。なにせ、僕はただの友達で、その子は特別なんだからさ」

　僕の精せい一いつ杯ぱいの説明を、麻奈は無言で聞いていた。

　僕は誠心誠意、ウソ偽いつわりない心で頼たのみ込んだつもりだ。言ってることには何の矛む盾じゆんもないし、結果的には麻奈の損にはならないはずなのだから。

　麻奈は何かを考え込むように、口を閉じたまま中庭を見下ろしている。

「……なんだ、そうだったのね…………」

「え？」

　やがて、麻奈はポツリと呟つぶやくと、僕の方を向いた。

　その顔には、どこか意地悪な笑えみが浮うかんでいて、僕は思わず息を吞のんだ。

「……わかったわ」

「わかったって……、わ、わかってくれたのか!?」

「ええ。咲也、あなたが何一つわかってないってことが、はっきりとわかったわよ」

　麻奈はその一言で僕の期待を木こつ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだき、同時にニヤリと邪じや悪あくな笑みを浮かべた。僕は呆ぼう然ぜんとその顔を見つめるしかなかった。

「思い出の女の子の正体を教えたら、美月があなたの傍そばから離れるですって？　そんなことはあり得ないのよ。絶対にね」

「な……っ、それはどういう……」

「結論から言うと、私がその子について美月に明かすことは、決して、絶対に、何があってもないわ。どれだけ頼まれてもね」

「ど、どうしてだ!?　どうしてそこまで──」

「ただし！」

　麻奈は強い口調で、僕の言葉を遮さえぎった。

「咲也、今からあなたにヒントをあげる。それに基づいて、あなたが思い出の子を探すっていうのなら、それは好きにすればいい」

「え、ええ!?」

　どういうことだ？　麻奈が何を言っているのか、上手く理解できない。

「ヒントって……、どうしてわざわざそんなことを」

「それは、あなたが何もわかってないからよ」

　ニヤリと、あの笑みを浮かべる麻奈を見て、僕はとてつもなく嫌な予感を抱いだいた。

　それにしてもヒントって、麻奈は一体何を考えているのだろう。

「ねえ咲也。確か夏なつ美み伯母おばさまって、私達があの公園で遊んでた時、よく写真を撮とってたわよね？」

「は？　あ、ああ……」

　いきなり話題が飛んだことで僕は面食らったけれど、麻奈は気にした風もなく続ける。

　ちなみに夏美というのは僕の母さんの名前だ。

「ヒントはその写真。残ってるんでしょ？　伯母さまに言って見せてもらいなさい」

「母さんは今、父さんの赴ふ任にん先について行って海外だけど、調べたらあると思う。でも、なんでいきなりそんなものを……？」

「美月がその子と出会ったのもその公園なんでしょ？　だったら何かが写り込んでるかもしれないじゃないの」

　た、確かにそれはそうだけど、どうしてそんな確信めいた口調で言えるんだ？

「ヒントはそれだけよ。でも十分でしょ？　せいぜいがんばって見つけなさい」

「そんなヒントを出すくらいなら、いっそ答えを教えてくれればいいのに……」

「それじゃダメなの。あなたが見つけることに意味があるのよ」

　含ふくみのある言い方。麻奈の真意がつかめない。

　それにしても、確かに麻奈の言う通り、過去の公園が写っている写真なら、何かヒントが隠されているのかもしれない、と思った。

　麻奈は、もう話は終わりとばかりに教室に帰って行った。僕も慌あわててその後を追う。

　もし僕がヒントに従って思い出の女の子を見つけることができれば、それを美月に教える代わりに麻奈との諍いさかいをやめるよう説得できるだろう。とにかく、他に方法がないのだから、麻奈の言う通りにやるしかなかった。

　それにしても、麻奈は一体どういうつもりでヒントなんて出したのだろう。

　まるで、思い出の女の子の正体を僕に見つけさせたいかのようだ。

　その時、休み時間の終わりを報しらせるチャイムが鳴った。僕は考えるのを中断して、急いで教室へと戻るのだった。




　　　　▼




　その日の放課後は、用事があるから部活へは行けないと美月に告げて、家に帰った。

　部室で繰くり広げられるであろう美月と麻奈の針の筵むしろ劇場は、今日のところは岸里と天満先せん輩ぱいになんとかしてもらおう。岸里の根こん拠きよのない明るさと先輩の和なごみオーラがあればきっと何とかなるに違ちがいない。確証はないけど。

「あ、お兄ちゃんお帰りぃ！　今日は早いね。部活に行かずにわたしに会うために帰ってきたんだね！　感心感心！」

　家に帰ってリビングに行くと、先に中学から帰ってきていた秋あき穂ほが真正面から抱だきついてきた。胸に二つの豊満な感かん触しよくがするけれど、今はそれにかまっている暇ひまはない。

　じゃあいつもはかまってる暇があるのかと聞かれたら、そういうわけじゃないからね？

「ん？　どしたのお兄ちゃん。なんか今日は元気ないね？　って言うか最近元気がないっぽいよ？　何かあったの？」

「そ、そうか？　気のせいじゃないかな？　あはは……」

　実際のところ美月と麻奈の板いた挟ばさみにあって精神的にも肉体的にも疲ひ弊へいしていたのだけれど、それを秋穂や姉さんに知られようものなら疲つかれが倍増してしまう。って言うか死ぬ。

「むう、やっぱり元気がないよ！　ここはわたしが妹の義務として、疲れたお兄ちゃんを癒いやしてあげる！」

　なんか怪あやしい感じに目を輝かがやかせて、今にも飛びついてきそうな秋穂だったけど、そんなことされたらますます悪化しそうなので、僕は丁てい重ちようかつ必死にその提案を断った。

　秋穂は不満たらたらな様子で睨にらんでくるけど、ここは無視だ！

「あーあ、つまんない！　仕方ないから続きでもしよっと」

　そう言うと秋穂は、ソファに座ってテーブルの上に置かれていたものを手に取って開いた。見るとそれはアルバムらしく、表紙に『思い出アルバム・咲也』と書かれている。

「……そ、それは!?　何してるんだ？」

「ん？　写真の発はつ掘くつだよ。わたしのお兄ちゃんメモリーズに加えるに値あたいするのがないかなって。子供の頃ころのお兄ちゃんは犯罪的な可愛かわいさだからね！　もしタイムマシンが使えたら間違いなく昔に戻もどって、小さいお兄ちゃんをハグハグチュッチュするよ！」

　奇き跡せきの大発明をなんて下らないことに使うんだ……。

　しかもやろうとしていることが、まさに変質者のそれだっていうね。

「そのアルバム……、初めて見るけど、そんなのがあったんだな……」

「これはお母さんのプライベートアルバムみたいなんだ。寝しん室しつで偶ぐう然ぜん見つけたんだよ。他ほかにもわたしのやお姉ちゃんのもあったよ？」

「おいおい、勝手に入ったらダメだろ……」

　両親の寝室は、部屋の主が二人とも海外へと行っているので、今は使われていない。

　それにしても、なんてタイムリーなんだろうか。母さんに電話で訊たずねてどこにあるのか探そうと思っていたばかりなのに。

　昔のことを黒歴史として封ふう印いんしていた僕には、アルバムなど天敵のようなものだったから、今まであえて見ようとはしなかったんだ。だから当然その所在も知らなかった。

「あー、可愛いなぁ可愛いなぁ！　こんなお宝が隠かくされていたなんて！　お母さんってばこんなの隠して一人で楽しもうなんて、ひどいと思わない？　でもまあ、これでお兄ちゃんメモリーズのコレクションが大おお幅はば増加だよ！」

「さっきから気になってたけど、そのなんとかメモリーズってのは何なんだ？」

「お兄ちゃんメモリーズだよ！　お兄ちゃんの魅み力りよくが詰つまった個人用の写真集みたいなもので、わたしとお姉ちゃんが作ったんだよ！」

　なんでそういうわけのわからないものが存在しているのだろうか……。

「ちなみに、観賞用、保存用、布教用の三セットをちゃんとそろえてるよ」

「布教用ってなに!?」

　僕の知らないところで何だかすごいことになっているようだけど、深く考えないようにしよう……。藪やぶを突つついて蛇へびを出す羽目になりかねない……。

「それにしても……、ああっ！　子供の頃のお兄ちゃんってば、ほんっとーにメチャクチャ可愛いよねっ！　こんな美少女はそうそういないよ！」

「お前は兄の性別について正しい認にん識しきを持つ必要があるな……」

「え？　大だい丈じよう夫ぶだって！　今のお兄ちゃんもすっごく可愛いから！」

「フォローになってないぞ！」

　むしろトドメになっていた！

　どうして実の妹にここまで尊厳を揺ゆさぶられないといけないんだ……。

　なんかこれ以上秋穂の相手をしていると、余計に疲れそうなのでもう黙だまっておこう。

　それよりも、今は麻奈に与あたえられたヒントに基づいて、思い出の女の子を探さないと。

「秋穂、僕もそのアルバム見たいんだけど、ちょっと貸してくれないか」

「ええーっ!?　ダメだよ！　今わたしが見てるんだから！」

「そこを何とか！　僕が小学校に上がるくらいの頃の写真をちょっと探すだけだから」

「ああ、それならこのアルバムじゃなくて、そっちだよ」

　秋穂が指差した先には、テーブルの上に平積みされたアルバムの山があった。

「……これ、全部僕のアルバムなのか？」

「大体一冊で一歳分くらいあるよ。さっすがお母さん、わかってるよね！　これって宝の山だよね！」

　僕にとっては黒歴史の山だ……。母さん、そんなに写真撮ってたのか……。

　とは言え、今はそのおかげで助かっているけど。

　僕は該がい当とうする一冊を抜ぬき出して、ページを開いた。初しよっ端ぱなから僕がスカートをはいて、もといはかされて、姉さんと秋穂と写ってる写真が目に入る。思わず目を逸そらしたくなったけど、覚かく悟ごを決めて公園での写真を探し始めた。

　やがて、それらしい写真のページに行きつく。

　相変わらず女の子の格好をして、頭にリボンまでつけて公園で遊んでいる僕の写真が大量にあった。極力自分を見ないようにして、美月の言う思い出の女の子らしい子が写り込んでいないか、主に背景を中心に探す。

「ねえねえ、何か探してるの？　なになに？　わたしも手伝うよ？」

「い、いや……、別に大したものじゃなくてだな……」

「お兄ちゃんがアルバム見てるんだよ？　大したことじゃん！　って……、これって麻奈姉ねぇじゃないの？　ほら、お兄ちゃんと写ってる」

　秋穂に言われて気がついた。確かにそこには子供の頃の、見覚えのある麻奈の姿があった。ということは、時期的にこの辺りだ。

「なに？　探してるのって麻奈姉ぇの写真なわけ？　なんでそんなの探すのよ！」

「ち、違う！　探してるのは麻奈じゃない！　何をってわけじゃないけど、ちょっと気になることがあって見てるだけだ！」

「そんなわけのわからないものを気にする暇があったら、わたしのブラのサイズとか今日のパンツの色とか、他にも気にするもんが色々とあるでしょうが！」

　なんでそんなもんを気にしないといけないんだよ実の兄が！

　……ああ、ダメだ落ち着かないと。ここで秋穂のペースに乗って脱だつ線せんするわけにはいかない。深呼吸。深呼吸だ。

「はぁ……、事情があるんだよ」

「何よ事情って。妹が興味があるのは、お兄ちゃんのことだけなんですけど」

　とりあえず、正直に話すわけにもいかないので、当たり障さわりのないウソをつくしかない。秋穂に説明していると事情が絶対にこんがらがるからな。

「ま、麻奈が昔、公園で遊んでいる時に一人の女の子と出会ったらしいんだ。もしかしたらうちのアルバムに写ってるかもしれないからって言うんで、調べてる」

「ふうん？　でもこのアルバムはお兄ちゃん中心でしか撮られてないじゃん」

「だから、もしかしたらどこかにまぎれて写ってるかもって程度で」

「見知らぬ女の子ならこの写真にも写ってるよ？　ほら、お兄ちゃんと並んでる」

「ああ、そういうのじゃなく背景にでも──」

　言いながら、秋穂が指差した写真に目をやった瞬しゆん間かん、僕は固まった。

「むう！　この女、お兄ちゃんと仲良さそうにしちゃってさ！　お兄ちゃんもなに嬉うれしそうにしてんのよ！　……って、どうしたの？」

　秋穂の問いかけに反応している余よ裕ゆうさえなかった。

　何故なぜならそこに、僕と並んで写っている少女に、見覚えがあったからだ。

　肩かた口ぐちくらいまで伸のびた色素の薄うすい髪かみと、楽しそうにしているその笑え顔がお。

　年月による成長を逆算して、ぴったりと当てはまる人物を、僕は知っている。

　言うまでもない。子供の頃の美月がそこにいた。

「な、なんで……」

「うん？　この子がどうかしたの？　この女ならこっちにも写ってるけど」

　僕はその声に反応して、ほぼ自動的に目を向ける。

　別の日の写真なのか、僕と美月の服装が変わっている。

　いや、変わっているのは服装だけじゃない。前の写真には僕の頭にあったはずのものが、こっちの写真では美月の方へと移動している。

　リボン。

　この一月ほどで、もうすっかり見慣れた赤いリボン。

　そして、そのことに気づいた僕は、全身を強い電流で貫つらぬかれたような衝しよう撃げきを味わった。

　──まさか……っ!?

　思い出す。ここ数日の記き憶おくを、洗いざらい鮮せん明めいに思い出す。

　美月の語った思い出の女の子の容姿。

　その子が美月にした行動。贈おくったもの。

　そして麻奈の、あの意味ありげな言動。

「う……、ううう…………っ！」

「どしたの、お兄ちゃん？　なんか苦しそうだけど……」

　苦しい。胸が苦しい。

　自分のバカさ加減とか、運命の残ざん酷こくさとか、現実の皮肉さとか、ありとあらゆるものがないまぜになって、僕の胸の中でとぐろを巻く。

　でも、それでも僕は、何とか正気を保ちながら、今まで目を逸らし気味だった過去の自分を直視した。

　癖くせのある髪。赤いリボン。女の子の服装。柔にゆう和わな笑顔。

　間違いなかった。間違いなんてあるはずもなかった。

　つまり、結局、美月の思い出の女の子というのは、僕だったんだ！

「…………まいった」

「お兄ちゃん？」

　僕は全身の力が抜けていくのを感じ、ソファにもたれこんで天てん井じようを見上げた。

　麻奈の言う通りだった。僕は何もわかってなかった。本当に間抜けだった。

　いや、バカだ。僕はバカだよ。ほんとに。

「お兄ちゃん、なんか顔色悪いけど大丈夫なの？」

「ああ……、ちょっと最近の疲つかれが出たみたいだから、少し休ませて……」

　珍めずらしく本気で心配そうにしている秋穂に、かろうじてそう答える。

　秋穂はこれまた珍しく素す直なおに頷うなずくと、アルバムからお宝を発掘する作業に戻った。

「うーん……、この頃ころのお兄ちゃんも可愛かわいいよね！　もしタイム風ふ呂ろ敷しきがあったら、今すぐお兄ちゃんに使って小っちゃくして、それからスリスリプニプニするよ！」

「そうか……」

「ほんとに大だい丈じよう夫ぶなの？　……あ、これ。そっか、この頃からお兄ちゃん、女の子の格好するのやめたんだったっけ。小学校に上がるのと同時だったんだね」

　秋穂の言葉に、おぼろげながら思い出した。

　そういえば、小学校入学と同時に、僕の意思と母さんの意向で女装するのを基本的に禁止にしたんだっけ。長めだった髪も短くして……、姉さんは不満そうにしてたけど……、それでも休みの日とかイベントには無理やり……、じゃなくて。

　思えば、美月の思い出の女の子が消えたというのはそういうことだったんだ。加えて、これも今思い出したけど、小学校の学区があの公園を境に分かれてたはずだ。

　見つからないはずだよ。文字通り、消えてしまったんだから。

　少なくとも、美月の目には。

　ひょっとしたら、僕はその後も公園で美月に声をかけていたのかもしれない。でも、美月にとって男の子の格好をした僕は見知らぬ別人だ。そこから自然と疎そ遠えんになった可能性もある。今となっては確認する術すべはないけれど。

「あれ？　お兄ちゃん、どこ行くの？」

「…………部屋で休んでくる。しばらく一人にしてくれ……」

「あ、うん。大丈夫？　ちゃんと休んでよ？」

　本気で心配そうな秋穂に見送られて、僕はフラフラと立ち上がり、そのまま自室へと戻もどった。ベッドに身を投げ出すようにして倒たおれこみ、目を閉じる。

　どうしよう。

　ぼやけた思考の中、その言葉だけがかろうじて形になった。

　しかしそれもすぐに消えて、重く気だるい眠ねむ気けに誘さそわれ、僕の意識は落ちていく。

　夢は、無意識の領域で、心の整理をしているのだという説を聞いたことがある。この急激な眠りも、とても消化しきれない問題を抱かかえたことによる心の作用かもしれない。

　しかし、僕はその眠りの中で夢を見ることはなかった。




　　　　▼




　翌日の学校で、僕は美月とまともに顔を合わせることができなかった。

　少しだけ整理のついた頭で改めて考えてみると、今僕はとんでもない立場に立たされていることに気がついたからだ。

「おはよう咲也。昨日はさっさと帰ったんだから、今日はちゃんと部活に来なさいよ」

「み、美月……っ！」

　朝の教室で、僕が自分の席に座っていると、美月がいつも通り軽い感じで挨あい拶さつをしてきた。でも、僕はそれに上手うまく返事をすることさえできなかった。どうしてもドギマギとしてしまい、舌が回らないんだ。

「……？　どうかしたの咲也？　あんた、なんか様子が変だけど」

「い、いやっ！　あの！　な、ななな、何でもない！」

　かろうじて口から出た音は、ものの見事に裏返っていた。

「何でもないようには見えないけど……」

「あ、あれだよ！　そう！　ちょ、ちょっと身体からだの具合が悪くて」

「そうなの？　そういえば、なんか顔も赤いみたいだし、熱でもあるの？」

　ずいっと顔を近づける美月に、僕の緊きん張ちようは否いや応おうなく高まる。僕は一刻も早く離はなれてくれと心の中で念じながら、ただただ硬こう直ちよくしているしかなかった。

「……ふうん。本当に調子が悪いみたいね。じゃあ話は後にしましょ。調子が戻らないようなら保健室にでも行きなさいよね」

　美月はそう言うと、呆あきれたように肩かたをすくめて自分の席へと向かっていく。

　僕は緊張から解放されたことで、どっと脱だつ力りよくした。いつの間にか冷ひや汗あせが噴ふき出ていて、全力疾しつ走そうした後のように息も荒あらい。

　美月を目の前にすると、昨日知った事実と美月の言葉を嫌いやでも思い出してしまう。

　僕が美月の思い出の女の子であり、そして美月はその子のことを──




　──もし再会できたら、きっと好きになる。




「…………っ!!」

　まるで今耳元で囁ささやかれたかのような生々しさで、頭の中に響ひびくその声。

　思い出の女の子が実は僕で、美月がその子に想おもいを馳はせているということは、それはつまり美月は僕のことを好きになるということだ。

「……いやいやいや！」

　違ちがう。そうじゃない。そんなことがあるわけがない。そもそも美月の恋れん愛あい対象は女の子なんだ。僕はれっきとした一男子高校生であり、思いっきり守しゆ備び範はん囲い外だ。

　大体、今の僕と美月の思い出の女の子は別人なんだ。たとえそれが過去の僕であったとしても、僕が小学校に上がり、女の子の格好をすることに疑問を抱いだいた瞬間に、その子の存在は消えてしまった。文字通り、この世のどこからもいなくなってしまったんだ。

　それを今いま更さら、どうして美月に知らせることができるだろう。

　とは言え、知ってしまった以上、秘密になんてしておいていいのか？

「おはよう咲也。頭を抱えて、一体何を悩なやんでいるのかな？」

「なっ……!?　……あ、ああ、麻奈か……」

　突とつ然ぜん声をかけられて焦あせったものの、それが麻奈だとわかって安心する。

　……麻奈を見て安心するなんて、今どれだけ自分が切せつ羽ぱ詰つまっているかがわかるな。

「ま、何に悩んでいるかは知らないけど、それは咲也の問題だね？」

　自分には関係ないと言わんばかりに、麻奈はそれだけ言って自分の席に座った。

　今なら、昨日麻奈が言っていたことがよくわかる。嫌というほど。骨身にしみて。

　美月に真実を告げるなんてことは、僕にはとてもできそうもない。できそうもないけれど、このままではいけないと、心の奥底から叫さけび声のようなものも聞こえる。

　どうすればいいんだ。

　僕の思考はいつだって堂どう々どう巡めぐりで、答えに辿たどり着くことは決してない。

　ただいたずらに頭を悩ませるばかりで、何かを考えた気になっている。

　今だって、僕は頭を抱えて唸うなり続けることしかできない。そしてそんな残酷な事実が、あまりにも情けなくて泣きたくなる。

　やがてイっちゃん先生が教室にやってきた。その時僕は初めて、麻奈がどこか冷めた目で僕を見ていることに気がついたのだった。







「決まったぜ、おめーら！　体育大会であたしが提案した特別競技がようやく採用されてな。今からその参加者を決めることにする！」

　教きよう壇だんに立つなり朝のＨＲもせず、イっちゃん先生は嬉き々きとした表情でそう怒ど鳴なった。

　そう言えば特別競技とか隠かくし玉とか、わけのわからないことをこの前言っていたのを思い出す。悩みつかれていた僕は、ほとんど朦もう朧ろうとした状態でその話に耳を傾かたむけた。

　腕うでを組んでふっふっふと怪あやしい笑い方をしているイっちゃん先生を見て、教室中が不ふ穏おんな空気に満たされる。嫌な予感がするのか、生徒達のひそひそ声が聞こえてきた。

　そんな中、女子生徒の一人が意を決したように手を上げて「特別競技って何ですか」と質問した。

　イっちゃん先生はその質問を待っていたらしく、

「おう！　よくも良い質問をしやがったなてめーっ！」

　と怒おこっているのか褒ほめているのかよくわからないことを言う。

「まあ聞きやがれ。この競技はあたしが考案した勝負用のもんだ。普ふ通つうのスポーツ競技だけじゃ盛り上がりに欠けるから追加するように委員会に言ってたんだよ」

　イっちゃん先生考案の勝負用競技だって……？

　そこはかとなく漂ただよう危険な香かおり。見ると、皆みんなも同じ事を感じているのか、全員どことなく顔色が悪い。が、イっちゃん先生は気にせずに続ける。

「委員会の連中は頭が固くてな。スポーツの大会でそれはちょっと……とかわけのわからねーことをぐじぐじ言って渋しぶってたんだよ。でもまあ、昨日ようやく認めさせたんだけどよ。ったく手間かけさせてくれたぜ」

　な、なんて気の毒な……。

　ちゃんとした大会運営をしようと、イっちゃん先生相手に最後まで頑がん張ばった委員会の人達に、心の中でお悔くやみ申し上げておこう……。合がつ掌しよう。

「で、その競技って言うのがな、聞いて驚おどろきやがれ！　この広い星せい城じよう学園の敷しき地ちを全すべて使った『異種混合耐たい久きゆう障害物競走』だ！」

　…………うわぁ。

　おそらく、その瞬しゆん間かんクラス全員の心が一つになったと思う。

　生徒の心を一つにさせる教育ができる素す晴ばらしい先生と言えるのかもしれない。もっとも、その方向性が完全にマイナス方面なわけなんだけど……。

「こいつはあらゆる競技を一つにまとめた総合スポーツと言えるもんだ！　跳とび箱、ハードル、平均台は当たり前！　ハシゴや網あみくぐり、パン食いなんてものももちろんあるぜ！　借り物競走の要素もふんだんに取り入れて、無む駄だに広い裏庭を使ったアトラクションだって用意する！　どうだ、聞いただけで面おも白しろそうだろうが！」

　イっちゃん先生は一人で興奮している。が、それだけに教室内との温度差がひどい。

　南極で火山が爆ばく発はつした図を想像してくれれば、まあ大体合っていると思う。

　それにしても、名前を聞いただけでロクでもないものだとわかり、内容を聞くとさらにその考えが確信に変わるあたり、素晴らしい二段構えだった。

「っつーわけで、各クラスから参加者を三名募ぼ集しゆうすることになった！　さあてめーら、こぞって手を挙げやがれ！」

　シーン……と静まりかえる教室。

　もちろんその反応が、僕達全員の総意であることは言うまでもなかった。

「……てめーらはあたしのクラスの生徒だ。だったらわかってるよな？　あたしが勝者には褒ほう美びを、敗者には罰ばつを負わせるってことを。今回も例には漏もれないぜ。この競技の優勝者は、クラスの誰だれでもいいから一人だけ、どんな命令でも下せる権利をくれてやる！」

　沈ちん黙もく。思考。そして驚きよう愕がく。

　ええええええええええええーっ！！！！？？？？　と、すさまじい声が教室内に響く。

　バゴンッ!!

　しかしそんな狂きよう騒そうも、イっちゃん先生が教壇を凄すさまじい力でぶっ叩たたいて、一瞬で沈しずめてしまう。真っ二つに割れたんじゃないかと思えるその音が、有う無むを言わせぬ強権を如によ実じつに表していた。

「……ただし、優勝者ってのはクラスの三人中の一番ってことじゃないぜ？　もちろん全校生徒達の中での一位が条件だ。勝負なんだから、勝たなきゃいけねぇ。で、褒美の権利はこのクラスのやつだけが対象だ。その代わり、このあたしが保証する権利だ。命令に背そむくことは許されねぇぞ」

　ごくりと、喉のどが鳴る。かなり厳しい条件だった。

「もちろん、何でもって言っても限度はある。空を飛べとか水に一時間潜もぐってろとか、不可能かつ命に関かかわることはもちろん、胸を揉もませろだのキスさせろだのとスケベ心を出したヤツも、このあたしが直々に叩きのめしてやる。いいか？」

　こくこくと全員が同時に頷うなずく。一応、その辺の良識はあるようだった。

「ただしだ、そういったこと以外は何でもいいぜ。例えば誰かと付き合いたいとかいう青春ヤローがいたとしたら、そーゆーのは全然問題ねーぞ」

　……え？　そ、それはいいのだろうか。

「別にいいだろうが付き合うくらいよ。無理なら別れりゃいいんだよ。もしそうなったら人生経験だと思ってちょっとくらい我が慢まんしやがれ。もしかしたらそれで本当に恋こい人びととかになるかもしんねーじゃねぇか」

　な、投げやりすぎる！　その辺りのことは深く考えていないのか、言ってる顔もどことなく面めん倒どうくさそうだった。

「あ、ちなみに言っておくが、参加者三名のうち、誰も優勝できねーようなら、クラス全員罰ゲームだからな？」

　えええええバゴンッ！

　繰くり返される教育。なんだか鞭むちで打たれる家か畜ちくの気持ちがわかる気がする……。

「当たり前だろうが！　私のクラスのヤツが優勝できねーとか、根こん性じようが足りねーにもほどがあんだろ！　いいか？　これは勝負なんだよ！　勝者は笑い、敗者は泣く！　そうでなきゃいくらでも手を抜ぬき放題になるだろ！　体育大会での、たった一つの真しん剣けん勝負なんだぜ。ここで命をかけやがれ！」

　こぶしを握にぎりしめながら語るイっちゃん先生を、全員が畏い怖ふの念をもって見つめる。

「……じゃあ、改めて聞くぜ。募集人数は三名だ。我こそはと思う根性のあるヤツは、さっさと名乗りを上げやがれ！」

　皆、そこかしこでヒソヒソと話し合っている。お前が行けとか、あいつならどうだとか、全員顔が真剣そのものだ。なにせ、クラスから優勝者が出なければ、全員がイっちゃん先生の罰ゲームをくらうとあっては、誰も彼も必死にならざるを得ない。

　とは言え、申し訳ないけど僕はこの状じよう況きようでは何の力にもなれなかった。

　体力も運動神経もない上に、今の僕はそんなことをしている余よ裕ゆうなどないからだ。美月のことだけでも頭がいっぱいなのに、体育大会のことまで考えてなどいられない。

　しかしその時、ふと隣となりを見ると、何故なぜか麻奈と目が合った。

　どくりと、心臓が大きく脈打つ。

「何でも命令できる、だそうよ？」

「……え？」

　麻奈は意味ありげな視線を僕に向けながら、そう言った。

　いきなりのことで僕が何のことかわからないでいると、麻奈が不意に席から立ち上がった。話し合いで揺ゆれていた教室中の視線が、自然と麻奈に集まるのがわかった。

「私、立候補します」

　それは、意志の力を感じさせるような凜りんとした声だった。

　そして一瞬の静せい寂じやくの後、教室中が一気に沸わき上がった。

「ほう、水み無な瀬せか。てめー、なかなか根性があるじゃねーか」

「今こそ、勝たないといけない場面だと思いまして」

　どこか含ふくみのある言葉。それを聞いてイっちゃん先生は「おもしれぇ！」と言ってニヤリと笑った。

「いいねぇ水無瀬！　よし、一人目はてめーに決定だ！　んで……、おいおいおめーら！　転校して来たヤツに一いち番ばん槍やりを取られやがって！　他ほかに立候補者はいねーのかよ！」

　黒板にチョークを叩きつけるようにして麻奈の名前を書きながら、イっちゃん先生は檄げきを飛ばす。そしてその直後、後ろの方で誰かが立ち上がった気配がした。

「私も立候補します！」

「なっ……！」

　振ふり向くと、そこには美月が不敵な笑えみを浮うかべて立っていた。

　どこか睨にらみつけるような視線で麻奈の方を見て、自信たっぷりに腕を組んでいる。

「お？　二人目は淡あわ路じか。てめー、小っこいくせにやりやがるな！　しかもその目、いい睨み方だ。気に入った！　二人目も決まりだ！」

　淡路美月と黒板に書かれた名前を見て、僕は呆ぼう然ぜんとする。

　美月のやつ、一体何のつもりでこんなことを？　まさか、麻奈が立候補したからか？

「んー？　他にはいねーのかよ。なんだよてめーら！　特に男子！　せっかく今年から共学になったってのに、女子に任せて指くわえてるだけかよ！」

　先生は呆あきれたように言うけれど、三人目の立候補者はついに現れなかった。

「ったく仕方ねぇ。わかったよ。とりあえずあと一人については保留だ。今日の終わりのＨＲでまた聞くから、それまでに誰でもいい、覚かく悟ごを決めておきやがれよ！　おい中なか津つ！」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、壮そう次じ郎ろうは読んでいた本を閉じて、ゆっくりと立ち上がった。

「はい。何でしょう」

「もし他の誰もいねぇようなら、三人目はてめーが出ろっつーことでとりあえず決定しておくぞ。ま、お前なら優勝も余裕で圏けん内ないだろうし、いいだろ」

「……誰もいないようなら、仕方ありません」

　壮次郎の言葉を締しめとして、その話題はひとまず終わり、同時にＨＲは終しゆう了りようした。







「誰でも、何でも命令できる権利なのよ？　しかもイっちゃんのお墨すみ付つきの。まさしく願ったりかなったりってやつじゃない！」

　昼休みに無理やり連れ出された中庭の片かた隅すみ。そこで僕は、興奮した様子の美月にまくしたてられていた。

「そ、そんなもの、どうするつもりなんだよ」

「決まってるでしょ。麻奈に使うのよ！　あの女を私の奴ど隷れいにでもして格の違ちがいってもんを心の底から思い知らせてやるわ！　そうすれば情報も引き出せるし、一石二鳥ね！」

　それを聞いた瞬間、僕は口から心臓が飛び出すんじゃないかと思うくらい驚愕した。

　そ、そんなことをされたら、思い出の女の子が僕だということを美月に知られてしまう。

　もし美月がそれを知ったらどうなるだろう？

　怒おこるだろうか？　悲しむだろうか？　……傷つくのだろうか？

　僕は、美月に対して決定的な秘密を抱かかえていることが非常に後ろめたい。でも、この場合は隠かくすことが美月のためになると信じている。思い出は思い出のまま、美しく残っていてほしい。今いま更さらそれをぶち壊こわしてどうするっていうんだ。

「というわけで、咲也、あんたは私に協力をするのよ！　いいわね！」

「きょ、協力!?　一体何の協力だよ！」

「決まってるでしょ。私がイっちゃんレースで優勝するための、よ」

　イっちゃんレースとはまたまがまがしい名前を……、合ってるけど。

「まあ、私が麻奈に負けるなんてことはまずないけど、念のためってところね。なんかイギリスで陸上やってたとか言ってたから、油断はしないけど」

　そういえば、最初の自己紹しよう介かいでそんなことを言ってたかもしれない。

「とにかく、優勝することが、イコール思い出の女の子と再会する道ともなるわけよ。だから当然、咲也は協力してくれるんでしょ？」

　確かに、表向きは僕が断る理由はない。が、実際は絶対にそれだけは阻そ止ししないといけないと思っている。

　完全に裏切り者だ。いくら美月を傷つけないためとはいえ、心苦しい。

「で、でも競技の協力なんてどうすればいいんだよ……」

「ま、それはまた作戦を練るとしましょう。私、ちょっと真ま由ゆ香かに呼ばれてるんで、今から行かないとだし」

　また後でね！　と手を振って走っていく美月を、僕は呆然と見送った。

　僕が何の手も打たずにうめいている間に、事態はどんどんと転がって、もうどこかにぶつかるまで止まらないところまできてしまった。

　僕は憔しよう悴すいしきって力の入らない足を動かしながら、どこへ向かうでもなく歩き出した。

「咲也」

　中庭の渡わたり廊ろう下かをとぼとぼと歩いていた時、いつの間にかそこにいた麻奈に声をかけられた。教室で見せるような笑顔の仮面は、今は付けていない。

「麻奈……」

「あなた、美月の思い出の女の子とやらの正体に気がついたんでしょう？　どうするつもりなの？　あの子に教えるの？」

「……いや、それはできないよ。美月にとっても、思いもよらないことだろうし……」

「よくわかってるじゃない。じゃあここで一つ提案なんだけど、あなた、私の味方をしなさいよ。もちろん特別競技のね」

「味方って……、どうして？」

「どうせあの子の動機は、優勝して私に無茶な命令をした挙句、思い出の女の子のことを聞き出そうっていうんでしょ？　だったら、あの子を優勝させないことで私たちは利害が一いつ致ちするじゃない」

　……確かに美月に優勝させたくないという点では僕たちは同意見だ。でも、一つだけ気になることがある。

「麻奈はどうして優勝を目指すんだ？　命令権を何に使うつもりなんだ？」

「決まってるでしょ。美月を私のペットにでもして躾しつけるのよ。あの淡路美月って女だけは絶対に許すことはできないから。それに、自分が今まで誰だれに吠ほえてきたのかをしっかり叩たたき込んでやれば、自然と咲也の傍そばからもいなくなるでしょうしね」

　……は、発想がほとんど美月と同レベルだ……。

「それに、あの子がいなくなれば、ようやく私達は恋人同士として暮らせるわけよ」

「ええ!?　こ、恋人って、そんな……」

「そんな……、何なの？　言いたいことがあるならはっきり言えばいいじゃない。正直、この状況はそういう咲也の煮にえ切らない態度が引き起こしたことでもあるんじゃない？」

　ザクリと、麻奈の抜ぬき身みの言葉が僕の胸に突つき刺ささる。

「ま、私は咲也がそういう性格だってわかってるから、多少強引でも私主導で進めさせてもらうわ。じゃあ、お互たがいのためにも協力よろしくね」

　麻奈はそう言って、僕の傍を通り過ぎて行った。背後に遠ざかる足音を聞きながら、しかし僕は振り向きもせずその場に立ち尽つくす。

　お互いがお互いをやり込めるために命令権を使おうとしている。

　もちろん、そんな争いを激化させるようなことを見過ごせるはずもなく、絶対に止めないといけない。それに何よりも重要なのは、どちらが優勝しても、結果としては二人のためには絶対にならないという点だ。

　美月に優勝させたくない。

　思い出の女の子の真実を知ることで、美月を傷つけてしまう。

　だからと言って、麻奈が優勝するのもダメだ。

　今の僕には麻奈の想おもいに応こたえられないのだから、恋こい人びと同士なんてなれるわけがない。

　つまり………………、そうか。ようやくわかった気がする。

　僕は、美月にも麻奈にも傷ついてほしくないんだ。わがままばかりで僕を好き勝手に振り回しても、ドＳな態度で僕をイジメて楽しんでも、それとは関係なく、僕は二人のどちらにも決して傷ついてほしくない。そんな姿は見たくないんだ。

　じゃあ、どうする？

　どちらが優勝してもダメだ。どちらが優勝してもどちらかが傷つく。

　……だったら、残された手段はあと一つしかないじゃないか。

　問題は、それが僕に可能なのかということだ。ちょっと考えただけでも、不可能だということは誰にもわかる。想定しただけで胃が痛くなりそうだ。

　でも、僕は麻奈の言葉を思い出す。二人の争いの根本的な原因を見てみると、そのどちらにも僕が関係している。僕の煮え切らない態度が、ここまで事態を悪化させたと言われても、何一つ反論できない。

　だったらこれは、僕こそが解決しないといけない問題なんじゃないか？

　そして僕は今、結果としてその崖がけっぷちに立っているんじゃないか？

「………………」

　僕は自分のしてきたことに、自分自身で責任を取らないといけない。これは、今までの人生のツケみたいなものなのかもしれない。

　僕は意を決すると、スマホを取り出して目的の人物を呼び出した。







「こんなところに呼び出して、何か用か？」

「壮次郎。急にごめん。ちょっと相談……と言うか、お願いがあるんだ」

　僕は壮次郎と並んで、屋上のフェンス越ごしに街を見下ろしていた。あの公園が、ここからはよく見える。

「……お願い、か。特別競技であの二人に優勝させないため、俺に優勝しろという話なら断るぞ」

　僕はその言葉に驚おどろいて振り向いた。けれど壮次郎は、いつも通りの無表情のままだ。

「……どうしてわかったんだ？」

「あの二人のやる気と、お前の困り果てた顔を見ていると、なんとなくそうじゃないかと思ったのだ。相変わらず厄やつ介かいごとを抱えているようだな」

「……まあね。それに、壮次郎に優勝してもらうってのも考えなかったわけじゃない」

　壮次郎がこちらを見る。僕は続ける。

「頼たのみっていうのは、立候補の件、僕に譲ゆずってもらおうと思って」

「……なに？　本気なのか？」

　珍めずらしく驚いた様子の壮次郎に、僕は力を込こめた口調で言う。

「ああ……。今回ばかりは他力本願はできない。僕自身がなんとかするしかないんだ。まあ、いろいろと絶望的ではあるんだけど……」

「……勝算はあるのか？」

「ないよ。ないけど、なんとかする。考えて考えて、どんなことをしても優勝する。しないといけないんだよ僕は。無茶苦茶な話だと思うだろうけどさ……」

「そんなことは思わんさ。お前の意思がそこまで固まっているのなら、結構な話だ」

　意思は固まってる。正直、今からでも逃にげ出したいような気分だけど、それでももう後ろは崖っぷちだ。前へ進む以外の道はない。

「どんな事情を抱えているのか、どんな理由でそこまでの決意をしたのかは知らん。だから立候補の件は、何も聞かずにお前に譲る」

「あ、ありがとう、壮次郎！」

「礼などいらん。どうせ俺も押し付けられたのだ。……しかしな咲也、勝算のない戦いに友を送り出すような真似まねは、俺はせんぞ」

「いや、でも、これ以外に方法がないんだ……」

「違う。そういう意味じゃない。俺も協力すると言っているのだ」

　壮次郎の申し出に、僕は目を白黒させる。

「で、でも、これは僕自身でやらないといけないことで……」

「やるのはお前さ、咲也。それは変わらん。しかしな、お前がやらないといけないからと言って、誰の助力も受けてはいけないなどということはないはずだ」

　僕はしばらくの間、壮次郎の言葉をかみしめていた。そして不意に、友情のあつさに目め頭がしらが熱くなる。

「……すまない、壮次郎。いつも助けてもらってばかりで……」
















「何を言っている？　俺がお前を助けるのは当たり前だ。友人なのだからな。そんなことより、お前の決意を改めて聞かせてくれ」

　僕は壮次郎のその言葉に、大それたことをしようとしている気後れを何とか心の奥底に押し込めながら、口を開く。

「僕はイっちゃんレースで優勝したい。たとえどんな手を使ってでも、優勝しなくちゃいけないんだ。だから壮次郎、そのために手を貸してくれないか」

「望むところだ。友人のために協力を惜おしまない……、いい言葉だな」

　僕は壮次郎と固い握あく手しゆを交かわしながら、もう決して振ふり返らないと心に決めた。

　必ず優勝する。二人を傷つけないためにも、必ず。

　たとえそれが、二人を出し抜ぬくことになろうとも。








５









「僕が立候補します」

　その日の放課後。朝から持ち越こしになっていた三人目の立候補者という議題は、誰しもの予想に反してあっさりと解決してしまった。

「……九く条じようが？　お前、マジで言ってんのか？」

「は、はい」

　イっちゃん先生の問いに、僕は緊きん張ちようしながらもそう答える。

「おもしれぇ！　おもしれぇぞ九条！　お前ってやつはマジで最高だなおい！」

　両りよう腕うでを開いて天を仰あおぐような姿勢で、イっちゃん先生は爆ばく発はつしたように笑い出した。

「おい九条！　いいんだな？　おめーは女みてーな男だし、体力もねーし、運動神経もにぶい方だし、勝てる見込みなんてほとんどねーけど──」

　自覚しているとはいえ、改めて他人に言われるとなんか凹へこむなぁ……。

「いや、まあ……、大だい丈じよう夫ぶです……。立候補します」

「本気で勝つつもりなのか？」

「もちろんです」

　それだけは、はっきりと答える。

「よーしよしよしよし！　てめーみたいなやつを待ってたんだよ！　だがまさか九条がくるとはなぁ！　おい中なか津つ！　悪いがてめーはなしだ。いいだろ？」

「ええ。咲さく也やがそのつもりなら、これ以上の適任はないでしょう」

　壮そう次じ郎ろうは眼鏡のズレを直しながら無表情で答え、イっちゃん先生はそれに満足そうに大きく頷うなずいた。そして黒板の方へと振り向くと、僕の名前をそこへ書き付ける。

「よおしっ！　これでうちのクラスの選手は決まったぜ！　水み無な瀬せ！　淡あわ路じ！　それから九条！　てめーら全員、死ぬ気で勝ちにいきやがれよ！」

　イっちゃん先生は、バンッと黒板を平手で叩たたきつけながらそう叫さけんだ。

　おそらく今、麻ま奈なも美み月づきもこちらを見ているだろう。

　それぞれが自分の協力者として、僕を認にん識しきしている中、残念ながらそうはいかない。

　もうやると決めたんだ。後で裏切り者と罵ののしられようとも、二人の優勝を阻はばむために僕がしなければいけないことは、もうこれしかないのだから。







　放課後、僕は美月と麻奈にそれぞれ、直接レース中に協力するために立候補した、というウソをついた。二人は疑った様子もなく「頼たよりないけど頼りにしてる」と全く同じ言葉で返してきたけど、その時の嬉うれしそうな顔を思い出すと、胸が痛んだ。

　が、今は罪悪感に苛さいなまれている時じゃない。

　二人には、今日も調子が悪いから先に帰ると偽いつわった後、僕は教室に戻もどった。

　教室では壮次郎が僕の帰りを待っていてくれた。「用事は済んだか？」と聞く壮次郎に、僕は「うん」とだけ答える。

「で、勝つために、僕はこれから何をすればいいと思う？」

「可能な限り詳しよう細さいな情報を知ることだ。勝負の内容を事前に知ることができれば、他ほかの連中よりもはるかに有利にことが進められる」

「そ、それはその通りだと思うけど、でもそんなことをどうやって？　イっちゃんレースの内容は、当日まで秘密だって先生が言ってたけど……」

「実は、もうあらかた情報を集めてきた」

　そう言って壮次郎は、無造作に数枚の書類を取り出して、机の上に置いた。

　手に取って見ると、なんとコースの設計指示書で、ここにハードルを置けだの、ここには平均台を設置しろだのといった文字が手書きで書かれている。

「こ、こんなもの、どうやって手に入れたんだ……？」

「運営委員の女子からだ。いくら先生が秘密でと言ったところで、コースの設置は体育大会運営委員がやることに変わりはないからな」

「知り合い、なのか？」

「いや、名前も知らん。だが以前何故なぜか俺に話しかけてきて、電話番号だのメールアドレスだのを交こう換かんさせられたことを思い出してな。連れん絡らくしたらよろこんで横流ししてくれた」

　親切な人間もいるものだな、と言う壮次郎を見て、僕はその女子が不ふ憫びんでならなかった。

　きっと壮次郎のことが好きでそういうことをしたのだろうけど、本人は名前さえ覚えていないという。文武両道スーパーハイスペックイケメンの壮次郎だから当然のようにモテまくる。が、二次元人の壮次郎はそんなものを意に介かいさないんだ。

　僕は心の中で見知らぬ運営委員の女子に謝りつつ、コースの確認をすることにした。

「……うん？　あれ？　裏庭が全域ハテナマークになってる……」

「そのようだな。どうやらそこはさらに極ごく秘ひ事じ項こうらしい」

　さ、さすがイっちゃん先生。無む駄だに手が込こんでいる……！

「コースは大きく分けて三つのステージに分けられる。一つ目はスタート地点であるグラウンドだが、ここはハードルや平均台などのごく普ふ通つうの障害物競走となっているようだ」

「う……、それは、マズイな……」

「確かに、ここでの勝算はまずないな。細工を施ほどこすにしてもそう大がかりにはできない。とにかく、二人にできるだけ離はなされないように心こころ掛がけるしかないだろう」

　とは言え、やっぱりかなりのリードを取られるのは覚かく悟ごしないといけない。

「二つ目のステージは校舎横の直線だ。ここは短い区間だが距きよ離りは問題ではない。ここでの種目は借り物競走だからな。対策を立てれば咲也でも十分勝負になるはずだ。ただ残念ながら、そのために必要な借り物候補のリストは別の女子生徒が管理しているらしく、今はまだ入手できていない。すまん」

「あ、謝られても困るよ。ここまでやってくれているんだから……。ちなみに、その別の女子生徒ってのは誰だれかわかる？」

「その書類に、誰が何の設計担当かが書いてある」

　僕がそれを確認すると、問題の借り物競走の欄らんに見知った名前を見つけた。誰であってもなんとか頼たのみ込もうと思っていた矢先、これは運がいいと心の中でガッツポーズをする。が、その直後に、裏庭の担当欄の名前見て驚きよう愕がくする。

「こ、こここここ……、この名前は……」

「ああ、三つ目のステージである裏庭は内容不明だが、お前の姉が担当のようだな」

　そこにあった九条沙さ雪ゆきという名前。こんなところで姉さんの名前を発見するとは思っていなかったので、僕は山道でいきなり熊くまに出会ったみたいな感覚になった。

「おそらく担当者ならコース内容も把は握あくしているだろうが、そのためにはお前の姉から情報を引き出すしかない。……できるか？」

「…………や、やるしかない、よな」

　そうだ、やるしかない。逆に攻こう略りやくの足がかりができたと思えばいいんだ。問題は、その足がかりが、僕がこの世で最も苦手にしている人物のうちの一人だということだけど。

「そうか、事前に情報を得ることができれば、作戦もより精度が上がる。逆に言えば、咲也の運動能力を考えると、そこまでして五分というところだ」

「五分もあればいいけどね……。とりあえず、借り物リストの件と姉さんのことは僕がやるよ。借り物の方も、僕の知り合いがやってるみたいだから」

「そうか、それは僥ぎよう倖こうだ。では俺は、第一ステージが少しでも有利にならないかどうか、さらに検討を重ねてみよう。全体の作戦は、お前が情報を持って来てからだな」

　方針が決まり、僕たちは互たがいに頷き合う。そうと決まれば、まずは借り物のリストだ。僕は壮次郎に別れを告げると、息をひそめながら部室棟とうへと向かうのだった。







　部活動研究部の部室前。僕は気配を殺しながら、中の様子を窺うかがう。

　比ひ較かく的てき静かで、美月と麻奈の声は聞こえてこない。そっとドアの隙すき間まから中を覗のぞくと、残っていたのは岸きしの里さとと天てん満ま先せん輩ぱいだけのようだ。

「ありゃ？　さっきゅん？　先に帰ったんじゃなかったの？」

「美月達はそう言ってましたが～」

　中に入ると、二人は少し意外そうな顔で出で迎むかえてくれた。美月と麻奈はもう帰ったのかと聞くと、岸里が「体育大会のためにトレーニングするんだって」と教えてくれた。

「そういえばさっきゅんも出るんでしょ？　あのイっちゃんレース。大だい丈じよう夫ぶなの？」

「咲也さんは運動が得意なのですか～？」

「いえ、からっきしです。でも色々と事情があって、今日はそのことで話があるんです」

　そう言って、僕は岸里こと運営委員借り物競走設計担当者を見て事情を打ち明けた。

　美月とのこと。麻奈とのこと。そして自分の陥おちいっている窮きゆう状じよう。

　全すべてを隠かくすことなく説明する。この二人には全てを知られても大丈夫だという信しん頼らい感があったし、またそうしないと協力は得られないだろうと思った。

「…………何かあるとは思ってたけど、そんなことになってたとはねぇ」

「咲也さん～、罪な人ですね～」

　天満先輩の率直な感想が結構こたえるけど、その通りなので何も反論できない。

「まあ相手はさっきゅんだから、協力するのはわたしもやぶさかではないけどさ、一つだけ聞きたいことがあるよ。これは、本当に美月のため、なんだよね？」

　普ふ段だんは軽い雰ふん囲い気きの岸里が、真しん剣けんな様子で僕に訊たずねる。

　そして僕は、その問いに何の迷いもなく頷いた。

「……ふうむ。どうします先輩？　さっきゅんってば、こんなこと言ってるけど」

「どうもこうもありませんよ真ま由ゆ香か～。私は咲也さんを全面的に信頼していますから～、咲也さんのすることに何の心配もしてませんよ～」

　天満先輩の言葉を聞いて、岸里は苦く笑しようする。そして自分の鞄かばんを無造作に引き寄せて、その中から数枚のコピー用紙を取り出した。

「ほい、借り物のリストだよ。仕方ないからわたしもさっきゅんの味方になってあげる。だってさっきゅんの場合、ここまでしないと絶対にあの二人には勝てないもんね？」

「あ、ありがとう岸里……。それと、天満先輩も……」

　僕は思わず涙なみだぐみそうになりながら、二人に頭を下げる。

　天満先輩はいつも通りニコニコして、岸里は何故かニヤニヤと笑っていた。

「いいっていいって。それに考えてみれば、このレースのトトカルチョを裏で開かい催さいしたら、さっきゅんは絶対大穴じゃん？　これって大おお儲もうけのチャンスだよ！」

　すがすがしいほどの外げ道どうがそこにいた！

「でも、リストを手に入れてどーすんの？　その中から三つを持ってくるのがルールだけど、当日に何を引くかはわかんないじゃん」

「それはこれから作戦を立てるよ。今は情報集めの段階で……」

「その必要はありませんよ～」

　珍めずらしく、他人の言葉を遮さえぎるように先輩が声を上げた。

「それは私が何とかしますよ～。咲也さんが美月のためにがんばっているんですから～、私にも是ぜ非ひ協力させてくださいね～」

「せ、先輩？　ありがたいですけど、でも協力ってどうやって……？」

「ふふふ～、それはですね～……」

　先輩がちょいちょいと手招きするので、僕と岸里は身をかがめながら近寄る。そして二人を巻き込んだ放課後の部室で、対イっちゃんレースの密談が行われるのだった。




　　　　▼




　家に帰ると、姉さんと秋あき穂ほにいつも通り『お出迎え』される。本当ならここで体力と精神力が大きく削そぎ取られるところだけど、今日はたじろいてはいられない。これから、運営委員裏庭担当の姉さんから情報を引き出さないといけないのだから。

　僕は姉さんに話があると伝え、リビングへと向かう。なになに？　と秋穂もついてきたけれど、引き剝はがすのは難しそうだ。このまま話をするしかなかった。

　僕がまず率直に、裏庭コースの競技内容が知りたいと言うと、姉さんはきょとんとした表情でこう返した。

「どうして咲也ちゃんがそんなことを知りたがるのかしら？」

　当然とも言えるその質問に、僕は一いつ瞬しゆんどう答えるべきか迷う。

　正直に全ての事情を話す……のはとても無理だ。姉さんと秋穂相手に今の現状をつまびらかにしようものなら、血の雨が降りかねない。主に僕の。

　結局、美月と麻奈のことを隠しつつ、最低限事実に沿った説明をする。

「ぼ、僕が特別競技に出場することになって、どうしても勝たないといけないから……」

「ええ!?　咲也ちゃんがアレに出場!?　どうしてそんなことに？　咲也ちゃんは運動がそれほど得意じゃないでしょ？」

「えっと……、皆みんなが嫌いやがったからくじ引きで……。そ、それに、うちのクラスから優勝者が出ないと、先生が罰ばつゲームだって言うからさ。これはもう、どんな手を使っても勝たないとって思って……」

「……はぁ、なるほどね。千せん林ばやし先生が担任だったっけ。困ったものだわ……」

　よし、ここまでの説明に矛む盾じゆん点はないはずだ。姉さんも呆あきれたようにため息を吐ついてるだけ。これならすんなりと情報を引き出せるかも──

「ところで」

　が、この姉さん相手に、そんな大甘なことは起こらないのだった。

「確か参加者は各クラス三名ずつよね？　あとの二人は誰なの？」

　ギクリと、僕の身体からだが強こわ張ばる。油断していたところにいきなり核かく心しんに迫せまった質問をされ、不意打ちを食らったような形だった。

　どうしよう。正直にあの二人の名前を出すのはためらわれる。かと言って誤ご魔ま化かしても、いずれわかることだ。

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、僕は正直に、しかし慎しん重ちように答えることに決めた。

「麻奈と、あと同じクラスの淡路って女子だよ……」

「淡路さん……、聞き覚えがあるわね。確か桜さくら川がわさんの件の時の……」

「まだその女と関係があるわけ!?　しかも麻奈姉ねぇとも一いつ緒しよ!?」

　横から秋穂が憤ふん慨がいした様子で顔を突つっ込んでくる。やっぱり、こんな反応になった！

「……これは偶ぐう然ぜんかしら？　咲也ちゃんらしくない行動と、残りの参加者が咲也ちゃんと関係のある女子二人」

「むうう！　お兄ちゃん！　何か企たくらんでるんじゃないでしょうね！」

　や、やばい！　だんだんと収拾のつかない事態に発展しかかっている！

　ここは、まだ比較的話の通じる姉さんになんとか納なつ得とくしてもらうしかない。横でぎゃあぎゃあ言ってる秋穂はこの際相手にしてられない！

「い、いや、それは単なる偶然だよ。だってくじ引きで決めたわけだし……」

「そう。でも、淡路さんは知らないけど、麻奈は相当運動が得意のはずよ。陸上部が熱ねつ烈れつにラブコールを送ってて、親しん戚せきの私にも説得してくれって泣きついてきたもの。でもあの子、結局変な文化部に入ったのよね？　確か部活動研究部とかいう……」

「あ、それってお兄ちゃんの部活じゃん！　麻奈姉ぇのやつめ！」

　……なんか徐じよ々じよに外そと堀ぼりを埋うめられていくような気分だ。冷静に、論理的に追い詰つめていく姉さんの態度が、今はたまらなく恐おそろしい。

「同じクラスに優勝候補がいるじゃない。別に咲也ちゃんががんばる理由はないわよね？」

「そ、それは……」

「ねえ、咲也ちゃん？」

　そろそろ本当の理由が聞きたいわね？

　そう言われて、僕はいつの間にか崖がけっぷちに追い込まれていることに気がついた。なんとか言い抜ぬけようとするも、上手うまい説明は思い浮うかばない。なにより、冷たい視線を送ってくる姉さんと、八や重え歯ばを光らせて睨にらんでいる秋穂がめちゃくちゃ怖こわい。

「……何年咲也ちゃんの姉をやってると思っているの？　咲也ちゃんが私に隠し事なんてできないのよ。どうやら、今回も女子絡がらみらしいわね」

「お兄ちゃん？　覚かく悟ごはできてるの……？」

　こ、この流れはアレだ。お仕置きと称しようして二人に好き放題蹂じゆう躙りんされるいつものパターン。

「はあ、まさかそんなことで私を出し抜こうなんてね。これは、許されないわ」

　姉さんのその一言を合図に、秋穂が目を輝かがやかせてジリジリとにじり寄ってくる。これは間ま違ちがいない、飛びかかって押し倒たおすつもりなんだ。

　ど、どうすればいいんだ！　交こう渉しようは決けつ裂れつ。その結果の破は滅めつ。でも、そんなことをしてる場合じゃないんだ。なんとか、なんとかしないと！

　頭を必死に回転させるけど、焦あせりと長年身体に刻み込まれた恐きよう怖ふとで混乱して、名案どころか正常な思考さえできない。

　そうこうしているうちに秋穂が飛びかかってくる動作がスローモーションで見えた。

　もうダメだ！　いや、どんな手を使っても僕はレースに優勝しないといけないんじゃなかったのか!?　あの二人を傷つけないために！

　僕は突っ込んできた秋穂に咄とつ嗟さに手を伸のばすと、抱だきしめるような形でその全身を押さえ込んだ。顔は僕の胸に密着し、もがもがと苦しそうに暴れているけど、この猛もう獣じゆうを今解き放つわけにはいかない！

「秋穂！　大人しくしろ！」

　普段なら恐ろしくて言えないようなことも、今は何故なぜかすんなりと口から出た。

　秋穂は一瞬ビクリと身体を震ふるわせると、そのままへなへなと力を抜いた。

「あら……、咲也ちゃん？」

「き、聞いてくれ姉さん！　女子が絡んでるってだけでこんなことをするのはもうやめてくれ！　それよりも話を聞いてほしいんだ！」

　僕は混乱した頭のまま、しかしただ一つの目的のために叫さけび続ける。

「確かにこれは麻奈と美月に関係することだよ！　でも、やましいことなんて何もないんだ！　僕はただ、二人に傷ついてほしくないだけなんだ！　僕のために、僕が煮にえ切らないばっかりに、二人が傷つくなんて、そんなのあっちゃいけないことなんだよ！　だから僕は絶対に優勝しないといけないんだ！　卑ひ怯きようだって言われても、どんな手を使ってでも勝つって決めたんだよ！　だから、だから！」

　声が詰まりそうになる。息が苦しい。でも、叫ぶのを止やめるつもりはない。

「だからお願いだ姉さん！　裏庭コースの内容を教えてくれ！　このままじゃ、僕は本当に最低の人間になってしまうんだ！　自分のトラウマに甘えて何もしないなんて、もうダメなんだよ！　こうやって姉さん達にやり込められるだけなんて、本当は嫌なんだ！　でも、もう見て見ぬふりはできないんだ！」

「……咲也ちゃん」

「……お願いだよ姉さん。僕のせいで僕が傷つくのは耐たえられても、僕のせいで誰だれかが傷つくのは耐えられないんだよ……」

　僕は荒あらい息を吐はきながら、滲にじんだ視界で姉さんを見つめる。

　腕うでの中の秋穂を、何かにすがりたいがためにギュッと抱きしめた。

「……いくつか聞いていいかしら？　その二人は、咲也ちゃんにとって特別な存在なの？」

「特別とか、どうだろう……。ただ、放ほうってはおけないだけで……」

「好きとか、そういう感情なの？」

「それは、違うと思う……。僕はそういうの、よくわからないけど……」

「…………それは、私達のせい？　私達のこと恨うらんでる？」

「……恨んでなんかいないよ。姉弟きようだいなんだから……。ただ、無理矢理こういうことをされるのは嫌だ。それはもうやめてほしい……」

「そう……。そう、なのね……」

　姉さんはしばらく押し黙だまると、やがて無言のままリビングから出て行った。

　僕は朦もう朧ろうとした頭で、自分は今どこで何をやっているのか、なんてズレたことを考えながら、無意識のうちに秋穂の頭をなでていた。

　やがて姉さんが帰ってくると、数枚の書類を僕に差し出した。文面の頭には、体育大会特別競技のコース設計書と書かれてある。

「これは……」

「見ての通り、咲也ちゃんが欲ほしがってた裏庭コースの内容よ」

　僕は信じられないものを見るように、姉さんの顔を見つめた。

「なんでそんな顔してるの？　あれだけ必死に頼たのんでたくせに」

「い、いや、でも……、確かにそうだけど……。でも、どうして……？」

「どうして？　私が今まで、一度でも咲也ちゃんの意思を踏ふみにじってきたことがある？　最愛の弟からあんな頼まれ方して、断れるわけないじゃない」

「一度でもって……、今までずっとあんな……」

　男としての尊厳を蹂躙され続けてきたんだけど……、女装とか。

「でも、それを咲也ちゃんが一度でもやめてくれって言ったかしら？　言わなかったわよね？　私たちは咲也ちゃんが大好きだから、その愛情の一部でもせめてぶつけたくなるの。でもそれが迷めい惑わくなものなら、その時ははっきりと意思を示してくれないと」

「じゃ、じゃあ……、今後はああいうことはもう……？」

「だからと言って全すべてやめるわけじゃないわ。私達だって咲也ちゃんを愛してるもの。百の愛情が迷惑なら、今度は九十。それでもダメなら八十と、そこはお互たがいの意思を尊重し合ってバランスをとっていくしかないわね。今までは咲也ちゃんが全部受け止めてくれてたから、それを咲也ちゃんの優やさしさだって思ってたけど、実はそれは弱さだったのね」

　女性不信の元げん凶きようは間違いなく姉さん達だけど、それをずっとそのままにしていたのは、誰でもない僕自身だった……？　僕がはっきりとした意思を示しさえすれば、実はもっとはやくに是ぜ正せいされていたことだったのか？

「不思議そうな顔してるわね？　私が言ったことはウソじゃないわよ？　例えば小学校に上がる時、もう女の子の格好はしないって咲也ちゃん自身がはっきり言ったでしょ？　その時、私が無理強じいした？」

「で、でも、その後も時々女装させられたぞ……？」

「それは私が我が慢まんできなかったから仕方ないじゃない。可愛かわいい咲也ちゃんを見たかったのよ。でもその時でも、はっきりと断られたら諦あきらめてたわよ」

　僕は、なんだか自分の中の固定観念が音を立てて崩くずれていくような気がした。

　もしかしたら僕の抱かかえている悩なやみの根本は、弱い自分自身だったのかもしれない。

「ところで秋穂のこと、いつまでそうしてるの？」

「へ？」

　言われて見下ろすと、そこには秋穂の頭が。つむじまで、今ははっきり見える。

「わわっ!?　ご、ごめん秋穂！　苦しかっただろ？」

「………………」

　僕が腕を解くと、秋穂は俯うつむき加か減げんで立ち尽つくしたまま身動き一つしない。怒おこっているのかと思い恐る恐る顔を覗のぞき込むと、真っ赤な顔で何かを呟つぶやいていた。

「……れた……。抱っこされた。お、お兄ちゃんに抱っこ……、抱かれた……っ」

「おい!?　微び妙みように誤解を招くような表現はやめてくれませんかね！」

　秋穂は僕の声にビクッと反応すると、一いつ瞬しゆん僕の顔を見た後、ものすごい勢いでリビングから飛び出していった。階段を駆かけ上る音と、ドアの閉まる音が続く。

「あらら、ちょっと強くされたくらいであんなになるなんて、やっぱり子供ね」

「……姉さん？　秋穂は一体……」

「咲也ちゃんの新たな一面を見て照れちゃったんでしょ？　そんなことより、特別競技のこと。絶対に優勝しないといけないんでしょ？　だったら絶対優勝しなさい」

　まさか姉さんにこんなことを言われるなんて思ってもみなかったので、僕はしばらく呆ぼう然ぜんと姉さんの顔を見ていた。けれどやがて、僕は力強く頷うなずく。

　ありがとう、姉さん。

「それに、咲也ちゃんがそんな大おお舞ぶ台たいで優勝したら私、全校生徒に咲也ちゃんを自じ慢まんし放題じゃない？　あの可愛くて愛くるしい一年生は、私を愛してやまない弟なんだって、大手を振ふって喧けん伝でんするいい機会ね！」

「だから、そういう誤解を招くような表現は勘かん弁べんしてくださいって！」




　とにかく、これで全てのピースがそろった。後はこれらを元に、綿密な計画を立てることだ。そして僕は、それをやりきったんだ。二人にバレることなく、完かん璧ぺきに。

　壮次郎、岸里、天満先せん輩ぱい、それに姉さん。

　協力してくれた全ての人達に、僕はいつか必ず報むくいなくてはいけない。

　その手始めが、イっちゃんレースで優勝すること。

　そして、ついにその日がやってきたのだ。




　　　　▼




「それでは本日最後の種目、全学年の生徒による異種混合耐たい久きゆう障害物競走を行います。選手は各自決められたスタート位置に移動してください」

　全校生徒達で賑にぎわうグラウンドに、運営委員の声がスピーカーから響ひびいた。

　ものすごい歓かん声せいがその場を包み込んでいる。今までの競技が体育大会の名前通りストイックなものだったのに対し、これだけは何でもありのお祭り騒さわぎだ。しかも全学年全クラスの生徒が出場しているため、盛り上がり方が半はん端ぱではなかった。

　僕が指定のスタート位置に向かうと、既すでに美月と麻奈は来ていた。

「麻奈、あんた覚悟はできてんの？　負けたらあんたは私の奴ど隷れい。どうせ結果はやるまでもなくわかってるんだし、今のうちに哀あわれっぽく謝罪しておけば、奴隷にした後も少しくらいはお情けをかけてあげるわよ」
















「背は小さいくせに口だけは大きいのね。弱い犬ほどよく吠ほえると言うけれど、あんたの今のセリフとかテンプレレベルじゃない。胸も貧相ならボキャブラリーも貧相だなんて、あまりにも哀れすぎて涙なみだが出そう」

　……なんか言い争いのひどさに拍はく車しやがかかっている。麻奈はもう、美月の前では仮面をかぶることさえしてないし、日に日に険悪さの増す二人だった。

　僕は罵ば倒とうし合っている二人と目を合わせないようにしながら自分のレーンに向かうと、目の前のコースを確かく認にんするように眺ながめた。

　スタートは、全員が横並びで行う。順は左から美月、麻奈、そして僕だ。

　総勢五十名近くが一度に走るためトラックは使えず、障害物が敷しき詰つめられたグラウンドを真まっ直すぐに突つき抜ぬけていく形になっている。ズラッと並んだハードルや平均台、鳥避よけのごとく吊つるされた人数分のパンなどが壮そう観かんだ。一見バカバカしい光景だけど、これだけ量があるとなんだか威い厳げんまで感じさせる。

「さあ、それでは競技を開始します。全員位置についてください」

　スピーカーからの声に促うながされ、全員が位置につく。

　美月と麻奈は唸うなり声をあげながらお互い睨にらみ合っていた。呆あきれた光景だけど、闘とう志しだけは十二分に伝わってくる。僕も負けるわけにはいかない。

　スターターを持った女子生徒が数人、選手達の背後に立つ。さっきまでの歓声がウソのように静まり返り、誰しもが運命の一瞬が訪おとずれるのを固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

「よーい…………」

　その声に身構えて、後にくる破は裂れつ音に全神経を集中させる。

　バァンッ！

　選手が一いつ斉せいに走り出した姿が前方に見えた。つまり、僕は初しよっ端ぱなから遅おくれているというわけだ。でも、これは想定内。このステージでは何も考えず、ひたすら前進するしかない。

　全力で足を動かしながら、僕は美月達の方を見た。さすがに二人は飛び抜けていて、他ほかの選手よりもその背中が小さい。が、どうも様子がおかしい。

　なんか、二人の距きよ離りが近い。隣となり同どう士しのレーンだから近いのは当たり前だけど、後ろから見ているとくっついているように見える。まるで漢字の『人』のように。

　……いや『入』だろうか？　どっちでもいいけど何をしているのだろう、と思う間もなく突とつ然ぜん二人が転てん倒とうした!?

「おおっとぉ!?　早さつ速そく転倒者が出ました！　これは、１─Ａの淡路選手と水無瀬選手です。いきなりデッドヒイィトォォォ！」

　実じつ況きようの声がグラウンドに響く。二人が立ち上がろうとしているところに、僕がちょうど追いつくと、なんだか怒ど鳴なり合っているらしいのがわかった。

「なにしてくれてんのよ！　体当たりとか、常識ってものを弁わきまえなさいよね！　実力じゃ勝てないからって汚きたないことしてんじゃないわよ！　こけるんなら一人でこけろ！」

「それはこっちのセリフでしょ！　ちっこい身体からだしてるくせに思いっきりぶつかってくるなんて、そこまでして勝ちたいわけ!?　大体先に足をかけてきたのはあんたじゃないの！　汚いとかどの口が言ってんのよ！」

　……どうやら、互いに相手を蹴け落おとすため、直接攻こう撃げきに出ていたらしい。すさまじい争いだ……。二人の意気込みが嫌いやでも伝わってくる。

　僕が傍そばを通り抜けた時も罵倒の声はやまなかった。立ち直った二人がすぐさま追い抜いて行ったけど、その時でさえ言い争いをしたままだ。罵ば詈り雑ぞう言ごんでドップラー効果とか実感したくなかったよ……。

　お互いがくっついた体勢のまま騒そう音おんをまき散らし、それでも他の生徒達を瞬またたく間まに抜き去っていく。それは、新手の走法かと思ってしまうくらい息が合っていた。ハードルや平均台などの障害物をクリアする時だけパッと分かれてまたすぐにくっつくし、端はたから見ていると実はいがみ合っているようには到とう底てい見えない。

　と、感心している場合じゃない。僕は早くも息を荒あらくしながら、なんとか離はなされないように障害物を乗り越こえていく。けれど意気込みだけではどうにもならず、現在の順位としてはほぼ最下位だ。でも──。

　目の前に、グラウンドステージの最後の関門、ぶら下がったパンが見えてくる。

　多くの生徒がそこで立ち止まり、空中のパンを口だけでつかもうと四苦八苦している。美月と麻奈は、僕がそこに到とう着ちやくした時点ですでにクリアして走り出していた。が、思ったよりも距離が離されていないことにほくそ笑えむ。言い争いの声の大きさで距離が測れるのは便利だけど、どうなんだこれは……。

　僕は走る勢いを緩ゆるめず、そのまま飛び上がってパンに食らいつく。そしていとも簡単にパンを咥くわえると、一瞬で咀そ嚼しやくして吞み込みながら次のステージに向かった。

「なんと！　１─Ａの九条選手がパン食いを一瞬でクリアー！　その動きは一いつ切さいのよどみがなかったぞ!?　これで１─Ａは全員通過だ！　強いぞ１─Ａ！」

　実況の声とグラウンドの大歓声を背に、僕は苦く笑しようしながら走り続ける。

　実はこれ、単純ないかさまに過ぎない。ぶら下がっているパンは、アンパン、クリームパン、ジャムパンの三種類だけのはずが、僕のコースだけ中身をくり抜いた皮だけの空パンと呼べる代しろ物ものになっていた。

　差の出にくい第一ステージでなんとか距離を離されないようにするため、壮次郎が考え出してくれた名案だ。事前工作も壮次郎がやってくれた。

　さて、第二ステージである校舎横は距離としては数十メートルしかないけど、ただ単に走り抜けるだけじゃない。ここでの競技は借り物競走なのだ。

「ここで借り物を指定しています！　好きな封ふう筒とうを選んで、その中身を持ってきて審しん査さ員に見せてください！　それまでは先に進めません！」

　僕は係の女子が呼びかけているところに向かい、封筒を一枚手に取って中を見た。

　スクール水着（女子用）。

　千ページ以上の本（辞典不可）。

　ロングヘアーの女の子（身長１５５㎝以下）。

　……事前に借り物リストに目を通したとはいえ、改めてみると内容がひどい……。

　作成者が岸里なんだからひねくれているのも仕方がないのかもしれないけど、女子用のスクール水着とか、普ふ通つうだったらどうやって手に入れればいいんだ……？

　周りの生徒を見ても、全員顔が引きつっている。そりゃ、その反応が正しい。

　美月と麻奈の姿はない。おそらく、今いま頃ごろ指定された借り物を探し回っているのだろう。とは言え、いかにあの二人といえども、ここではそれなりの時間を取られるはずだ。差を詰めるにはここしかない。

　その点僕は気楽なものだ。なにせ、前もって借り物候補を全すべてそろえているのだから。

　先日部室で天満先輩が立てた、単純かつ最も効果的な作戦だった。

　僕はすぐさま部室棟とうへと走り出す。そこで天満先輩と落ち合う約束をしているのだ。

「あ、咲也!?　ちょうどいいところに来たわ」

　その途と中ちゆうで、僕はいきなり飛び出してきた美月と出会った。どうやら探し物の途中らしく、右手に丸めたポスターを持っている。それが美月の借り物の一つか……。

「借り物探しを手伝って！　あと必要なのはビート板と狸たぬきの置物なの」

　ビート板はともかく狸の置物って……。どこ探せばいいんだよ、そんなの。

「ビート板は今から水泳部室に潜もぐり込んで取ってくるから、置物の方を咲也も探して！」

　僕はそのお願いに頷く。僕自身の優勝を目指しているわけだけど、ギリギリまで美月達に協力している素そ振ぶりは貫つらぬかないといけない。裏切っているのがわかると逆上されて何をされるかわからないというのもあるけど、重要なのは油断させることだ。

　僕の足を考えると、一時的なリードなんてすぐに取り戻もどされてしまう。重要なのは、最後の一瞬まで僕の意図がバレないようにすること。それまでは大きく引き離されるわけにはいかないけど、逆に僕が大きくリードするわけにもいかないのだった。

「あら？　二人とも、そんなところで何をしているのかしら？」

「ま、麻奈!?　あんたがなんでこんなところに!?」

　声に振ふり向くと、そこには麻奈が立っていた。右手にビニール製の縄なわ跳とびを、左手には手のひらサイズのチョコボールの箱を持っている。

「もちろん、借り物探しの途中よ。あれ、美月？　あなたまだ一つしか手に入っていないみたいね？　そんなペースで大だい丈じよう夫ぶなの？　そんなに私のペットになりたいのかしら？」

「んなわけあるか！　ふざけんな！」

　どこか余よ裕ゆうのある麻奈の態度を、美月は忌いま々いましげに睨みつける。どうやら麻奈はあと一つ見つければいいようだ。これはかなりの差と言える。

「これが実力ってやつかしら？　所しよ詮せんあんたはただの体力バカでしかなくて、こういうところでは差がついてしまうものなのね。あ、負けても泣かないでよ？　うざいから」

「……大だい丈じよう夫ぶよ麻奈。どのみち、あんただけには負けないからっ！」

　その時、美月が麻奈の一いつ瞬しゆんの油断をついて、素す早ばやくチョコボールの箱をひったくった。麻奈が焦あせるけど時すでに遅おそく、美月は素早く箱を開けると、一気飲みよろしく腰こしに手を当てて、チョコボールを全て口に流し込んだ！

「ああ!?　な、なんてことすんのよあんたは！　これって反則じゃないの!?」

「ふぉんなルールはどふぉにもないわよ！」

　もぐもぐごくん。すっかり食べ終わった美月は勝ち誇ほこったような顔で胸を張る。が、今度は麻奈がその隙すきをついて美月からポスターを奪うばい取ると、中庭に面した窓めがけて放ほうり投げた。ポスターはたちまち広がり、謎なぞの魔ま法ほう少女の絵を僕達に見せつけつつ、風に乗ってそのまま中庭の草むらへと飛んでいった。

「あああっ!?　ぽ、ポスターが！　あ、あんたねぇ！」

「不幸な事故ね。お悔くやみ申し上げるわ。早く取りに行った方がいいんじゃない？」

　……なんて醜みにくい争いだろう……。内容が低次元すぎるのがまた……。

　美月は麻奈をものすごい形相で睨みつけた後、踵きびすを返して中庭へと走り去っていった。今この場で飛びかかるんじゃないかと思えるくらいの雰ふん囲い気きだったけど、勝負を優先したようだ。

「ったく……。ところで咲也、いい機会だから協力してちょうだい。チョコレートは心当たりがあるから私がもう一度自分で取りに行くわ。あともう一つの借り物が萌もえフィギュアとあるのだけれど、これがいまいちわからないのよ。咲也、一いつ緒しよに探しなさい」

　僕は麻奈の申し出にも了りよう承しようする。麻奈と美月はギリギリまで競きそって、注意を互たがいにひきつけておく必要がある。僕が何故なぜか引き離されずついてきていると、気づかせるわけにはいかないからだ。

　僕は麻奈とも別れ、部室へと急ぐ。部活動研究部のドアを開けると、テーブルの上にわけのわからないものが山積みになっているのが見えた。

　ヘッドホン、鉄アレイ、トロフィー、植うえ木き鉢ばち、虫かご、キーボード、指輪、鍋なべ、バスケットボール、口紅、ペン先、鉛えん筆ぴつ削けずり、充じゆう電でん器き、サングラス……、などなど。

　何の脈みやく絡らくもないものが所ところ狭せましと並んでいるけど、これが全部借り物候補なんだよな……。

「あら～咲也さん～、いらっしゃいませ～」

　そんなカオスな空間に、天満先せん輩ぱいが一人体操服姿でちょこんと座っていた。

「借り物は決まりましたか～？　もしかしてこの抱だき枕まくらですか～？　それともこっちのメイド服とかでしょうか～？　それとも～」

「いや、あの、違ちがいます。そういうのじゃないですから……」

　そんなものまで用意されていたのか……。僕の借り物がそういう類たぐいのものじゃなくて本当によかったと思う。

　僕が借り物が書かれた紙を差し出すと、天満先輩は「あらあら～」と言いながら、スクール水着と分厚い本を出してくれた。って言うか、何だその本は……。

「えらく厚い本ですけど、何ですかこれ？」

「これは今人気のアニメ作品『遥はるかなる世界の果てで』の設定資料集なのですよ～。設定がとても重厚で作り込まれているのが特とく徴ちようなのです～。私も実はファンで～、主人公の少年と、その友人の何気ない友情がもう萌え萌えなんですよ～」

「そ、そうですか……」

　……なんでこんなことを訊たずねたんだろう、僕。

「って、こんなことしてる場合じゃない！　早く行かないと！」

「そうでした～。ではこの二つと～、あと～このロングヘアーの女の子というのは～、私でいいでしょうね～。私～、身長は１５５㎝ありませんし～」

　何も問題はないだろう。天満先輩は天然でパーマをかけたようなもっこもこの髪かみ型がただけど、ロングヘアーであることには間ま違ちがいないし、小こ柄がらでもあるのだから。

　僕はスク水と本、それに美月と麻奈に頼たのまれたものもなんとか片手で抱かかえ、もう片方の手で先輩の手を握にぎりながら走り出そうとした。

　初めて握る先輩の手は柔やわらかくひんやりとしていて、何故か緊きん張ちようで身体が強こわ張ばる。けど、すぐにある問題が発生して、それどころではなくなってしまった。

「すいません～。私～走るのが苦手で～」

　そう、先輩はもう尋じん常じようじゃないくらい足が遅かったのだ。

　走ってる動作をしてるのに、僕の歩いてるときくらいのスピードしか出ていない。しかもあっという間に息を切らしているし……。ああもうっ……、仕方ない！

「あの、失礼ですけど、背負わせてもらっていいですか……？」

「お願いします～」

　僕は天満先輩に荷物を預け、そのままおんぶして走り出した。

　先輩が小柄だからか、以前美月を背負った時と同じくらい軽かった。でも緊張感は段だん違ちがいで、今は背中に感じる女子特有の柔らかさが恨うらめしい。

「すいません～。重くありませんか～？」

「全然そんなことありませんっ！」

　と、とにかく急ごう。色んな意味で。

　そうやって部室棟を出ようとした時、遠くから美月が近づいてくるのが見えた。

　天満先輩と一緒にいるところを見られるわけにはいかず、僕は先輩に先に審査員のところまで行ってもらうよう頼み、ひとまずその場で別れた。

「咲也！　ポスターは見つけたし、ビート板も持ってきたよ！　置物は見つかった？」

「あ、ああ、運よく見つかったから持ってきた」

　僕が差し出すと、美月はうれしそうに礼を言って受け取り、そのまま駆かけ出した。僕はその後を追いつつ、麻奈の姿を探す。やがて麻奈も部室棟から出てくるのが見えて近寄ると、少し焦った様子で口を開いた。

「ねえ、私の頼んでたやつは見つかった？　あと、美月を見なかった？」

「頼まれてたやつはあったよ。はいこれ。それと美月はさっき全部借りられたって言って審査員のところへ行ったけど」

　麻奈は僕の手からフィギュアを受け取ると「ありがとう！」という言葉を残して駆け出していった。どうやら、二人とも僕のことなど競走相手としては眼中にないらしい。

　ここまでは上手うまくいっている。警けい戒かいされることなく、二人についていけている。

　僕も急いで審査員のところへ向かうと、待ってくれていた天満先輩と合流して、無事第二ステージを抜ぬけることができた。先輩の声せい援えんを背に、次へと向かう。

　第三ステージは、校舎の裏に広がる広大な敷しき地ち、通つう称しよう裏庭だ。

　ここでの種目は、簡単に言えば宝石探し。与あたえられたヒントに基づいて、指定された宝石（実際はガラス玉だ）を探し出し、チェックポイントを通過するというものだ。

　これも姉さん提供の事前資料により、ヒントと隠かくし場所を全て記き憶おくしている。だからクリアすること自体は問題ではなく、ここでも二人に気づかれないようにすることが重要だ。

「あ、さっきゅん！　すごいね、さっきゅんってば今三位だよ！　でも美月も麻奈っちももうヒント受け取っちゃった！　早くしないと、二人ともさっさと抜けちゃうかも！」

　そこではヒントを配布する係として岸里が出で迎むかえてくれた。

　僕は自分の分を受け取った後、二人に渡わたしたヒントの内容を岸里に訊ねる。

「美月は池の傍そばのお稲荷いなり様の中で、麻奈っちは噴ふん水すい裏だよ！　どっちも大して難しくないヒントだから、すぐに解かれちゃうかも！」

　僕は岸里の意見に頷うなずくと、すぐさま駆け出した。後ろから聞こえてくる「さっきゅん、がんばれーっ！」という声援に後押しされて、僕はまず自分の宝石を確保するべく走る。

　僕のヒントが示す隠し場所は、道すがらの東あずま屋やにある椅い子すの間、だ。問題なく回収した僕は、二人の様子を確かく認にんするべく、ここから距きよ離りが近い麻奈の方へと向かう。

「あ、咲也？」

　噴水のところまで行くと、麻奈の手には既すでに宝石が握られているのが見えた。

「あなたもこんなところまで来てたのね。もしかして私、かなり遅おくれてるのかしら？　美月の姿は見た？」

「い、いや、見てないよ？　麻奈はもう宝石を見つけたの？」

「ええ、これからチェックポイントへ向かうわ。美月の姿が見えないのが不気味ね。悪いけど、先に行くから。咲也は私が一位でゴールしたって実じつ況きようを待ってなさい」

　そう言って、麻奈はすぐさまチェックポイントへと走り出してしまった。

　僕は美月の様子を確認するべく、急いでお稲荷様へと向かう。しかし、その途と中ちゆうの道で飛び出してきた美月とばったり出くわしてしまった。

「咲也!?　ど、どうしよう！　私、どこに宝石があるかわかんないよ！」

　焦った様子の美月に、僕も同様に焦る。まずい、麻奈と差がついてしまう！

「ヒント見せて！　……これはお稲荷様の中だよ。急がないと、さっき麻奈に会って、麻奈はもうチェックポイントへ行ったよ」

「なんですって!?　で、でも大丈夫。隠し場所さえわかれば追いつけるわ。あんたはそこで、私が優勝したって実況が流れるのを待ってなさい！」

　麻奈と同じようなことを言う美月に苦く笑しようしつつ、僕が走り出す美月の後ろ姿を見つめていると、美月はいきなり振り返って「ありがとう咲也！　私、絶対優勝するからね！」と言って手を振った。

　僕は申し訳ない気持ちを何とか抑おさえつつ、美月に手を振り返す。そして、強く手を握りしめた後に、チェックポイントへと走り出した。

「はいオッケーです。あなたで三人目です。がんばってください！」

　係の人に宝石を見せ、僕はチェックポイントを通過する。この後は、さっきとは反対側の校舎横を通り、グラウンドに帰るだけだ。純じゆん粋すいに、速さと体力の勝負になる。

　僕が二人に決して太刀たち打ちできない領域だ。でも、僕はこの時のために、今まで二人に決して離はなされることなくついてきたんだ。二人が互いの相手だけに意識を集中している今が、唯ゆい一いつ隙すきをついて勝利をかっさらうチャンスなんだ。

　僕はチェックポイントを離れ、かと言って正規のコースには向かわず、裏庭とグラウンドを隔へだてている校舎へと向かった。

「ここか……」

　目的の箇か所しよ、それは非常口だった。重い鉄製の扉とびらが壁かべよりも厳重に行く手を阻はばんでいるように見える。でも、僕は非常口に近づくと、静かに二回、こんこんと叩たたいた。

　すると、錆さび付いたような音を立てて、非常口がわずかに開く。僕はその隙間に身体からだを滑すべり込ませ、校舎内へと侵しん入にゆうした。

「遅おそかったな咲也」

　そこには壮次郎がいた。辺りを窺うかがいながら静かに非常口を閉め、施せ錠じようする。体育大会の間は部室棟とうを除く校舎は閉へい鎖さされるので、校舎内部に侵入するのは大変だったはずだ。

「話をしている時間はないぞ。実況を聞いている限り、二人とも相当速い。このショートカットを使っても勝てる可能性は五分といったところだろう」

「わかってる。ありがとう壮次郎。このお礼は必ずするから」

　行け、という壮次郎の言葉を聞いて、僕は走り出す。

　これこそが、僕が二人を出し抜いて勝つための唯ゆい一いつの道。本来なら裏庭とグラウンドを隔てる壁である校舎の中を、無理矢理鍵かぎを開けて通っていくというものだった。

　走ってはいけないと言われる廊ろう下かを全力疾しつ走そうすることもあって、罪悪感が半はん端ぱじゃない。けれど、これは決してルール的には反則じゃないんだ。

　イっちゃんレースの基本的なルールは、決められた課題を全すべてクリアした後にグラウンドへ戻もどってくること、だけなのだ。その間はどこを走れという指定はない。ただ順当にいけば、校舎を中心にしてぐるりとその周りを走るのがもっとも効率的だというだけ。

　だから僕達はその盲もう点てんを突ついた。本来コースにはなかったはずの校舎を利用することで、大おお幅はばな距離の短縮が見込める。実際のトップは美月と麻奈が激しく競きそっており、あの二人はもちろんのこと、他ほかの誰だれも僕に注目していないからこそ可能な芸当だった。

　僕は校舎の中を突っ切って、運動場側の通用扉から密ひそかに抜け出し、そのまま全力でグラウンドへと走った。

　すさまじい歓かん声せいが僕を出迎える。音の洪こう水ずいに飲み込まれそうだ。晴れ渡った空に輝かがやく太陽までが、鋭するどい日差しで僕に声援を送っているように思える。

　前方に人ひと影かげはなかった。広いグラウンドの真ん中を走っているのは、ただ僕一人だけだった。つまり、まさに今僕がトップなんだ！

　僕は走った。ゴールテープめがけて、全ての力を燃やし尽つくすつもりで走った。

　身体はもう限界だった。体力はとっくに底をついていた。肺は酸素を求めて悲鳴を上げ、筋肉は強制的に停止しようとするかのように強張る。しかし、それでも僕は、自分自身に向けてまるで暴君のように鞭むちを打ち続けた。

「おおっと！　後続がやって来ました！　女子です！　女子が二人です！　あれは……、１─Ａの水無瀬選手と淡路選手です！　これは１─Ａの三みつ巴どもえです!!」

　きた！　やっぱり追いついてきた！

　実況の声が興奮を煽あおり、声援が爆ばく発はつする。振ふり返る余よ裕ゆうなどあるはずがない。視界が滲にじんで今にも倒たおれそうだった。だけどまだだ。それは全てが終わってからでも遅くない。

　あと五十メートル！

　しかしその時、後ろから何かが聞こえた気がした。

　このレースの始まりにも聞いた、あの言い争う声のような。

　四十メートル！

「いい加減諦あきらめなさいよ！　なんであんたが私に並んでるわけ!?　デカ乳のくせに！」

「そっちこそ！　そのちんまい身体のどこにそんなスタミナがあるってのよ！」

　間ま違ちがいない！　きた！　あの二人が追い付いてきたんだ！

　しかも、この期ごに及およんでもまだ罵ば倒とうし合ってるのか！　どんだけ余裕なんだ！

　三十メートル！

「転べ！　今すぐ無様に転べ！　転んでその無む駄だな脂し肪ぼうを削けずり落とせ！」

「削り落とすものがないやつは哀あわれね！　でも転ぶならあんたが転べ！」

　声が大きくなった。確実に距離が縮まってきているんだ！

　低次元な言い争いをしてるってのに、なんでこんなに速いんだよこの二人は！

　二十メートル！

「おおおおおおおお！　並んだああああ！　ついに並びましたああああ！」

　実況の声だけが、歓声から浮うき彫ぼりになったようにはっきりと聞こえた。

　でも、そんな情報は必要ない。そんなことは、僕自身が一番最初に気づいたからだ。

「だぁっ！　もう鬱うつ陶とうしいわね！　さっさと離れろこの猫ねこかぶり女！」

「それはこっちのセリフよ！　最初からあんたは邪じや魔まな存在だったの！」

　くそっ！　こいつら、僕なんてまるで眼中にないのか！

　十メートル！

「ぬ、抜いたああああああああああああああああああ!?」

　二人の姿がついに視界に入った。

　人の目は前にしかないはずだから、当然見える光景は前方のものだ。

　二人とも並んでいる。どっちが前かはわからない。わかっているのは、僕が二人の後ろにいるということだけだ。

　五メートル！

　嫌いやだ。

　そんなのは嫌だ。

　どうして二人はそんなにも走るんだ。

　行っちゃダメだよ。その先には不幸しかないんだ。

　そんなのは嫌なんだよ。見たくないんだよ！

　二人が傷つくところなんて、僕は絶対に見たくないんだ！

　なのに、どうしてだよ！　どうして二人して僕を苦しめるんだよ！

　行かないでくれ！　頼たのむから行かないでくれ！

　行かないで……っ！

「行くなあああああああああああああああああああああああああああ!!」




　最後の一いつ瞬しゆん、二人が同時にこちらを向いた気がする。

　でもその姿はすぐに後方へ流れるように消えて、目の前からは何もなくなった。

　ゴールテープが胸に当たる感かん触しよく。

　そして、地面が目の前に迫せまってくる。

　わからない。

　世界が暗くなっていく。

　体中が熱くて、まるで全身が心臓にでもなったような気分。でもそれも、すぐに底の方へと沈しずんでいって、あとには何も残らない。

　遠くから、声が聞こえる。

　何を言っているんだろう。

　……ごめん。何もわからないや。

　でも、ありがとう。

　何を言っているのかはわからないけれど、その声があるというだけで、それだけでなんだかうれしい。だから、……ありがとう。

　…………ああ……。……すごく、疲つかれたなぁ…………。




　　　　▼




　白い世界で目が覚めた。

　白い天てん井じよう、白いシーツ。白い包帯。

　でも、そんな中に一つだけ、違う色が混じっている。

　色素の薄うすい髪かみの色。見覚えのある、どこか懐なつかしい色。

　僕は上体を起こして、自分の膝ひざの辺りを見た。

　シーツの上に頭をのせて、椅い子すに座ったまま見慣れた制服姿の少女が眠ねむっている。こちらを向いた寝ね顔がおは穏おだやかで、どこか安心しきっているようにも見えた。

「………………美月？」

　まだぼんやりとした頭のまま考える。

　僕はあれからどうなったんだろう。最後の記き憶おくは、グラウンドを走っていたところで終わっているし、ここはどう見ても保健室だった。

　……僕は勝ったのか？

　なんとなくそんな気がするし、違う気もする。
















　なんだかすごくもどかしかった。今すぐにでも、誰かに聞いてみたいという欲よつ求きゆうが湧わいてきたけど、ここにいるのは僕と美月の二人だけのようだ。

　美月を起こして、聞いてみようか。

　そう思って、僕は美月に手を伸のばしたけれど、途と中ちゆうでその動きを止めた。

　夕方の、赤くなり始めた光が窓から入ってきていて、それに照らされた美月の姿が、非現実的なまでに美しく見えたからだ。

　まるで触ふれたらすぐにでも壊こわれてしまいそうで、でも、その輝く髪に触れたい気持ちが抑おさえられなくて、僕は止めていた手を、おそるおそる美月に近づけ──

「……う……、ううん……」

　その時、美月がくぐもった声を出して、ゆっくりと顔を上げた。右の頰ほおにしっかりとシーツの跡あとがついている。僕は慌あわてて手をひっこめた。

「…………？」

　寝ぼけているのだろう。美月は半開きの目で僕を見つめる。そしておもむろに大きなあくびをすると、むにゃむにゃと目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐった。

　唯ゆい我が独どく尊そん。なんかこうしてると、まるで猫みたいだ。

「ふぇ……？」

　ようやく意識がはっきりし始めたのか、美月は僕の顔を不思議そうに眺ながめて首を傾かしげている。けれど次の瞬間、パッと目を見開いて前のめりになり、こっちに迫ってきた。

「あ……っ！　さ、咲也あんただいじょう──」

　ぶ、と言い切る前に、美月は突とつ如じよ動きを止めた。そしてしばらくそのままの姿勢でいると、不意に我に返ったように、赤い顔をして身を引いた。

「……なんで、あんな無茶したのよ」

　そして、どこか不ふ機き嫌げんそうな様子で、唇くちびるを尖とがらせてそう言った。

「あんなって……」

「イっちゃんレースに勝つために、倒れるまで走ってさ……。全身擦すりむくわ、そのまま気を失うわ……、ほんと、何考えてんだか」

「……僕は、結局優勝できたのか……？」

「ええ、あんたが優勝したわよ。私達をまんまと出し抜ぬいてね！」

　美月はあからさまに怒おこった顔で、僕を問い詰つめる。でも、その怒り方があからさますぎて、なんだか美月らしくなかった。あまり恐きよう怖ふも感じない。

「そうか、僕が、本当に優勝を……」

「……ったく、命令権もあんたのものになったし、一体どーゆーつもりなのよ！」

　その問いで、僕はぼんやりとしていた思考が急激に引き締しまっていくのを感じた。

　そう、僕は美月を出し抜くと決めた時から、この瞬間を覚かく悟ごしていたんだ。どうやったって回かい避ひできない問題。それは、全面的に僕が背負わないといけない。

「……美月に、命令権を使わせたくなかったからだ」

「はぁ!?　ちょっと、わけわかんないんだけど！」

「……美月が命令権を使って、麻奈から思い出の女の子のことを聞くのを阻そ止ししたかったからやったんだ。裏切ったことは、ごめん……、謝るよ……」

「え？　……なに？　わざわざそんなことのために、あんな無茶を……？　って言うか、思い出の女の子って……」

　美月は混乱しているらしく、何度も目をしばたたかせていたけれど、やがていきなり真しん剣けんな顔になって、僕を見み据すえた。

「……どうして、私があの子のことを知るのをそこまでして阻止する必要があったの？」

「それは……、それだけは言えない」

「なんでよ！　そんなの納なつ得とくいかないわよ！　そんなことであんた……っ！」

　美月は怒いかりで身体からだを震ふるわせながら立ち上がる。僕はそんな美月を見て、殴なぐられるのも覚悟しながら次の動きを待った。目を逸そらすことはしない。

「何よその目は！　どうしても言えないっての!?」

「ああ、どうしても言えない。ごめん、美月……」

「…………っ！　もういい！　咲也のバカ!!」

　美月はそう怒ど鳴なって、乱暴に保健室のドアを開けて出て行ってしまった。

　廊ろう下かを遠ざかる足音を聞きながら、僕はただ俯うつむいているしかない。これで、美月との間に決定的な亀き裂れつが走っただろう。協力者だったはずの僕が、全すべてにおいて手のひらを返したのだ。美月が僕を許すはずなどない。

　僕がシーツを強く握にぎりしめながら、滲にじむ視界に耐たえていた時だった。

「泣いてるの？　咲也」

　その声に、ハッと顔を上げる。開け放されたドアのところに、いつの間にか麻奈が立ってこちらを見ていた。麻奈は中に入りドアを閉めると、僕の傍そばへとやってきた。

「さて、色々と聞きたいことはあるけど、とりあえず今は一つの質問だけで勘かん弁べんしてあげるわ。どうしてあんなことしたの？」

「……奴ど隷れいとかペットとか、二人のケンカを助長するようなこと、させるわけにはいかないだろ……」

「なるほど？　でも、それだけじゃないわよね？　それだけのために、咲也がこんな無茶をするはずがないもの。で、本当のところはどうなの？」

「それは……」

「いいわよ、はっきり言って。私の動機はあらかじめ知らせておいたわけだし、その上で出し抜かれたということは、そういうことなんでしょ？」

　静かなその声に、僕は自分の考えを返そうと口を開く。もともと麻奈には、命令権を得たら包み隠かくさずに全てを話すつもりだった。

「……僕は、麻奈とは恋こい人びとになれないよ……」

「……それは何故なぜ？」

「ぼ、僕は……、好きとかそういうのがよくわからない。でも麻奈の気持ちに応こたえられないのはそういうことじゃなくて……、その……」

　僕は、以前では絶対に言えなかった言葉が、今ここでは口に出せる気がして、必死に自分自身を奮い起こしながら、次の言葉を続けた。

「ぼ、僕は麻奈のことが怖こわいんだ！　僕にとって麻奈はイジメっ子の女の子で、好きとか恋人とか、今の僕には考えられないんだ！　それに、子供の頃ころの約束を忘れてたのは悪いと思うけど、でもそんなことで、結けつ婚こんとか恋人とか、そんなのはやっぱり無茶だと思うんだよ！　だから、だから僕のことは諦あきらめてくれ！」

　言った。言えてしまった。ずっと言えなかったことを、色々な助けを借りてついに言ってしまった。心臓は早はや鐘がねのようで、全身が緊きん張ちようしすぎて痛みさえ感じる。

「そんなことのために……？」

「ああ……、無理矢理恋人同士になったって、僕は麻奈のことをそういう目で見られないんだから、きっと麻奈のことを傷つけてしまう。だとしたら、同じことでもこうやってはっきりと──」

「そうじゃなくて、今の言葉はそんなに覚悟のいることだったの？」

　…………え？

　きょとんとした顔で首をかしげている麻奈に、僕は啞あ然ぜんとする。

「……まあでも、咲也にしてみればそうなのかも。あの咲也がそこまではっきり言ったっていうのは、ある意味で嬉うれしい驚おどろきね」

　……な、なんか、全然傷ついているようには見えないんですが……。

「でも、そっか……。結局、咲也好みの女の子になって帰ってきたつもりだけど、昔の悪行はそう簡単には消えないってわけか。この十年、子供の頃の咲也の立ち居振ふる舞まいとか笑い方とかを真似まねて、そういった女の子に変身したつもりだったけど、根本が変わらないとダメってことね」

「あ、あのー、麻奈さん？　一体さっきから何をおっしゃっているのでしょうか……？」

「咲也の気持ちはわかったわ。だから、昔の約束で無理やり迫るのはもうおしまいってこと。でもその代わり──」

　そこで、麻奈はニヤリと笑った。

「今度はゼロから始めて咲也を落としてみせるわ。私の咲也への想おもいは、何一つ変わってないわけだしね」

　どこか楽しそうにそう言う麻奈を、僕は呆ぼう然ぜんと見つめるしかなかった。

　な、なんなんだこの展開は……？　もっとこう、泣かれたりするはずじゃ……。

「なに意外だって顔してるのよ。この程度で私が凹へこむとでも？　あんまり女の子に夢を見てるんじゃないわよ？　私のことを第一に考えてくれた答えをもらっておきながら、自分の境きよう遇ぐうに涙を流したりするわけないでしょ？」

　そ、そのタフさは一体どこから出てくるのだろうか……？　もう、なにがなんだか。

「あ、ということはそっか。咲也も私のことが嫌きらいではないわけよね？　言ってみれば私のために、あんな無茶をしたってことなんだし。だったらこれから、私が咲也好みに変わるんじゃなく、咲也を私に惚ほれさせようとすればいいんじゃないかしら？　あ、これって名案だと思わない!?」

「そんなことを本人に聞くな！」

　なんだか、どっと力が抜けていく。僕は今まで何に悩なやんでいたんだろうか……？

「さて、じゃあ明日あしたからそのつもりでいくとして、今日のところはあの子にも花を持たせてあげるとしましょう。ところで、さっき廊下で美月とすれ違ったけど、何かあったの？　今みたいなことをあの子にも言って、怒らせでもしたわけ？」

「……そんなレベルじゃないよ。美月とは、たぶんもうおそらく絶交されてると……」

「は？　あの子があなたと絶交？　そんなのあり得るわけないでしょ？　何があったのか知らないけど、ちゃんと話をしておきなさいよ。あの子も面めん倒どうな子だけど、あなたも女心をわかってなさすぎ」

　いやそもそも、僕にそんなものがわかるはずがないんですが……。

「珍めずらしく美月のことを気にかけてるけど、気に入らないやつなんじゃなかったのか？」

「それは今でもそうよ。だけど、状じよう況きようが変わったの。こんなことになったらさすがに私も反省するわ。それに、こんなことで脱だつ落らくなんて許さないわよ。あの子は私が直接この手で叩たたきのめすんだから」

　そう言って、麻奈は笑った。僕を真似たという、あの柔にゆう和わな笑え顔がおではなく、本当の麻奈の不敵な笑顔。でも今はそれが、初めて可愛かわいく見えた。







　麻奈はその後、先に帰ると言って保健室を後にした。

　僕もすぐに制服に着き替がえ、保健室を出た。ケガはこけた拍ひよう子しにできた単なる擦り傷だったし、体力も眠ねむったことである程度回復したみたいだったからだ。

　僕が人気のない中庭を歩いていると、校門の柱に見慣れた少女がもたれているのが見えた。誰だれだと問うまでもなく、それは美月だった。

　僕が近づくと、美月は無言で僕と並び、そのまま歩き出した。

　いつもの帰り道を、いつも通り歩く僕達。でも、互たがいの間を行き来する言葉は何もなく、かといって居い心地ごこちが悪いわけでもない、不思議な時間が辺りを包む。

　やがて公園に到とう着ちやくすると、美月は無言のまま僕の腕うでを引っ張って、中に入った。

　連れていかれたのは、公園のはずれにある大きな木の下。美月の思い出の場所。

　不思議な静せい寂じやくがその場を覆おおい、まるでここが別世界であるかのように感じられた。

「さっき麻奈と話した」

　ポツリと、呟つぶやくようなその言葉に、僕は美月の方を見る。

「咲也がこんな無茶をしたのは、私達のせいでもあるって言ってた。私達のケンカに、咲也が心を痛めていたんだって。だから運動音おん痴ちのくせにレースに出て、あんなことに……」

「……それも大きな理由だったけど、元をたどれば僕が悪かったんだよ。僕がもっと、何事にもはっきりと立ち向かっていれば、こんなことにはならなかった」

「何事にもはっきり立ち向かう？　ふふ、そんなの咲也のキャラじゃないわよ」

　美月はそう言って、どこか嬉しそうに軽く笑った。

「私達、とりあえずケンカはやめようって誓ちかったわ。なんかお互いどうでもよくなっちゃったし、今となってはなんであんなにムカついてたのか、よくわかんない。まあ麻奈が猫ねこかぶりの陰いん険けんな性格の女ってのは変わらないけどさ」

「でも、思い出の女の子のことは……」

「それもね、そのことであんたがあんな無茶したのかと思うと気が抜ぬけちゃった。ヘタレ咲也が私にあそこまで言うんなら、何か事情があるんでしょ？　だったらいいかなって。そんなことで、あんたがボロボロになるのなんて、もう見たくないし……」

　それに──と、美月は続ける。

「思い出ばっかり追いかけてると、今がどんどん遠くなるから」

　そのことがようやくわかった気がした、と美月は言って、僕の視線に気づくと恥はずかしそうに顔を赤くしながら軽く睨にらんできた。

「と、とにかく！　あんたはもう二度とあんな無茶すんじゃないわよ！　それから、言いたいことがあるならはっきり言うこと！　私たちの間に隠し事はなし！　いいわね！」

「いや、でも、はっきり言っても聞いてくれないことが多々あるような……」

「それはそれ、これはこれよ」

　開き直る美月に、僕は苦く笑しようするしかなかった。でも、聞き入れられなくても、まず言葉を発しないことにはどうにもならない、というのはきっと本当だろう。

「……ところで咲也？　隠し事なしとは言ったけど、思い出の女の子が誰なのか、あんたもしかして知ってるの？」

「えっと……、それはまあ……、そうだけど……」

「……そう。じゃあ、もしその子に会うことがあったら、伝えてほしいことがあるの」

「伝言……？」

　美月の意外な申し出に、僕は驚く。

「そう。会えたらでいいから、お願い。大したことじゃないわよ」

　美月は軽く言うけれど、それはつまり僕宛あての伝言ということだ。事実上、僕は本人の前で直接それを聞く形になる。なんだか気恥ずかしいけれど、それを悟さとられないように努めて顔には出さないようにする。

「そ、それはいいけど、何を伝えればいいんだ？」

「そんな改まるようなことじゃないわ」

　素す晴ばらしい思い出をありがとう。

　それから、あなたのことは一生忘れません。

　ただそれだけを伝えてほしいと言われ、僕は受け取り、そして届けた。

　どういたしまして。それから、ごめんなさい。

　ずっと忘れていたことと、真実を明かせないこと。

　僕の返事は美月には届かないけれど、それでも僕は美月をじっと見み据すえて、その言葉を何度も心の中で繰くり返した。

　美月は同じように、僕の目を見つめ返す。

　じっと、何かを探しているかのような、真しん剣けんなまなざしで。

　そうやって、しばらくの間無言でいた僕達だったけれど、やがて美月がふっと肩かたの力を抜いて「帰ろっか」と言って笑った。

　空はもうすっかり朱あけに染まり、夜が世界の端はしから顔を見せ始めていた。

　僕達は公園を出て、いつもの通りそこで別れる。また明日学校でと、日常のままの言葉を交かわして、僕達は互いに背を向けた。

「咲也」

　しかし、数歩歩いたところで美月に呼び止められた。

　振ふり向くと、美月がこちらを見て、微かすかに笑っているように見えた。

「言い忘れてたことがあったわ」

「……言い忘れてたこと？」

「このリボンも、ありがとう。今でも、私の宝物だから」

　そう言って美月は、頭のリボンを指さしながら、今度はニコリと笑った。

　まるで思い出の女の子にではなく、目の前にいる僕に向けての言葉のように聞こえて、僕はドキリと心臓が跳はねるのを感じた。

「そ、それも伝言なのか？」

　焦あせりを隠かくしながら、そう返す。

　しかし、美月は僕の問いに答えず、満面の笑みをたたえたまま手を振って、そして踵きびすを返して走り去って行った。

　残された美月の伝言は、届け先が不明のまま宙に浮ういてしまったけれど、結局は僕が預かるしかないようで──

「…………どういたしまして、だよ」

　思わず、しなくてもいい返事をしてしまうのだった。








エピローグ









　あれから、変わったことと変わらないことがある。

　ほとんどのことは何も変わってない。でも、ほんの少しだけ変わるということが、実は大切なことなのかもしれない。




「お兄ちゃん、おはよう……」

　僕がキッチンで朝食を作っていると、秋あき穂ほが背中から抱だき付いてくる。

　豊満な感かん触しよくが生々しくて勘かん弁べんしてほしいけど、それよりも、この妙みような大人しさが不気味だった。いつもだったら飛びついてくるような勢いなのに。

「あ、秋穂……？　どこか具合でも悪いのか……？」

「な、なんか、今日はこういう気分なの！」

　わけがわからない……。僕は助けを求めるように、後ろで眺ながめていた姉さんを見る。

「いやぁ……、咲さく也やちゃんのエプロン姿はいつ見てもエロくていいわよね……」

「姉さんは何も変わってませんね！」

　実の弟に向かってエロいとか言うな！

「じゃなくて、秋穂だよ！　何かあったの？」

「さあ？　秋穂も日々成長してるってことでしょ？　ちょっと大人になったのよ」

　ますますわけがわからないけど、姉さんはニヤニヤしてそれ以上何も言わないし、秋穂は黙だまってしがみついてるだけだし……。

　……まあ、無理矢理されるよりは、よほどいいけどね。




　　　　▼




「美み月づきにはそもそも大人系のデザインは似合わないのよ。あなた、自分の体形がどれだけ高校一年生として不適格か自覚したことあるの？」

「あんたには胸を強調する以外の個性ってものがないのかしら？　そんな脂し肪ぼうの塊かたまりが女の個性だと未いまだに思ってるなんて、原始人か何か？」

「さっきゅん……、あの二人は全然変わってないねぇ……」

「そうみたいだな……」

　ある日の部活動研究部室。変わらない日々の光景が目の前で展開されている。

　ケンカしないって誓ったんじゃなかったのかお前ら……。

「いえいえ～、あの二人もちゃんと変わってますよ～。ずいぶん仲が良くなったみたいですしね～」

「あれで、ですか……？」

　今や笑え顔がおではなく、普ふ通つうに不ふ機き嫌げんそうな顔でなされているやり取りになっている。

　あれのどこをどう見て天てん満ま先せん輩ぱいは仲良くなったと判断しているんだろう……。確かにあからさまにやりあっているわけではないけどさ……。

「んー、まあネチネチした感じはなくなったし、それはいいかもねぇ」

　岸きしの里さとの感想に、僕がそんなものだろうかと、首をひねった時だった。

「咲也？　ちょっとこっちに来てもらえるかしら？」

「咲也！　早くこっちに来なさい！」

　二人が半ばキレ気味に僕を呼びつける。こういう時は決まって、二人の間に挟はさまれて揉もみくちゃにされるパターンだ。こういうところは何も変わっていない。

　でも、あんなことがあった後で、こうやって変わらない日々を送ることができるのは、それはそれでいいことなのかもしれない。

　変わることの良さと変わらないことの良さ。
















　どちらがいいのか、僕にはわからないけれど。

「咲也、私に見とれるのはいいけど、ぼーっとしてるのはいただけないわね」

「咲也？　なにグズグズしてるの！　さっさと来る！」

　……やっぱり、こういうところは変わってほしいな！　うん！







　その日の帰り道。

　今日は珍めずらしく用事があると言って、麻ま奈なは先に帰ってしまい、今は美月と二人でいつもの道を歩いている。日差しもだんだんと暑くなって、本格的な夏の到とう来らいを予感させる。

「咲也、夏と言えば、もうすぐ夏休みがやってくるわけよ」

「そうだな。その前に期末試験があるけど」

「だぁっ！　そういうテンションの下がることはいちいち言わなくていいの！　そうじゃなくて、高校一年生の夏休みと言ったら青春真まっ盛さかりなのよ？　彼女の一人でもいないとあまりにも寂さびしすぎるとは思わないの!?」

　……それ、僕のことじゃなく自分のことを言ってるんだよな……？

　改めて、とてもじゃないけど女の子が言うセリフじゃないよね！

「なんとなく、言いたいことはわかる……。つまり彼女が欲ほしいと」

「まあ、そういう表現もやぶさかではないわね……」

「表現の問題なのか……？」

　と言うか、よくもまあそこまでぶっちゃけて言えるな……。

「咲也、あんたは私が真実の愛を見つけるまで協力をしてくれるのよね？　それで、私もあんたに同じように協力する」

「僕は美月に協力してもらったことは一度もないけど……」

「こ、これからしてあげるのよ！　とにかく！　私達はお互たがいが目的を達成するまで協力し合うの。それまでは、ずっと一いつ緒しよにいる！　そうでしょ？」

　…………？　なんだろう？

　美月はまるで自分自身の言葉を確かめているみたいだ。そして、それを僕に同意してもらいたがっているようでもある。

　どこか必死で、どこか不安そうな顔で、少しだけ頰ほおを染めてこちらを睨にらむ。

　ふてくされているけれど、どこかすがるような表情。

　もちろん、僕はこの顔には逆らえない。それに逆らうつもりもなかった。美月の言ったことは、何一つ間ま違ちがっていないのだから。

「当たり前だろ。そういう約束だ」

　僕がそう言うと、美月は少しの間きょとんとした後、すぐに輝かがやかんばかりの笑顔になって「うんっ！」と元気良く頷うなずいた。

「じゃあ、早さつ速そく作戦を立てるわよ！　夏休みまでに素す敵てきな出会いをして、この夏を最高のものにしないといけないからね！」

「いや、それはちょっと無茶じゃないか……？　あてもないのに……」

「そこを何とか考えるのがあんたの役目でしょ！　大だい丈じよう夫ぶ、高望みはしないから。ただ可愛かわいくて美人で優やさしくて温かくて素晴らしい女の人とさりげなく出会ってさりげなく恋こいに落ちたいってだけよ」

「それを高望みって言うんだ！　しかも全然さりげなくないじゃないか！」

　ぎゃーぎゃーと文句と注文を連発する美月に、僕は頭を抱かかえる。

　それでも、心のどこかではこの日常が戻もどってきたことに安あん堵どしている自分に気がついていた。見ると、美月も悪態をつきながらも楽しそうに笑っている。

　変わらない日々が、変わらなかった日々が、きっとこれからも続くのだろう。

　そして、それを実感できている僕は、もしかしたらほんの少しだけでも変われたのかもしれなかった。








あとがき






　お久しぶり、もしくは初めまして、恵え比び須す清せい司じです。

　さて、無事に二巻が出せたことにほっと胸をなで下ろしているところです。

　ところで、私は怠なまけ者の上に集中力が皆かい無むなので、安心するとよく雑念が頭をよぎります。現に今も、あとがきを明日あしたまでに送らないといけないという現状から目をそらしたいこともあって、昔の記き憶おくがほわほわとよみがえってきています。

　友人と色々なことで意見を戦わせていた日々。萌もえにエロ要素は入るか否いなか？　思い出補正は加算か乗算か？　猫ねこ耳みみや犬耳のキャラに人間の耳が付いているのは許容できるか？……などなど、実に下らないけれど、きっと今でも熱く語ってしまえそうな議題が数多くありました。そんな中である日、ミニスカートに最も似合うソックスとはなんだろうか？　という哲てつ学がく的な問いが発せられました。

　友人Ａ、Ｂ、Ｃがそれぞれこう言いました。

「やっぱりニーソだろ。絶対領域は外せない」

「いや、ふとももを強調するなら膝ひざ下したハイソックスも捨てがたい」

「ふとももしか着目しないやつは素人しろうと。ふくらはぎこそ至高。つまり生足」

　熱く語られる各人の意見を聞いた上で、私は言いました。

「ところで、長さはともかく色は黒一いつ択たくだよな？」

　次の瞬しゆん間かん、私は異い端たん者しやとして集中砲ほう火かを受けました。今思い出しても実に苦い思い出です。確かに、あの頃ころの私は視し野やが狭せまかった。時が経たち、見けん識しきの広まった今の私ならきっとこう答えることでしょう。

「長さも色も好きにすればいい。重要なのはゴムの食い込みだ」と。

　……美み月づきのニーソ、最高ですよね。




　と、こんなことばかり書いてると人格を疑われるので、謝辞に移らさせていただきます。

　相変わらずハイクオリティすぎるイラストを描かいてくださったこうぐちもとさん、適切なアドバイスをくださった編集の小林さん、この両名には感謝してもしきれません。そしてここまで読んでくださった読者の皆みな様さまも、本当にありがとうございました。この本は、多くの人々のお力ちから添ぞえがあって世に出ています。

　それでは、縁えんがあればまたお会いしましょう。


二○一四年一○月　恵比須　清司












女おんなの子こに夢ゆめを見みてはいけません！２








恵え比び須す清せい司じ
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